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『夢の世界』




　彼女の夢を見た。




　天文台の硬い床ゆかと、冷たい空気と、透明な天てん井じようの向こうに見える夜空。通つう信しん機きの向こうから彼女の優やさしい声が聞こえる。

　懐なつかしい場所に僕は立ち、通信機越しに彼女と話していた。

　世界の形についての話だった。




　世界は【塔】の形をしている。

　無数の階層世界を積つみ上げた、途方もなく大きな【塔】の形をしている。一三〇二階に住んでいた僕は、ずっとそう思っていた。




　世界は【塔】の形をしていない。

　通信機の向こうで彼女は言った。もっと広くて自由な世界が、【塔】の向こうに広がっていると。




　いつものようにそんなことを議ぎ論ろんしあって、いつものように僕が負ける。それでもやはり、いつものように悪い気はしないんだ。

　神の代行機き械かいであるアントロポシュカ達は【塔】の各階層世界にいて、ヒトを幸せにするために楽園を創つくる。アントロポシュカの管理するどこか歪ゆがんだ楽園にどっぷり浸つかっていた僕にとって、彼女が伝える言葉はずいぶん奇妙に聞こえて、その分だけ魅み力りよく的てきだった。

　僕は彼女と会ったことがない。彼女は別の【塔】の人間だったから、ただ通信機越しにその声を聞くだけだ。

　けれど僕には声だけで充分だった。

　彼女の声と、彼女の話す数々の真理と、彼女の情じよう熱ねつは、今までをなんとなく空くう虚きよに生きてきた僕に、人生には生きるだけの価値があるのだと教えてくれていた。

　いつの間にか部へ屋やの中央には青い球体が浮かび上がり、ゆっくりと回転を始めている。

『青い部分は海といって、見渡す限りの水』

　なんて懐かしくて、優しい声なんだろう。

『世界は広くて、美しくて、私達は、自由で』

　彼女は【塔】を降りて海に行くのだと言っていた。
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　そこで会おうと言ってくれた。

　彼女の住む【塔】は倒とう壊かいし通信は途と絶だえてしまったけど、彼女はきっと海で待ってくれているんだろう。

　だからとにかく、僕は【塔】を降りることにした。海と呼ばれるものを見に行こうと、そう思っていた。




　そんな夢を見た。昔の思い出だ。長い旅の、始まりの夢だ。




『暗い世界』




　……七三五階の階層世界は悠ゆう久きゆうの彼方かなたからそうだったように闇やみに満ちていた。目を開けても閉じても、映るものは同じだ。隙すきのない闇がみっしりと僕を圧迫していた。僕は改めて闇に重さがあることを実感する。

『ようやっと起きたか』

　僅わずかな身じろぎに気がついたのか聞きき慣なれたカエルの声がする。

「……まあ、一応」

　真っ暗な中で僕は答え、ゆっくりと身を起こす。どこかに光がないかと周囲に視線を巡めぐらせる。けれど、当たり前のように何も見えない。これもいつものことだ。

「暗闇に覆おおわれた世界が、アントロポシュカの想定する幸せの形なのか？」

『狂った神の考えることなど、我われに分かるわけがなかろう。我々は下に降りることだけ考えればよいのだ』

　僕の旅の連れ、両生類型人工生命であるカエルによれば、一ひと月つき近くこの暗闇の中をさ迷っているらしいけど……。昼も夜もないこの世界では、いまいち時の流れに実感が持てない。

「もう十年いるって言われても頷うなずくだろうな。僕は」

　手探りで荷物をまとめながらそう呟つぶやくと、ゲコと、どうとでもとれるような鳴き声が返ってきた。それから、僕の腕を心地ここちよい重みがよじ登ってくるのを感じる。カエルは僕の肩が好きだ。何かと納まりがいいらしいが、両生類の考えることはよく分からない。とりあえず、カエルがきちんと所定の位置、つまり僕の肩に到達するまで、身体からだの動きを止めてやった。

『慎重に進むことだな。崖がけから転落などというヘマはもう二度とやめてもらいたいものだ』

　耳もとで、言葉とは裏うら腹はらの生き生きとした声がした。

「ずいぶん前の話じゃないか。いつまで蒸し返すんだよ」

『小僧、おまえの教育などという難なん事じを引き受ける我であるぞ。おまえが自らの浅はかさをその身に刻みつけるまでだ。忘れたとは言わせぬ。我はあやうくおまえの下した敷じきになりかけたのだからな！　我はそのような出来事には優ゆう先せん的てきに記き憶おくメモリを割さくのだ』

　ようするにカエルは僕にあれこれと注意するのが趣しゆ味みなんだ。

「……粘着質な性格だな」

　あのときは僕だって、全身打だ撲ぼくとねんざで相当惨みじめな思いをした。……いや。かなりの高さを転がり落ちてその程度ですんだのだから、自分の幸運に感かん謝しやするべきかもしれないけど。

「今日きようもあてもなく闇やみの中をさ迷うか。目的もなく、幸運が向こうから転がり込んでくることを信じて」

　ふふん、と肩から人を見下すような軽い笑い声がした。

『幸運なら先ほど転がり込んできおったわ。喜べ小僧。我われは微弱な電波を拾ったのだ』

「電波!?」

『発生源は分からぬが、データリンクへの接続ポイントから発せられたものかもしれぬな』

　そうだとしたら確たしかにかなりの幸運だ。調しらべてみる価値はある。

　データリンクには階層世界のあらゆるデータが記き録ろくされている。【門】と【鍵かぎ】を探すための情報もそこに接続できれば得られるはずだ。

　人の幸せのために楽園を管理すること。【鍵】と【門】を用意すること。それが神の代行機き械かいであるアントロポシュカの義務であり存在理由だ。

【鍵】となる人物を【門】という場所に連れて行けば、下の階層への道が開く。それは階層世界の住民に別の楽園への可能性を示すものだったはずだ。しかし永ながい年月が経たったせいなんだろうか、ほとんどの階層世界ではその事実が忘れられていた。

　とにかく僕らにとって重要なのは、データリンクを見つけ、そこから得られたデータを元に【門】と【鍵】を探し当てること。それが下の階層に行くための唯一の方法だ。

「……電波か。誰だれかが何かのシステムを動かしたとか？　人に会えるかもしれないな」

　思わぬ情報に自然と声も明るくなる。

『浮き足立つことなく進め。暗くら闇やみでは用心深さだけが頼りとなろう』

「分かってるよ。光がないってことがどういうことかは、僕なりに理解してるつもりだ」

　人間というのは、どんな状況にも慣なれてくるものらしい。僅わずかな風が常に吹いているこの世界では、空気の流れにさえ注意すればどこに何があるのか大体分かる。

　視覚が役に立たなくなってから一週間が過ぎた頃ころ、匂においと音、それから肌に感じる空気の流れを頼りに動き回ることを覚えた。

　今では頭の中に周辺のイメージをぼんやりと浮かばせることもできる。

　けれど、慣れに比例して疲労も蓄ちく積せきされているようで、何も見えないという感覚の欠落にうんざりしているのもまた確かではあった。

「どこかに燃もえるものがあったらよかったんだけどね」

『散さん々ざん試したではないか、闇に慣れた方が早い』

　携けい帯たい用ようガスコンロのガスも底を突き、摩ま擦さつ熱ねつで火を熾おこそうにも、燃もえるものが周囲にないのだからどうにもならない。

　最初は松たい明まつを作って周囲を照らそうと思ったのだけど、それもかなわなかった。木や植物が、まったく燃もえない。いや、木や植物に限ったことじゃない。あらゆるものが不ふ燃ねん物ぶつで構成された世界らしい。

　笑いたくなるぐらい素す晴ばらしい徹てつ底ていぶりだと思う。まったく、メチャクチャだ。闇やみに慣なれた方が早いというカエルの言葉は真実だろう。

　暗い気分になりながらも、ズダ袋から携けい帯たい食料を一つ取り出して食べる。

　食事にはさぞかし困るだろうと、当初はかなり心配していた。さいわいこの世界にはあちこちに食料供きよう給きゆう機きが置かれている。そうでなければ、僕はとっくに餓が死ししていただろう。

　とりあえず、自分の姿を忘れてしまう前にこの階層世界を降りたい。目もつ下かのところ考えているのはそれだけだし、下への階層の手がかりはカエルが捉とらえたとかいう微弱な電波だけだ。

「……それで？　電波を感じた場所っていうのは、どこにあるの？」

『小僧の足なら東へ八九〇〇歩。誤差プラスマイナス二四歩』

　言われた通りの方向に足を向けようとして、ふと立ち止まる。

「カエル、東ってどっちだ？」

「おまえの進もうとしている方向の逆だ。方ほう位い磁じ石しやくはどうした？」

「持ってるけど、見てもどっちを指してるか分からないからさ」

　僕は歩ほを進め始める。靴は柔らかな土を踏む。涼しげな葉は擦ずれの音の向こうから、鳥の鳴き交わす声が控えめに届く中をとにかく歩き続け、そして……。

「……雰囲気が変わったな」

　歩き続けているうちに、濡ぬれた草の匂においが濃こくなり、空気の流れが僅わずかに入り組んで感じられるようになる。おそらく今までのような開けた場所からどこか別の場所に入ったのだろう。

『森に入ったな。中なか々なかバリエーションに富んだ世界ではないか、小僧』

　森らしい。だからどうした、という感じだ。暗闇であることに変わりはないじゃないか。心の中でそう考えて、よくない傾向だと思いなおす。いらだちがつのっている。

　……ダメだ、気持ちを落ち着けよう。こんなことでいらいらしているとカエルが知ったら、向こう一ひと月つきはそれをネタにからかい続けるだろう。

『ため息をついている場合ではないぞ』

　カエルの声が耳もとでした。

『行き先で何かが起きているようだ。また電波が発生して……』

　カエルはそこで黙だまったけれど、その先は言わなくても分かった。

　前方遥はるか遠くで、何かが爆ばく発はつするような音が微かすかに、けれど確たしかに、僕の耳に届いたから。




『廃墟』




　カエルの自称『優ゆう秀しゆうな』感覚器官によると、二つの棟からなる大きな建造物が今僕の目の前に存在している。

『この施設はどうやら、旧世界の遺い物ぶつのようだな。施設を構成する素材の頑がん強きようさは現世界の技術で作り出せるそれとは比べ物にならぬ』

「……ここで爆ばく発はつが起きたわけか」

『その通りだ小僧。気をつけるがよい。己おのれの命に幾ばくかの価値を見み出いだしているならば』

　多少迷ったけれど、それでも、僕は施設の中へ一歩を踏み出した。

　ひんやりとした質感の壁かべに手をはわせながら中に入った途と端たん、靴音が硬いものに変わる。冷たい空気に、身体からだが無む意い識しきに震ふるえる。ついさっきこの施設で爆発が起きた。ということは、また起きるかもしれない。今この瞬しゆん間かん、僕を巻き込む大爆発がすぐそばで起きるのかもしれない。そんな無む駄だに不安をあおる想像が次々と浮かぶ。

　硬い床ゆかを歩く音だけが辺あたりに反はん響きようする。森には鳥の鳴き声や草木の匂におい、僅わずかな空気の流れなんていう、自分の位置を把握するための材料がいくらでもあったけれど、ここではそういうものが一切なく、動き回る手がかりは自分の足音の反響音くらいだ。慎重にならざるを得ない。

　こんなところで戦せん闘とうに巻き込まれたらと思うとぞっとする。

　かなり複雑に入り組んだ通路を進み、そして……。

　ある部へ屋やで、僕は足を止めた。今は無人の静寂に満たされているけど、確かく実じつに、ついさっきまで誰だれかがいた気け配はいがあった。

　小さく深呼吸を一回。ナイフを抜いて手に持ち、周囲を調しらべ始める。

　床や壁を触っていくと、何か硬く重量のあるものが激げき突とつしたかのような、破は壊かいの跡があちこちに残っているのが分かった。

　部屋には微かすかに奇妙な匂いが残っている。なじみ深く、しかしどこか生理的に受け付けない。

　血の匂いだ。

「何があったんだろう」

『戦闘か殺さつ戮りくか。なんであれ、我われ々われにとって歓かん迎げいすべき事象ではなかろう』

　無意識につばを飲み込み、見えるはずのない暗くら闇やみに目を凝こらす。

「……データリンクへの接続ポイントは？」

　カエルはしばらく沈ちん黙もくした後、ゲコ、と満足げに鳴く。

『存在するようだ』

　それだけ言うと、僕の肩から心地ここちよい重みが消えた。カエルが肩から降りたのだろう。

　完全な暗闇の中だ。離はなれてしまえば、僕の方からカエルを見つけることはできない。実を言えばかなり心細かった。

『データリンクに接続した。データは……ふむ、かなり劣化してはいるが、読み取れぬ程ではない……。【鍵かぎ】の識しき別べつ信号、【門】の座標、いずれも明らかである』

　カエルの満足そうな声を聞いて、僕は小さくため息をつく。この階層に降りて、初めて確たしかな情報にぶつかった。進むべき方向を知るために必要な情報さえ見つかれば、あとはその方向に進むだけだ。この世界を降りるのは、もうそんなに難むずかしいことじゃない。

「気になるのはここで起きた戦せん闘とうの跡だ。この建物自体に、なんらかの危険が潜ひそんでる可能性もあるんだろうな。警けい備びシステムがまだ生きてるとか」

『……その心配はない。大半の機き能のうはとっくに停止しているし、使われた形跡も残っていない。ふむ。まあ、多少手直しすれば復活するシステムもいくつかあるようだ。掌しよう握あくしておけばなにがしかの役に立つかもしれぬ』

　……暗くら闇やみから現れたカエルの声は、すぐに消えた。

　代わりに、微かすかな電子音が耳に届く。壁かべを介してほんの僅わずかに振動する空気。それでも確かにそれは、不吉な響ひびきを持っていた。

「カエル、これはおまえがやってるのか？」

『違う。微弱な電波が発生している。遠くない。やはり建物内部からだな。小僧、転ばぬように注意するがいい』

　なんのことかと尋たずねる前に、それは起きた。

　耳が壊こわれてしまうのではないかと思える程の巨大な爆ばく発はつ音おんと、衝しよう撃げきと形容するにふさわしい振動が凶きよう暴ぼうに足下を揺るがす。

「これがさっきの爆発か！」

『うむ。その通りである」

　立っていられない程の震ふるえはしかし、不自然な程一いつ瞬しゆんで過ぎ去った。

『確かにこの建物では、何かが起きている』

　憎らしい程平静な声だ。

「……それが物ぶつ騒そうな何かだってことは明白だ。今僕にできることは、素す早ばやくここから立ち去ることだな」

『そうもいかぬ』

「なんで」

『爆発のすぐそばに【鍵】がいる』

「……最悪じゃないか」

『諦あきらめろ小僧。おまえは所しよ詮せん、不幸を呼ぶ身の上なのだ』

「こんなときだけ神秘主義に走らないでくれ」

　本当に最悪だ。僕は心の中でもう一度呟つぶやき、廊下に出る。

　先ほどの爆発がなんだったのかは分からないけど、【鍵】となる存在が危き機き的てきな状況に陥っている可能性は極めて高かった。爆ばく発はつが起きるということは、爆発させたい何かが近くにあったということだ。

『我われの導みちびくままに進め。災さい厄やくが、我々の手の届かない場所に【鍵かぎ】を連れ去る前に』

　カエルのナビゲートを頼りに廊下をできる限りの速度で歩く。右、左、左、右、まっすぐ。何度も交差路を曲がるうちに、方向感覚は完全に失われた。自分がグルグルと同じ場所を走り続けていると言われれば、そうかもしれないと納得できる程に、僕は自分の状況を把握できていない。

　金属的な匂におい、おそらく火薬の匂いが周囲に混じり始めた。床ゆかには細かな亀き裂れつがあって走りづらくてしょうがなかった。確かく実じつに爆発が起きた地点に近づいている。

　やたらと敏感になった鼻が火薬の匂いに麻ま痺ひし始めたとき、カエルが停止を宣言した。

『右手前に部へ屋やがある。電波の発信源はここであろう』

　担かついだズダ袋の中から、くぐもったカエルの声が聞こえる。

『旧時代の遺い物ぶつに傷をつけるほどの爆発とは……。小僧、ゆめゆめ油断するでないぞ』

　手で確たしかめてみると、その部屋の入り口には扉がない。どうやら先程の爆発で吹き飛んだらしい。

　かなり広大な空間であることは、靴音の反はん響きようの仕方で分かる。火薬と、血の臭においがした。戦せん闘とうが行われていたのはまず間違いなく、、戦闘を行った何かが潜ひそんでいることもほぼ確実だろう。

　ナイフを構え慎重に進む。音を立てないように、かつ、周囲から何か物音が聞こえたらすぐに反応できるように。

『止まれ』

　突然の囁ささやきに立ち止まる。

『今、おまえの目の前に【鍵】がいる』

　カエルの言葉に、鳥肌が立つくらい驚おどろいた。しかし確かに、注意してみると空気の僅わずかな揺れが肌に伝わり、すぐそばに何かがあることは分かった。

「……ナ、キ、ル？」

　硬い声が、目の前から聞こえた。張りつめてはいても、弱々しい。

「ナキル？」

　血の、臭いがする。目の前の人物から。

「……いや違う。僕はナキルなんて名前じゃない」

　僕がそう言った途と端たん、あえぐような呼吸音が始まった。

『……ほほう。よく生き残ることができたものだな……』

　カエルはそんなことを呟つぶやき、ズダ袋から床ゆかに下りた。感心したようなため息が聞こえてくる。どうやら背中から出した触手で足下の何かを探っているらしい。

　僕も屈かがみ込んで触ってみる。

「……これは……」

　金属とも石ともつかない硬い材質で作られたいびつな人型の機き械かい。手には棒ぼうのようなものが握られていた。

　身体の半分から下は、ちぎれてなくなっているようだった。

『アントロポシュカの機械人形だな。しかも明らかな戦せん闘とう型がただ』

「これを、君が？」

「……ナキルは？　僕は……」

　荒い息と共に、彼はそう言った。

　まだ声変わりもしていないような高く澄すんだ声。暗くら闇やみの中で、僕が知ることのできるのは彼の血の臭においとその透明な声だけだった。

　カエルの触手が声の主ぬしに伸びていく気け配はいがした。息をのむ音がする。

「大丈夫。怖くないよ。ただ身体の調ちよう子しを調しらべているだけだから」

　しばらく止められていた呼吸が、再び始まる。とりあえず警けい戒かいは解いてくれたようだ。

『傷はそう深くない。疲労と睡すい眠みん不ぶ足そくによる極限状態と言ったところだろう』

　カエルがそう言って、僕は頷うなずく。

『遠えん隔かく操そう作さ式の高性能爆ばく薬やくを使って機械人形を倒したか。なるほど。我われが傍ぼう受じゆしたのは爆薬を爆発させるための電波か』

「……君は、どうしてアントロポシュカに追われているんだ？」

　荒い息は答えない。ただそこには、僅わずかな恐怖が混ざり込んでいる気がした。

「ナキルが、もう一体。神の使いが。……逃げて」

「よく分からないけど、ここは危険なんだね。分かった。それなら急いでここを──」

『逃亡のチャンスはない。そのナキルとやら、今まさにこの部へ屋やを訪れている』

　カエルの押し殺した声に僕は慌てて振り返る。けれど当然何も見えるわけがなく、音もない。

　一いつ瞬しゆん、カエルが僕をからかっているのだと考え、すぐにその考えをかき消した。カエルはこんな状況で愚おろかな冗じよう談だんを言ったりはしない。カエルがいると言った以上、それは事実だ。

　どんなに必死に耳をすませても、聞こえる音は自分の呼吸音と胸の鼓動くらいだった。気配なんてどこにも感じない。

「どこにいる」

『半はん壊かいした戦闘型機械人形の同系と確かく認にん。ゆっくりと移動中。相当でかい代しろ物ものだ。相そう対たい距きよ離り五メートル、……四メートル』

「敵意は？」

『知らぬ』

　カエルの声以外に、それがどこにいるかを知る手がかりはない。一秒後には目の前にいて、僕を殺しているかもしれない。

「……神の使い？」

　口の中で彼の言葉を繰くり返し、ナイフを構える。もし戦うとしたら、こんな暗くら闇やみで戦せん闘とうなどできるものだろうか。一いつ瞬しゆんそう考え、できなかったらおそらく殺されるのだ、と考え直す。

　汗が手に滲にじむ。

『伏せろ小僧！』

　ほとんど反射的に体を低くすると、背中のすぐ上を、巨大な何かが通り過ぎていくのを感じた。背後で壁かべに何かが激げき突とつし、壁が盛大に崩ほう壊かいする音が聞こえた。向こうには敵意があって、まともに戦えば死ぬ。頭の中をそんな言葉が巡めぐり、僕は頼りのナイフを握りしめる。

　すでに周囲はまったくの静寂。聞こえるのは傍かたわらから聞こえる荒い息と自分の鼓動と呼吸音だけ。どこにいるか見当もつかない。意味もないのに、視し線せんをあちこちに這はわせる。

　今の一いち撃げきで終わるはずはない。第二撃はすぐに来るはずだ。

「カエル、敵は？」

『おまえの周囲を高速で移動中。動きが摑つかめぬ』

　暗闇のどこかに、機き械かい人形がいる。位置が分からない。見つけられなければ殺される。吐き気を感じるほどに、僕は緊きん張ちようしている。心拍数が跳ね上がる。自分の鼓動がうるさい。周囲は完全な暗闇。気け配はいはない。なにもない。なにも感じない！

　荒くなる息を無理やり押さえ込んで、僕はすぐそばの【鍵かぎ】の気配に注意を向ける。

「君の使っていた爆ばく薬やくは？」

「すみません、もうないんです」

　それなら戦う手段はない。勝てるわけがない、この暗闇で。

『また来るぞ！　右へ！』

　カエルの言葉に僕は動き、僕がいたその場所を強烈な衝しよう撃げきが襲おそい破壊の音に空気が震ふるえる。慌てて避よけたひょうしに体勢がおかしくなって、地面に転がり、それが焦あせりに拍車をかける。ナイフを握る手が汗ばむ。状況が悪過ぎる。

　死ぬ。

　勝てない。次に攻撃が来たとき、生きていられる保証はどこにもない。全すべての暗闇から敵意を感じるような気がした。落ち着かなければいけない。暗闇の恐怖に吞のまれたら終わりだ。

　逃げよう。逃げなければ。

　僕はカエルを引っつかんでズダ袋に入れると、【鍵】の手を引いて即座に走り出す。

　部へ屋やを出て廊下を走り階段を駆け上がる。頭の中は燃もえるようだ。呼吸することさえ苦しい。今僕は追われているはずだ。振り返っても何も見えない。状況から考えたら追っているに違いないのに、それさえ確かく認にんすることができない。位置を確認する余裕なんてない。ただどこをどことも分からないままに走るだけだ。

　暗くら闇やみが押し迫ってくるように感じる。殺される。いずれ追いつかれる。僕は怪け我が人にんを連れている。思うように走れない。彼は必死で僕の速度に合わせようとしてくれているけど、それでも僕一人ひとりのときよりずっと遅い。逃げ切れない。ならいっそ戦うか？　勝てないに決まってるのに？　勝てないということは死ぬということで、こんなところで全すべてが終わるのは嫌いやだ。絶対に。じゃあ、どうする。このまま走り続ければいい。すぐに体力が尽きて殺されるというのに？

『混乱した頭でものを考えるな』

　耳もとでカエルの声がした。その言葉に思考が停止する。足だけが勝手に動く。

『我われの言葉だけ聞けばよい。今だけは我が代わりに思考してやる』

　僕は頷うなずく。カエルのナビゲートに従ってひたすら走る。

『まっすぐに進め小僧』

　カエルがわけの分からないことを言う。足音の響ひびきで分かる。この先には壁かべがあるのだ。

「激げき突とつするぞ」

『我を信じろ』

　迷ってる場合でもないし、こんな状況でカエルが判断を誤るとも思えなかった。僕はいっそう速度を上げて壁に向かって走る。

　すぐそばで何か衝しよう撃げきのようなものが走り轟ごう音おんを立てる。音に追い立てられるように、暗闇をひたすら走る。壁は目の前に迫っているはずだった。次の一歩は壁に阻はばまれ、背後の巨大な足音に追いつかれてしまうのではと危き惧ぐしていた。

　激突する。そう思った瞬しゆん間かん──。

『管理者権限コード二七二五』

　カエルが呟つぶやき、すぐ目の前で壁が持ち上がっていく音がした。

『閉ざされていた非常用出入り口の扉を開いた。警けい備びシステムを掌しよう握あくしておいたのは正解であったな』

　新しい空気が閉ざされた空間に入り込んでくる。木々の濡ぬれた匂におい。鳥の鳴き声。雨音さえ聞こえる。

『急ぎ出よ』

　言われるまでもなく外に出る。けれど、戦せん闘とう型がた機き械かい人形も僕らを追ってすぐ近くまで迫っている。結局事態は変わらない。最悪の状況だ。どこまで迫ってる？　結構距きよ離りを稼かせいだのか。それとも今目の前に敵がいるのか。

「カエル、出入り口を閉じてくれ！」

『ふん。閉じたら別の出入り口からまた我らを追ってくるぞ。だいいち、溜りゆう飲いんが下がらぬではないか』

「いいから早く！」

　背後にいる彼を案じながら、僕はナイフを構える。敵の音はない。どこにいるのか、まるで分からなかった。どこだ。どこにいると、口の中でそればかり呟つぶやく。

『管理者権限コード二七二四』

　カエルの呟きと共に、轟ごう音おんが響ひびいた。壁かべがすさまじい勢いで降りたのだ。

　何か硬いものが潰つぶれるような音が盛大にした。

　後には沈ちん黙もくのみが残る。

「……倒したのか？」

『機き能のうは停止したようだ。どのような力も、我わが叡えい智ちの前ではチリに等しき存在よ』

　カエルは自慢げにそう呟くけど、どちらかというと僕は不安の方が強い。

『どうした小僧。死を逃れた喜びに声も出ぬか。せいぜい我われを敬うやまうことだ』

　僕はしばらく考えたのち、慎重に口を開く。

「……ひょっとしてこれで僕達も、アントロポシュカに敵として認知されたんじゃないか？」

　カエルが口を開き、また口を閉じる気け配はいがする。

　それから背後で、彼が地面に倒れる重たい音を聞いた。

　慌てて駆け寄ると気持ちのよさそうな寝息が聞こえてくる。僕とカエルはほとんど同じタイミングで、小さなため息をついた。




『ヤク』




　……また、夢を見た。美しい夢だった。電車の窓から、流れ去っていく田たん圃ぼを眺めている。夕暮れの優やさしい光は、僅わずかな風に揺れる稲いな穂ほを金きん色いろに染め上げていた。規則的な振動が眠気を誘う、静かで綺き麗れいな世界だった。




『……起きたか？』

　すぐそばで声がした。目を開けると、暗くら闇やみで塗りつぶされた世界が再び僕を待っている。
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　眠っているときにだけ視覚を取り戻せるなんて妙な話だ。

「彼は元気？」

　眠気を振り払いながら僕は尋たずねる。

『彼？　……ああ、よく眠っている。いちおう簡かん単たんな診断と処置はほどこした。怪け我がはたいした問題ではないようだ。ただ疲労が色いろ濃こい。今しばらくの休養は必要となろう』

　カエルの言葉に僕は小さく頷うなずき、後は黙だまる。そうすると、まるで自分を除く全すべての存在が消えてしまったかのように感じられた。

　やっぱり、暗くら闇やみには慣なれない。自分も自分以外も、信じられなくなってくる。

「夢を見たよ」

『ほう』

「故郷の夢を見た」

『……いい夢であったか？』

「ああ。とても。夕日の感じや伸びる影かげが、不ふ思し議ぎなくらい懐なつかしく感じられた」

　ここでは音と匂においだけが、相手を認めることのできる手段だ。ここのところ、僕は妙に口数が多くなっている。普ふ段だん話さないようなことだって話す。話をしている間は誰だれかがそばにいると実感できるから。

「本当に綺き麗れいな夢だったんだ」

「……キレイ？」

　不意に声が聞こえた。反射的にナイフに手が伸び、かろうじて思いとどまる。

　声の主ぬしは先程まで眠っていたはずの彼だった。暗闇の向こうで、モゾリと身体からだを動かす音が聞こえた。

「起きたの？」

「……キレイって、どういう意味ですか？」

　涼やかな声は僕の言葉を無視してそう尋ねる。

「……そうだな、目で見て、好ましいなと思う感覚っていうか──」

　言っている途中で気づいたが、もう遅かった。この階層世界は暗闇に閉ざされている。住人達は、おそらく光を一度も見たことがない。

「メで、ミて……」

　驚おどろいたように声が反応する。身体を起こして、こちらに身を乗り出すような気け配はいがあった。彼の呼こ気きが頰ほおに当たる。

「ヒカリを、ミたことがあるんですか！」

「……あ、いや、その……」

　迫力に押されて、僕は後ろに下がった。自分が他ほかの階層世界から来たと、伝えてもいいんだろうか。

『うかつな小僧だ。今さら身分など隠せぬぞ』

　腹は立つけど、カエルの言う通りだ。僕の言葉を待つ彼の気け配はいが、目の前にある。下へ手たなことを言ってごまかせるとは思えないし、ここで関係をこじらせると【門】を開くための協力を得ることが難むずかしくなるかもしれない。

「……この世界じゃない。光があったのは、他ほかの階層なんだ」

「この世界じゃ……。どういうことですか？」

　僕は、【鍵かぎ】や【門】のこと、自分が【塔】の外に出るために階層世界を降り続けていることを手短に話し、その間彼はずっと黙だまっていた。

「僕の名前はサドリ。こっちがカエル。かなり今さらだけど」

　カエルがつまらなさそうにゲコ、と鳴いた。

「ヤクと言います。助けてくれて、ありがとうございました」

　それから、少し迷うような沈ちん黙もく。

「……でも、僕にはあまり関かかわらない方がいいです」

『そんなことは承知の上だ』

　カエルの言葉に僕も内心相づちを打つ。どういう理由かは知らないけれど、彼はアントロポシュカに追われているらしい。そんな彼に近づけば厄やつ介かい事ごとに巻き込まれることは分かっている。けれどそれでも……。

「僕もカエルも、君に関わらないわけにはいかないんだ」

「……なぜです？」

　あからさまに不ふ審しんそうな声。それもまあ、当然かとは思う。

『下の階層に行くためには【鍵】の協力が必要であり、おまえが【鍵】であるからだ』

「僕が……、【鍵】なんですか？」

「僕らは君に協力する。だから君が何者なのか、どうして神に追われているのかを教えてほしい」

　彼はしばらく、考えるように黙っている。

「……僕は反逆者なんです」

　やがて暗くら闇やみの向こうから、疲れた声が聞こえた。

「僕は、この世界が隠して禁きん忌きとしてしまったものを探しているんです」

　彼はそう、硬く静かに言った。

「……探してるって、何を」

「ヒカリです。ヒカリをミることが、僕のただ一つの望みです」

　ヒカリ……。僕は小さく彼の言葉を繰くり返している。僕にはどうしても、命を賭かける程ほどの価値があるとは思えなかった。

「君一人ひとりで？」

「はい。秘密にしていたはずだったのですが、どこからか情報が漏れて、共同体から追放されてしまって、それからはずっと……」

『アントロポシュカに追われていたというのか。無む謀ぼうな。今までよく生きてこれたものだ』

「準備はありました。旧時代の武器を用意してましたから」

「あの遠えん隔かく操そう作さ式の爆ばく薬やくか」

「はい。あれが唯一、ナキルを退しりぞけるための手段でした」

『しかしそれももう失ったのであろう？　我われらを襲おそったものは葬ほうむったが、それでアントロポシュカが諦あきらめるとはとても思えぬ』

「二、三日もすれば、また別の一体が来ます。次の襲しゆう撃げきを防ぐ手立ては、僕にはありません」

　……つまり、次に襲おそわれたら、死ぬかもしれない、という意味なんだろうか。

「それでも、諦める気にはならないの？」

　僕の問いに、彼はしばらく黙だまり、それから小さな声で言った。

「ヒカリをミたいんです。ずっと昔から伝わってきた伝承に、ヒカリが出てくるんです。みんな、子供だましの作り話だって言ってたけど……。僕には、そうは思えなかった……」

　途と切ぎれ途と切ぎれの言葉には眠気を感じる。

『暗くら闇やみに閉ざされた世界で光を探すか。階層世界の禁きん忌きを犯し、アントロポシュカに逆さからうことが何を意味するかは、よく理解しているのではないか？』

「……それでも僕は、ヒカリというものをミてみたいんです。どうしても、ヒカリを……」

　彼の声は静かに途切れる。疲れが極限に達しているのだと、カエルが呟つぶやくように言った。

　しばらくすると規則的な寝息が聞こえてくる。

『……寝たな。無理もない。おそらくこの者は、ここ三日ほどろくに眠っていない。もう少し寝かせておくがよかろう』

　カエルの声は暗闇に溶けて消える。

「この人も、ずっと一つのものを探し続けているんだね」

『手に届かぬもの程ほしがるものよ。人間とは実に解げしがたい。愚おろかな生き物だ』

「……カエルがどう思ってるにせよ。彼は【鍵かぎ】だ。協力するしかないよ」

『ふん。あるかなきかも分からぬ光源を求めて暗闇の中を這はい回るか。しかもあの、ナキルとかいうアントロポシュカの機き械かい人形に追われながら？　気に食わぬな』

「僕らは【鍵】を連れて【門】に向かう。それしか選択肢はないよ。【門】を闇の中に隠したりすることを、アントロポシュカは禁じられているはずだ。光があるとすれば【門】の周辺しかないし、そこに光がないとしても、その先には光に溢あふれた世界があるはず。手段と目的は一致していて合理的だ。そうだろ？」

　しばらくの間、沈ちん黙もくが続いた。

『選択肢がないことぐらい分かっている』

　ぼそりとした声が、返ってきた。

『暗くら闇やみに戦せん闘とう機き械かい。小僧。おまえは死ぬかもしれぬ。今回こそは』

　カエルはなぜか、いらだっているようだった。

「アントロポシュカにはどのみちもう敵視されてるだろうしさ。世界の規律を破ろうとする人間を助けてるんだし、ナキルは壊こわしちゃったしね」

　少しの間だけ、カエルは黙だまっていた。まるで何かを考え込むように。

『……我われにミスがあったことは認めている。多少軽はずみであったのかもしれぬ』

　相変わらず尊大なヤツだな、と僕は思い、それでもそれ程嫌いやな気持ちはしない。カエルとしては精一杯の謝しや罪ざいなのだ。

『我を海に連れて行くのはおまえの役目だ。そういう約束だ。……死んでもらっては困る。我は、それを望んではおらぬ』

　僕は声のする方を向き、そこに相変わらずの暗闇を見た。カエルはもう、何も言わなかった。

「……彼が起きたらすぐに移動しよう。やらなければいけないことは決まってるんだ」

　カエルは同意を示すように、ゲコ、と鳴いて再び黙る。するとヤクの穏おだやかで規則的な寝息が聞こえてくる。

「……多た分ぶん彼は、眠っているときも真っ暗な夢を見るんだろうね」

　カエルは僕の言葉に応こたえなかった。どうやら意味のない独り言と判断したようだった。

　僕とヤクはおそらく似ている。ずっと、あるかないかも分からないものを探し続けてる。

　違いがあるとすれば、ヤクはずっと一人ひとりで、僕にはカエルがいたということくらいだろう。




『目的地までの道』




「昨日きのうも言ったけど、僕達は君に協力しようと思う。君が、別の世界に行くための【鍵かぎ】になる存在だから」

　目を覚ましたヤクに、ビスケット状の携けい帯たい食料を渡しながら、僕はそう口にした。

「光を探すのを、手伝わせてくれないか」

「……でも、一体どうやって探すんですか？　どこにあるかも分からないのに……」

　ヤクの声はかなり元気を取り戻していて、僕は内心かなりほっとしていた。カエルの言う通り、昨日の衰弱はただの疲労が原因だったようだ。

「光の場所なら予想はついてる」

　僕は昨日、カエルに話したことをほとんどそのままヤクに話し、ヤクはじっと黙って耳を傾けた。【門】を目指せば、光にたどり着けるはずだ。

　僕が話し終えた後も、長い長い沈ちん黙もくは続いた。彼は必死で考えているのだろう。僕の言うやり方で、本当に光にたどり着けるかどうかを考えているのだろう。

「……あの、どうしてそこまでしてくれるんですか？　僕に関かかわれば、ナキルに敵と認知されてしまうんですよ」

　どこか呆ぼう然ぜんと彼は言った。

「それはもう、心配しなくてもいいよ。僕達はもう充分過ぎるくらいに、アントロポシュカに敵と認にん識しきされているだろうから」

「……手伝ってくれるのはうれしいです。でも、殺されるかもしれないんですよ？」

　僕は少し笑って、それから立ち上がる。

「だから急いで【門】に行こう。それでいいかな。ヤク」

　分かりましたと声が返ってくる。カエルには何か言いたくてしかたないことがあるようだったけれど、ただ沈ちん黙もくを守るだけだ。

「カエル、【門】の場所は？」

『右に三〇度曲がった後にまっすぐ進め。方向修正は我われがしてやる。一両日もあればたどり着けよう』

　歩き始めようとしたとき、彼がついてこないことに気づいて、僕らは彼のいるはずの方向を振り返る。

「どうしたの……？」

「手がかりが、ミつかったことがうれしくて」

　彼の声は少し震ふるえていた。

「……ずっと、探していたんです。ずっと探して、それでもミつからなかったから。ヒカリなんてこの世に存在しないんじゃないかって、少し思ってた」

　彼はそう言って、その場に立ち尽くしたまま、しばらく泣いていた。




　歩く道々、彼はヒカリの伝承について話してくれた。

　彼の声は深く静かで、暗くら闇やみの中ではむしろ鮮せん明めいに、その言葉は、僕のイメージをかき立てる。





　暗い暗い世界の中で、ある男は言った。世界がこのようなありようであるはずがない。土には風、生には死があるように、全すべてのものは対になるもう一つの要素を持っている。闇の反対側にあるものが、この世には存在するはずなのだ。

　私はこの世界に存在しないものを探しに行こう。

　そんなものが存在するはずがない。誰だれもが男を制止した。

　しかし男は、それらの制止を振り切り旅に出た。何日、何ヶ月、何年、何十年という月日を、あるかもしれない何かを目指し、彼はただひたすら歩き続ける。

　長い年月は彼を変え始める。探たん索さくの喜びは悲しみに変じ、希望は絶望へと姿を変えた。
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　この世にそんなものは存在しないのではないか。その思いに彼は囚とらわれる。彼の敵はいつでも絶望だった。

　あるとき、報むくわれない望みに耐え切れなくなった彼は泣いた。

　こんなにも望んでいるのに。ただそれだけのために友も家族も全てを捨ててきたのに、なぜ報われないのだろう。

　彼はそう呟つぶやき、その絶望の深さ故ゆえ、死に至ろうとした頃ころ。

　彼の前に神が現れて尋たずねる。

「それ程までにヒカリを望むのか」

　声は闇の中に小さく届く。人ではない、特別な声だ。あなたは誰だれだと男が尋ねると、私は神だと答えがある。

「神は戒かい律りつを曲げない。だから人の子よ。おまえの命とおまえの望みを秤はかりにかけなさい。望みを取ればヒカリと死を、命を取ればこの先の生を、おまえに許そう」

　彼の心に迷いはあったのだろうか。彼は死とヒカリをと呟き。それからしばらくして、彼は死んだ。
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　ヤクが話し終えた後、僕らはしばらく無言で歩き続けた。ヤクの語った話は本当なのだろうか、とか、本当だとしたら、男は幸せだったのだろうか、とか、そういうことを僕は歩きながら考えていた。

「……男は死んでしまったの？」

　そう尋たずねてみる。

『アントロポシュカは必ず契約を履り行こうする。どんなことがあっても。その話が真実であれば、男は死んでいる。絶対にだ。だいいち男が本当に光を見たのかどうかも、その話からは推測できない。世界の規律に反した男が絶望して最後に幻覚でも見て死んだのかもしれぬ』

「でも、男はヒカリをミたんです」

『信じるのは勝手だ。しかし話自体がまったくの作り話である可能性は高かろう。男が死んだなら、その伝承は誰がどのような形で残したというのだ。他ほかの住人が子供だましだと言った気持ちはよく分かる』

「この手の話は何種類かあるんです。多た分ぶん、大本になった出来事があるはず。例えば、アントロポシュカが保存した音声記き録ろくを誰かが見つけてそれが伝承になって残ったとか」

　必死な様よう子すの声が返ってくる。

『そのいくつかの話とやらに、光をその目で見た者の描写はあるのか？』

「……それは、ないですけど……」

『では例外なく、話の主人公達は絶望を味わってきたというわけだ。話が真実だとしても、ヒカリを見て、そして死ぬ覚悟がおまえにあるのか？』

「カエル。言い過ぎだ」

　僕の言葉にカエルは黙だまり、しばらくは重苦しい沈ちん黙もくだけが闇やみの中に横たわった。

　それから不意に……。

「……僕は、死んでもかまわないと思ってます。ただヒカリがどのようなものなのか、それさえ分かれば、それでいいんです」

　彼は静かに言った。そのことについてずっと悩んできたと思わせる声だった。

『……肝きもに銘めいじておけ。いかに望んだところで、手に入らない望みもこの世にはある』

　カエルはどこか悲しそうに言う。僕にはカエルがなぜそんなことを言うのか分からないし、カエルの言葉があまり気に入らなかった。光には確かく実じつにたどり着ける。【門】に行きさえすればいいのだし。【門】がどこにあるかを、僕達はすでに知っている。問題は何もない。

「カエルの言葉は気にしなくてもいいよ」

　僕はそう言って、ヤクはありがとうと呟つぶやき、カエルはただ黙っていた。足音だけが空気を揺らす。

　ナキルと呼ばれる戦せん闘とう型がた機き械かいと暗闇と神に追われる者。僕は少しの間だけヤクがこれまでどんな人生を送ってきたのだろうと考えた。誰だれにも理解されないまま、神に追われ続けていたとしたら、それは一体どれほどつらいことなんだろう。この世界は暗く暗く暗く暗い。それでもこの階層の人々はそれを世界の全すべてだと思い、受け入れて生きてきたはずだ。他ほかの人間が聞いたら笑ってしまうような子供だましの作り話を本気で信じたヤクが、僕には他人のように思えなかったのだ。




　僕らはただ森の中を歩き続ける。この辺あたりはヤクのよく知る土地らしく、彼が案内役を引き受けてくれた。障害物の多い森の中を、ヤクはかなりの速度で進む。僕は遅れないようにするだけで精一杯だった。

「君は、ずいぶん簡かん単たんに、道を知ることができるんだね。どこに何があるって、どうやって知るの？」

　息を切らしている僕の質問に、ヤクはなんだか本格的に唸うなる。

「……そんなこと、考えたこともありませんでした」

　例えば、どうして僕達は生きているの、と子供に訊きかれた大人おとなのようにヤクは悩んでいる。

「木々も草も、少しずつ匂においが違います。それから、やっぱり空気の流れ、なんでしょうか。あんまり意い識しきしたことはありませんでしたけど……」

『聴ちよう覚かくも嗅きゆう覚かくも、小僧とは根本的に構造が違う。永ながい間の世代交代を経へて暗闇に適応できるよう進化したのであろう。まあ、我われの優ゆう秀しゆうな感覚器官とは比べるべくもないが』

　僕の肩に乗っていたカエルがこともなげにそう言う。

「あ、その辺あたり、気をつけてください」

　次の瞬しゆん間かん、肩の上にいたカエルが地面に振り落とされた。……多た分ぶん、木の枝か何かに当たったんだろう。

「……なにが優ゆう秀しゆうな感覚器官だよ。ほんとにヘマだなあ。いい加減慣なれなよ。暗いんだから。周囲には充分気を配らないと」

　そう言って、カエルを助けようとして……。

「うわ！」

　木の根か何かにつまずいて、受け身を取る暇ひまさえなく地面に自分の顔をめり込ませてしまった。

　……痛い。普通に。

『……人を笑う前に自分の心配をするのだな』

　目の前からカエルの満足そうな声がする。

「ふ、二人ふたりとも、大丈夫ですか？」

　明らかに笑いをこらえている声が闇やみの向こうからして、ゲコといういらだたしげな声がそれに答えた。




　歩き続けるうちになんだか不ふ思し議ぎな香りが漂い始めた。

「……この香りは？」

　僕が尋たずねると、ヤクの足音が立ち止まる。

「キンモクセイです。僕の友達の、好きな香りです」

　何かを懐なつかしむようなヤクの声が届く。

「この香りが漂い始めると、初めて秋になったと感じる、友達はそう言ってました。もし本当にヒカリをミたら、僕はその友達に、一番に報告しようって、そう思っていたんです」

　思っている、ではなく思っていた、と彼は言う。

「……その人は、君の理解者なんだね」

「はい。少なくとも理解する努力をしてくれました」

　ヤクの声は優やさしく、しかしどこか悲しかった。

　僕は当たり前のことに思い当たる。もしこの世界に光がまったく存在しないとしたら、ヤクが光を見つけるためには、この階層を降りなければいけない。彼の生まれ育ったこの世界の全すべてを捨てなければいけないのだ。

　かつての僕がそうだったように、彼もまた、選択を迫られることになる。




　深い森の中で僕らは再び野営をすることになった。キンモクセイの香りに包まれた場所で僕達は眠りにつこうとしている。

　ヤクが眠ってしまったのを見計らって、僕は口を開いた。

「……カエル、ナキルが襲しゆう撃げきしてきたときのこと、考えてある？」

『常に考えてはいる。……が、生なま半はん可かなことでは退しりぞけられまい』

　ヤクの話が正しいなら、ナキルは明日あしたか明後日あさつての間に再び僕らを襲おそう。

　想像すると、あんまり気持ちのいいものじゃない。僕はナイフの上にそっと手を乗せた。

　……とにかく、まずナキルをどうにかしなければいけない。ナキルと正面から戦うことはできないだろう。そもそも相手がどこにいるのか分からないのだ。とても勝てそうにない。とするとどうやってナキルの襲撃をしのげばいいだろう。

「ナキルに見つかる前に【門】にたどり着けるのが一番いいんだけどね」

　カエルは賛さん成せいの意を表明するかのように、重々しくゲコと鳴いた。

『面めん倒どうな世界で、面倒なことに巻き込まれたものだな。まったく』

　僕は少し笑って、それから、ヤクの寝息に耳を傾ける。小さく、規則的で疲れ切った寝息だった。

「どうして、彼はヒカリを求めるんだろう」

　ほとんど独り言のつもりで僕は呟つぶやく。

「自分の人生をかけて追い求めるだけの理由って、なんだ？」

　沈ちん黙もくが返ってくる。僕のすぐそばにいるはずのカエルはいつものように無視を決め込んでいるようだった。僕はもう一度疑問を口にしようとして、諦あきらめる。カエルに答える気がないときは、何があろうと絶対に答えは返ってこない。

　もう眠ろうと目をつぶったときだった。

『理由など、他者から見れば他愛たわいのないものだ』

　そう唐とう突とつにカエルは言った。いつものように尊大で、偉そうで、断定的な口く調ちようだった。

『小僧、おまえはなぜ塔を降りようとする』

　カエルの無感動な声が響ひびく。

『何かを追い求める行為は、大体の場合において他者には理解できぬものだ』

「……そうなのかな……」

『人間は個人的な感情でしか動けぬ。求めることの意味は、自らが見つけ、自らが育はぐくむ。小僧、おまえもそうやって、ここまでなんとか降りてきたのであろう？』

「……どこのライブラリからの引用？」

　ゲコ、という、カエルの不満げな鳴き声を聞き流して、僕はヤクの寝息に耳をそばだてる。

　ヒカリにたどり着けるかもしれないと僕が言ったとき、彼は泣いていた。

　彼はどれくらいの間ヒカリを探し、どれだけ苦しみ、どれだけ絶望して、そのたびにどれだけ、希望を持とうと努力したのだろう。

　おそらくそれは、カエルの言う通り、当人にしか分からないことなんだろう。

　けれど、それでもヤクが自分の希望をかなえられるといいと僕は思う。そうでなければ、報むくわれない。そうでなければ悲し過ぎる。

　どこまで行ってもきりがない暗くら闇やみをぼんやりと見つめる。

　明日あしたには目的地に着くだろう。そして、ナキルが僕らを襲しゆう撃げきする確かく率りつが格段に上がるのも、ヤクの話では、明日以降だ。

　全すべては明日で決まる。

　ヤクの願ねがいは無事にかなって、僕らは誰だれも死なずにすむ。そういう風ふうに全てが上う手まくいけばいいと、そう思った。




『墓所』




　そこは無人の街だった。少なくとも今のところ、人のいる気け配はいを感じられない。

　全体像はまだ把握できていない。けれど、空気の流れを読みつつ周囲を触りながら歩いてみると、真四角の巨大な建物がいくつも並んでいる場所だということは分かる。後は埃ほこりっぽい匂においと砂がその空間を支配していた。今この瞬しゆん間かんに腕を摑つかまれ、どこかこの世から遠いところに連れて行かれそうな、そんな気さえする。なぜなのだろう。ここには、死の匂いがある。

　吹き抜ける風は乾き、時折、奇妙に甲かん高だかい音を立てていた。

「ここは古代の遺い跡せきで、【墓ぼ所しよ】と呼ばれています。僕らが忌いみ嫌い近づかない場所です。でもここにはヒカリなんかありませんよ。僕だって何度か調しらべたことはありますから」

　街の中央に脈絡もなく存在する、場違いな程巨大な木の根元で、ヤクは戸と惑まどったように言葉を切った。

『いや、間違いない。ここのどこかに【門】は存在する。おまえの求めるヒカリも、おそらくはここにあろう』

　ものがなしげな風が、また吹く。

「……なんだか、不気味な場所だ」

「実際、年に何人かは、必ずここで行方ゆくえ不ふ明めいになっています。誰だれが、どんな原因で、どこに行ってしまったのかは僕には分かりませんが」

『ほほう、それはますます怪あやしいではないか。ここには神が住民に隠しておきたい何かがあるということなのだろう』

　周囲の雰囲気などまったく気にかけないカエルは、いつもの通りにそんなことを言う。

「……地道にやるしかないだろうな」

　焦あせる気持ちを抑えて、僕らは建物の一つ一つを調べていく。

　建物の中には例外なく複雑な機き材ざいが置かれていたけれど、起動する様よう子すはない。永ながい年月を経へて、もはやそれはただのガラクタになっていた。

　カエルの話では詳しよう細さいな座標までは手に入らなかったらしく、これ以上は直接調しらべ上げていくしかない。

　もちろん、暗くら闇やみに慣なれたヤクが僕らを案内してくれる。枯れた噴ふん水すいや、建物の様さま々ざまな場所を調べて回る。口数は少なくなり、ひたすらに周囲を探っていく。言ったところでどうにもならないから、誰だれも口にはしないけれど、多た分ぶんみんな、心のうちには焦あせりがある。ナキルがいつ襲しゆう撃げきしてくるのか分からないのだ。

　ヤクの話では、どこに隠れてもナキルの追撃から逃れることはできないのだという。相手はまるでこちらの位置を知っているかのようにどこからともなく現れては破は壊かいと恐怖を撒まき散ちらしていく。

　だとすると、やはり方法は一つだけだ。ナキルの襲撃より早く【門】を見つけ、この世界を脱出するしかない。けれど、その場合……。

「ヤク、一つだけ確たしかめておきたいことがあるんだ」

　壁かべで区切られただけの部へ屋やを注意深く歩きながら僕はそう口を開いた。今のうちに、絶対確かく認にんしなければいけないことだったから。

「なんでしょう？」

　手がかりを探して辺あたりを調べ回っているのだろう。物音は止まることなく、声には焦あせりが感じられた。

「君はこれからどうするの？　ヒカリを見つけたその後は」

　その言葉に、物音がやんだ。何かを考えるように、暗くら闇やみの向こうの気け配はいは沈ちん黙もくしたままだ。

「君がそれを追い求めてきたことはよく分かったよ。そのためにずっと苦しんできたことも分かる。でもその後は？　ナキルに追われる身になって、共同体からも追い出されて、それで、君は一体どうするつもりなんだ。君が生きてきたこの世界の全すべてを捨てて、下の階層に行くのか？　この世界には、君の大切な人がいるのに？」

「……僕はヒカリがミたいだけです」

　静かに、しかし厳きびしい声で彼は言った。

「この世界の全てを捨てることになっても、悔いはありません」

　それから再び、物音が始まった。先さき程ほどより少しかたくなに感じる。ヤクは、ヒカリをミつけたら一番に大切な人に報告したかったと、そんなことを言っていたのだ。求めるモノが大きければ大きい程、その代だい償しようもまた大きい。そんな当たり前のことが奇妙に悲しいことのように思えた。

　何も言うことのなくなった僕も、後は黙だまって、具体的にどのようなものかも分からない手がかりを探し続ける。何もかもが曖あい昧まいで、危き機き感かんだけがただつのっていく。




　時間ばかりが無む駄だに過ぎた。ナキルがいつ現れるのか分からない状況が続いている。ナキルは今どこにいるのだろう。ナキルに襲おそわれた場合、逃げ切れる自信はまったくなかった。ヤクはもとより、普ふ段だんは自信たっぷりのカエルでさえもそれは分かっているらしく、口を閉じてただひたすら周囲に触手を伸ばし続ける。暗くら闇やみには今まで何度も悩まされてきたけど、今このとき程暗闇を憎らしいと思ったことはなかった。

　視界さえあれば、【門】へ通じる道なんてすぐに見つけることができるはずなのに。

　なんの手がかりも見つからないまま、さらに無む駄だな数時間が過ぎ、探せる場所はもうなくなってしまった。

　僕達は再び、街の中央にある大木の下に戻ってくる。その太い幹にもたれかかって、僕は暗闇を見つめる。いつ殺されるか分からない状態がずっと続いている。緊きん張ちようで吐きそうだ。

「どうしようか。何かいい方法はないかな」

　何か話していないと心が折れてしまいそうだと思い、そう呟つぶやいたときだった。カタリと、何かの音がしたのだ。明らかに自然のものではない物音だった。何かが移動している途中、障害物をかすったような音。

　何かがいる。心しん臓ぞうが盛大に脈を打ち始める。汗が噴ふき出て、身体が自分の意い識しきとは関係なく震ふるえ出した。僕はナイフを抜き放ち、闇やみに耳をすませる。

　何も聞こえない。気け配はいがない。しかし僕は確かく信しんしている。確実に何かがいる。

「……カエル、聞こえた？」

『無む論ろんだ。僅わずかな音だが捉とらえた。向こうも用心しているのかもしれぬな。我われの感覚器官をもってしても何も捉えられぬ』

　ズダ袋の中から聞こえてくる緊きん張ちようした声に、僕も頷うなずく。

「……逃げましょう」

『逃げる？　どこへ？』

　カエルの返事はそっけない程ほどに短いが、確たしかにその通りではあった。

　前回ナキルを撃げき退たいできたのは単に幸運が重なっただけだ。たまたま警けい備びシステムの生きている施設の中にいて、念のためという理由でカエルが施設の警備システムを掌しよう握あくしていただけのことに過ぎない。今、警備システムなんて便利なものは存在しない。

　すぐ隣となりでヤクが何かを取り出す音を聞いた。

「それは？」

「単なる剣です。気休めにもなりません」

『気にするな。その剣が大砲であっても、アントロポシュカの使いを退しりぞけることは不可能だ』

　慰なぐさめになっていない言葉をカエルは呟く。

　ナイフを構え、神経を尖とがらせたまま、幾ばくかの時間を過ごす。数分、いや、数秒だったかもしれない。僅かな物音も聞き逃すまいと集中していると時間さえも引き延ばされて感じる。

　今この瞬しゆん間かん、ナキルは僕の目の前にいて、壁かべを粉ふん砕さいしたときのように僕の身体を粉々にするかもしれない。そう思うと、身体からだ中に鳥肌が立ち、叫びながらやみくもに逃げ回りたい衝しよう動どうに駆られた。

　そして突然、闇やみの中で何かが動いた。見えたわけでも聞こえたわけでもない。ただなんとなく危険だという感覚。危険なモノが目の前にあって、今にも自分を殺そうとしている冷たい殺意のようなものを向けられていることが、自分でも不ふ思し議ぎなくらい分かった。

　僕は直感に従い上半身を低く下げる。背後の木に何か重いものがすさまじい勢いで激げき突とつし、轟ごう音おんを立てる。その幹はそれでも、びくともしなかった。まるで旧世界の人工物のように頑がん丈じようだ、とそこまで考えて、僕はある可能性に気がついた。これが木であると、一体誰だれが決めたんだ。僕は一度も自分の背後にある、大きなツリー状の何かを目で見て確かく認にんしたわけじゃない。これが木だと、僕自身が勝手に思い込んでいただけだという可能性はないのか？

　と、またすぐそばですさまじい衝撃が発生する。身体を叩たたくような風圧をやりすごす。やはり木は崩れない。

　暗闇の中で周囲に耳をすませながら、僕は自分の心しん臓ぞうが脈打つ音を数える。落ち着かなければいけない。落ち着くべきだ。

　そんなことを考えながら、木の幹を手で探り続け、手に奇妙なものが触れた。

「……これは……」

『どうした？』

　奇妙なくぼみがある。それはまるで、人工的に作られた接続端子のように感じられ……。

「カエル、この木は機き械かいだ！　データリンクへの接続ポイントがある！」

　その言葉を一いつ瞬しゆん考えるような沈ちん黙もくが迎えたが、すぐにカエルが驚おどろきの声を上げる。

『でかした、小僧！』

　カエルの背中から触手の伸びる音が聞こえる。暗闇の中を動き回り、目的の場所を見つけたかのように、一つの場所に集中する。

『これは、周囲の物質を取り込んで成長する自己増殖型機械のなれのはてだ。……いける。これを媒ばい介かいにする。周辺の詳しよう細さいな地理情報を得て【門】への道に導みちびいてやろう。しばし待て小僧ども』

「……しばし待てって、言われても」

「伏せて！　サドリさん！」

　その声と共に僕は押し倒され、直前まで僕のいた場所に何かすさまじく重たいモノが激突して轟音を立てる。

　攻撃の発生源を見定めようにも、完全な黒の世界では姿を見つけることなんてできるはずもない。圧倒的に不利だ。ナイフを握りしめる手に力がこもった。思考が空転し続ける。

　戦って勝てるとも思えない、このまま攻撃を受け続ければ、確実に死ぬ。しかしだからといって、ここで何もしないで殺されることにも意味はない。そう思うと身体の震ふるえが少しだけ収まる。開き直る。考えない。攻こう撃げき衝しよう動どうと生存本能に自分の全すべてを任せる。

「ダメです。行ってはダメです」

　ヤクの制止も聞かずに、ナイフを構え、攻撃が起きた場所に向かって走る。自分の足音がやけに大きく聞こえ、先さき程ほどまでいたと思われる場所にナイフを振るったが、その一撃は完全に空くうを切る。

　どこにいるのか見当がつかない。もう一度僅わずかな物音でも立ててくれたら。そう思いながら耳をそばだてる。自分の心しん臓ぞうの鼓動がうるさい。次の瞬しゆん間かん、暗くら闇やみから破は壊かいの手が伸びて僕はこの世にいないかもしれない。そう考えると辺あたりの暗闇が突然敵意をむき出しにしたかのように感じる。どこにいる。どこに。どこに！

　ふと、空気の流れが僅かに変わるのを感じ、そちらを向いた瞬間。

　丸太のような何かが僕を吹き飛ばした。まず驚おどろきがあり、強い風に吹き飛ばされているかのような浮遊感と不安感と無力感とがあり、そして、地面に激突した。強い衝撃を受け、口から勝手に息が漏れ出る。

　とっさにとった回かい避ひ行動で致命傷は避さけられたが、それでもあちこちがすりむけ、地面にぶつけた肩が痛む。骨は、折れてないようだ。幸運なことに。

　僕はなんとか立ち上がる。

「無事ですか！」

「……どうにかね」

「あんなのに立ち向かうなんて、狂ってますよ」

「君に言われたくない。君はずっと、あんなのと戦ってきたんだろう？」

『口げんかは後でやれ！　位置を確かく認にんした。急げ小僧ども、我われが導みちびいてやる』

　カエルの声が響ひびき、僕達は大木のような機き械かいのもとに走る。

　大木型の機械はそれ自体が息を吹き返したかのように、微細に振動していた。

　有無を言わさずカエルを引っつかんでズダ袋に突っ込むと、そのまま音に背を向けて走る。

『我は精密機械なのだぞ。もっと丁てい重ちように扱わぬか』

「のんきなことを言うな。僕なんか死にかけたんだぞ」

　とにかく、カエルの示すままに僕らは暗闇をひたすら走り、そして、すでに調しらべ尽つくしたと思われる廃はい墟きよの一つに入り込む。

「ここに？　行き止まりじゃないか」

『これより道を開く』

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合か！」

　思わずそう叫んでいた。このままここにいればナキルに殺される。逃げることさえできずに殺される。明らかに、どうしようもないくらい確実に殺される。思考は空転して、周囲の暗闇がそれに拍車をかける。

『黙だまれ小僧』

　カエルが静かに、しかし迫力ある声でそう返した。

『誇り高き両生類であるこの我われが、考えなしにこのような場所に逃げ込むと思うか？　我は常に最良の方法を選ぶ。【門】は確かく実じつにここにあり、ナキルから逃れる確率が一番高い場所も、ここなのだ』

　カエルの言葉に、僕は小さく頷うなずく。そうだ。カエルがなんの方策もなく、ただ袋ふくろ小路こうじに入り込むはずがない。

『この施設がなんだか分かるか。小僧』

　音がすぐそばまで迫る中、カエルは余裕さえ声に滲にじませていた。

『非常事態用のシェルターだ』

　そう言った瞬しゆん間かん、周囲を重たい何かが降りていく派は手でな音が連続して起きる。

　そして音が終わる頃ころには、空気の流れが完全に変わった。

　この部へ屋やは今、周囲から隔かく絶ぜつされている。とりあえず、ナキルの襲しゆう撃げきをしのぐことができたらしい。僕は小さく息をついて、手に持ったナイフを鞘さやに戻す。

　誰だれもが無言だった。暗くら闇やみと、閉ざされた空間に積つもる静寂が、突然主張を始めたように感じた。

『……多少の時間稼かせぎにはなろう。小僧、【門】への道はこの部屋の中央にある』

　カエルのぼそりと呟つぶやく声が一いつ時ときだけ静寂を押しのけ、そしてすぐに暗い闇に潰つぶされた。

「行こう」

　すり鉢状の部屋の底に、一台の壊こわれかけた機き械かいがある。触った感じで分かるのは、ただの正方形の箱だ。材質は不明。床ゆかと同化している。

『【門】への道は我が開こう』

　カエルの触手が空気を押しのけて機械の内部に入り込む音がした。

　僕はカエルに二言三言、もしできるなら、という条件つきで頼みごとをした。カエルはゲコと一声鳴き、それからはもう、まったく動く気け配はいがなくなった。

　とにかく、ここで一段落だ。

　カチリカチリと装置が音を立て、カエルはまるで置物のように何も喋しやべらなくなる。以前にもこんなことが何度かあった。カエルはその全能力を目の前の機械の解析や修復に使っているのだ。

「……なんだか、いい香りがしますね」

　ああ、この香り？　と僕はズダ袋からキンモクセイの花を詰めた小袋を一つ取り出す。

「摘つんでおいたんだ。香料代わりにと思ってね。分けてあげるよ。ポケットか何かにしまっておいて」

「意外とロマンチストなんですね」

　ヤクはそう言って笑い、僕も少し笑う。

「もうすぐ、君の求めていた光が手に入るよ」

　僕は床ゆかに腰を下ろした。とにかくこれで、脅きよう威いは去ったのだと、そう思いたい。

「……僅わずかですけど、血の臭においがしますね」

　おそらくさっきの戦いですりむいたところだろう。

「たいしたものじゃないよ。大丈夫」

　彼は少し黙だまっていた。

「……ごめんなさい。悪いと思っています」

「何が？」

「こんなことに、巻き込んでしまって」

　また沈ちん黙もくがある。ヤクほど闇やみに慣なれていない僕は、まるでこの世界に一人ひとりきりになってしまったような気分になった。

「……本当のことを言えば。後悔することは、あるんです」

　僕はただ黙だまって、ヤクの言葉の続きを待つ。

「ときどき、すごく怖くなります。神の戒かい律りつに反しているのですから、多た分ぶん僕はどこかでナキルに殺される。……本当は、覚悟なんてどこにもないんです。逃げ出して、共同体に戻って、自分は間違っていたと言って、何もかも忘れてしまえたらと、そう思うことがあります」

　声は途と切ぎれ、空気を揺らす音の波はなにもない。

　僕が口を開こうとしたとき、不意に高く響ひびくような音が空気中に広がる。

「……ナキル……」

　中に入ろうとしているようだ。

　音の鳴る方を見つめ、僕はナイフを握りしめる。

「カエル、シェルターはもつかな」

『もたぬようだ』

　極めて簡かん潔けつな返答が、部へ屋や中じゆうからした。天てん井じよう、壁かべ、床、あらゆる場所から一斉にカエルの声がしたのだ。

『掌しよう握あくしたのはまだこの程度だ。ナキルの攻こう撃げき力りよくとシェルターの強度、そして我われが【門】への道を開く所要時間。この三つを計算した結果、ナキルがこの部屋に侵入するのは推定四〇〇、誤差プラスマイナス二〇秒。我が道を開くために必要な所要時間は推定七〇〇秒となる。このような袋ふくろ小路こうじでは、もはや逃げることはできない。ナキルと戦うしかあるまい』

　甲かん高だかい音が、まるで鐘かねのように暗闇に響き続けた。

　暗闇の中で、ヤクが息をのむ音が聞こえた。長い沈黙の後で、彼は口を開く。

「……ナキルの注意は僕が引きつけます。ですから、あなた達はその隙すきに逃げてください」

　ヤクは厳おごそかに言った。僕は思わず、声のした方を見つめる。

　暗くら闇やみの向こうで、彼が何かを決心したことを知る。

「僕に旧世界の武器をくれた友達のことをときどき思い出すんです。あのとき、僕はなんの不安も抱かなかった。ただ協力してくれたことがうれしかっただけだった。あの人だけは僕の話を笑いもせず怒りもせずに聞いてくれたから」

　声は、僅わずかに震ふるえているだろうか。

「あの友達が今どうなっているのか、すごく気になってるんです。もし、僕に協力したことがばれて、共同体を追われて、ただ一人ひとりで世界をさ迷い続けているのだとしたら……」

　小さくて、今にも消えてしまいそうな声だった。

　僕は口を開き、それから再び口を閉じる。何をどう言っていいのか分からなかったから。

　鐘かねは響ひびく。まるで、長かったヤクの探たん索さく行こうに終わりを告げるように。

「あなたには、感かん謝しやしています。ここまで僕を連れてきてくれた。今までずっと一人ひとりだったから、僕はとてもうれしかったんです」

　ヤクが身体の向きを変える気け配はいがした。僕の身体の立てる呼吸音や心しん臓ぞうの音や筋肉の軋きしむ音を正面から受け止めるように。

「【門】が開いたら、あなた達は逃げてください。ナキルの狙ねらいは僕ですから。逃げれば、あなた達は死ななくてもすむ」

　ヤクの声は、相変わらず静かで、しかし決然とした色合いを持っていた。

「それで君はどうなる」

「……最悪の場合殺されてしまうでしょう」

　彼の言葉に、僕は少し黙だまる。

「……死んだら、ヒカリにたどり着けないじゃないか。君はずっと、それだけのために頑がん張ばってきたんだろ？」

　暗闇の向こう側で、ヤクの微笑ほほえむ気配がしたのは、気のせいだったんだろうか。

「僕はもう、疲れたんです」

　鐘の鳴る音は次第に大きくなり、部へ屋や全体が、微細に揺れ始める。

　ああ、この建物はもうもたないのだ、と僕は心のどこかで知った。

　ナキルが来る。カエルは懸けん命めいにやってくれてはいるが、その本人が間に合わないと言うのだから、それは絶対に間に合わないのだろう。

　部屋の中に閉じ込められた僕達に、もう逃げ場はない。

　覚悟を決める。僕はズダ袋いっぱいに詰め込んだキンモクセイの花を摑つかみ取り、あちこちにばら撒まいていく。

『一つ、いいことを教えてやろう。ヤクとやら、おそらくおまえは死ななくてもすむ』

　徐じよ々じよに大きくなる鐘の音を割って、空間全体からカエルの声が聞こえた。

『アントロポシュカが妨害するのは、世界の規律に違反する行為のみだ。この世界であればヒカリを追い求める行為を指す。であれば、ヒカリを見た後、ただおまえが黙だまってさえいれば、それですむ。アントロポシュカは決して、悪意のある存在ではない。ただ永ながい年月の間に狂ってしまっただけだ』

「……本当、ですか？」

　ヤクの呆ぼう然ぜんとする声がした。思ってもみなかった事実を突きつけられて驚おどろいている。そんな声だった。

『本当だ。それに……。いや……』

　カエルの声は無表情で、しかしなぜかそこには、僅わずかな哀あわれみがあるような気がする。

　カエルは何かを知っていて、それを隠している。そんな気持ちが強くなっていく。

　そうだ。思えば一昨日おとといの夜、ヤクの話を聞いた辺あたりから、何かを隠したまま話をするようなことがあった。

「カエル、おまえは一体何を知っているんだ」

　僕はそう尋たずね、しかしカエルは何も答えなかった。答えるような状況ではなかった。

　壁かべが崩くずれる大きな音がした。ナキルが侵入してきたのだ。




『闇の部屋』




　僕はナイフを握りしめる。勝算は限りなく小さいけれど、絶望的という程ほどじゃない、そう自分に言い聞かせる。

　ただ、何があってもいいように身体からだを緊きん張ちようさせて、周囲の気け配はいに注意するぐらいしかできない。

　ナキルは音を立てない。ナキルがどこにいるかを知る手立ては、僕にはない。

　ナキルはどこにいるんだろうか。手に握るナイフは汗に滑すべる。ナキルはまだ様よう子すを見ているのだろうか。いや、もうすでに僕の命を奪うべく腕を振り下ろそうとしているかもしれない。

　こちらからは相手の姿を摑つかむことはできない。にもかかわらず、相手は僕らをきちんと把握している。いつ攻こう撃げきしてくる。いつ、どのタイミングで。

「交渉を！　アントロポシュカ！　あなたはこの一部始終を聞いているのでしょう!?」

　ヤクが叫び、その声は部へ屋や中じゆうに響ひびいた。僕は思わずヤクの声に注意を向ける。

「僕はまだいくらだって爆ばく薬やくを持っているんだ！」

　なんだって、という言葉をあやうく飲み込む。爆薬は全部使い切ったって……。

「あなたのナキルを何度でも撃退することができる！　このままこんなことを繰くり返したところで、お互いに利益はありません」

　ヤクの声は僅わずかに震ふるえていた。……ハッタリなのだとようやく気づく。爆ばく薬やくなんかどこにもない。

「お願ねがいです。話を、させてください」

　重苦しい沈ちん黙もくが辺あたりを支配した。もしナキルがこのまま攻こう撃げきしてきたら。僕はそればかりを考えていた。

『戒かい律りつを乱す者よ』

　そして唐とう突とつに、声は聞こえた。女性の声だった。無表情で、しかしその声の中には敵意は存在しなかった。ナキルが侵入したと思われる場所から、その声は聞こえてくる。

『暗くら闇やみは全すべてを覆おおい隠すもの。聖も邪も、幸せも不幸も、そして人の醜みにくささえも。なぜそれを、わざわざ暴あばきたてようとするのです』

　ナキルを通してアントロポシュカが喋しやべっているのだと気づくのに、少しだけ時間がかかった。

「……ないものねだりは、人類の性しよう分ぶんなんだ」

　僕はそう呟つぶやき返す。

　また、沈黙。

　誰だれも、何も声を出さず、ただ再びアントロポシュカの声だけが響ひびく。

『私は戒律を曲げません。だから人の子よ。命と望みを秤はかりにかけなさい』

　ヤクの語ってくれた伝承の通りにアントロポシュカはそう言った。しかしそこから先の言葉は伝承とは違った。

『もし、あなたがヒカリを望まないと答えたなら、もう二度とヒカリを望まないように、私があなたの精神を塗り替えるだけですむでしょう。しかし、もしヒカリを望むと答えるなら、あなたにヒカリを見せた後で、この場にいる人々を皆、排除します。私にとって戒律の違反者とそれに協力する者は庇ひ護ごすべき住人ではなく、排除すべき敵です。あなたを含め全員を排除します。どのようなことがあっても、それは実行されるでしょう』

　ヤクは答えない。あまりに突然の申し出に頭が動かないでいるのだろう。

　沈黙が全すべてを支配する。ヤクは迷っているのだ。

『……諦あきらめろ。それが賢けん明めいだ。もはや、ここに逃げ場はない』

　部へ屋や全体から、カエルの声が聞こえる。カエルの言葉はどこか悲しそうにヤクに降伏を勧める。確たしかにそれは正しい判断だと僕も思う。

　僕だってまだ殺されたくない。僕には目的がある。けれど……。

　暗くら闇やみの中でヤクはゆっくりとナキルに近づく。軽く弱々しい足音が少しずつ、僕から離はなれていく。

　ヤクは、命を賭かけても惜しくないほどの夢だと、そう言っていた。伝承を語ってくれたときのヤクは、とても楽しそうだった。

　僕がヒカリの手がかりを示したとき、彼は泣いていたんだ。

「本当に諦あきらめれば、彼らを助けてくれるんですね」

　ヤクの声は震ふるえていた。

「ヤク、僕らのことなら気にしなくてもいい」

　ヤクはただ、ヒカリを見たいとずっと思っていただけだ。ただそれだけのことで、他者にとってはどうでもいいこと。けれど本人にとっては、この上もなく大切なことだ。

　諦めるなんて噓うそだ、と僕は心の中で呟つぶやいていた。ここで諦めたら、今までのことは全部無む駄だになってしまう。

「……最初から、無理な話だったんです。僕だって心のどこかで、ヒカリを探し出すことなんてできないって思ってましたから」

『それがよかろう』

「……何を言ってるんだ」

　ヤクは、ずっと探し続けてきた。誰だれの理解も得られないまま、神に追われ、それでもたった一人ひとりで探し続けてきた。

「ヤク、本当のことを言ってくれ。僕らのことは、考えなくてもいい。ナキルなら、僕がなんとかするから」

　僕はもう一度そう呟いた。

「……もういいんです」

　ヤクは弱々しく呟く。

「……もう、疲れました」

　暗くら闇やみの中で震える声が言った。

「他ほかの人を巻き込んで傷つけてまで、追求していい夢じゃない……。そんなに強い気持ちは、僕にはありません」

　僕は首を横に振る。違う。そんなはずはない。そんな風ふうに言うな。そう思っている。

「……僕の命では、ダメなのですか？　ヒカリをミたら、僕の命なんて、差し上げますから」

　アントロポシュカは一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくし、それから再び口を開く。

『できません。ヒカリを求めることは禁じられています。人の幸せのために戒かい律りつはあります。戒律は守らなければいけないのです』

　アントロポシュカは静かに言った。

『……返答を』

「……あ……」

　ヤクは口を開き、けれどそれ以上は言葉にならなかった。諦めるというその一言を、やはり彼は言うことができない。

　何度も、諦めると言おうとして、しかしそれは言葉にならない。

「本当のことを話すんだ。ヤク。君は何も、悪くないから」

　そうだ。ヤクはずっと、探し続けてきたんだ。

「……ごめん、なさい……」

　ヤクの声は涙に濡ぬれ、震ふるえている。

「……サドリさん、僕は……やっぱり……」

『返答を求めます。ヤク』

　ナキルが、微かすかに物音を立てた。攻こう撃げきの準備をしているのかもしれない。ナイフを握る僕の手は戦いの恐怖に、僅わずかに震えている。

「僕は、ヒカリを、ミたい……」

　それでいい、と僕は心の中で呟つぶやく。

　僅かに、その返答に疑問を抱くような沈ちん黙もくがあり、そして、アントロポシュカは口を開く。

『では残念ですが、あなたがたは死ななければなりません』

　その声には確たしかに、悲しみが含まれているような気がした。

　僕はナイフを構える。勝てる可能性は限りなく低いけれど、ゼロではなかった。やってみる価値はある。

「カエル！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、部へ屋やのあらゆる場所から大音量の音楽が流れ始める。重厚で豪ごう奢しやな音楽の中、僕はヤクの手を取ってそのままそこを走り出した。

　やや遅れて、ナキルがまた、何かを使って攻撃したのだろう。床ゆかの破は壊かいされる音が、空気をおもいきり振動させる。

　しかしそれは、僕やヤクには当たらなかった。かすりもせず、それどころか、まるで正反対の場所から衝しよう撃げきは伝わってくる。

「……な、なんで、どうして」

　かろうじて聞き取れるヤクの言葉に僕は答えようとして、再び建物を打ち壊こわす強烈な音に阻はばまれた。今度はわりと近い。けれどそれでも、攻撃は当たらない。

　盛大に音楽が鳴り響ひびく中、僕はナキルがいるであろう場所をにらみつけたまま、音楽の間を縫ぬって響く、連続する破壊音に耳をすませる。

「……暗くら闇やみの中で頼りになるのは、音と匂においだけ。それは神の使いであろうとなんだろうと、同じことだと思ったんだ」

　僕はヤクの耳もとでそう呟く。

「遠えん距きよ離りからでもナキルが我われ々われの位置を特定できるのは匂いを追跡できるから、そしてもう一つ、この暗闇の中で完全な攻撃ができたのは……」

『エコーロケーションを使っていたのだ』

　カエルが僕の言葉の後を継ぐ。

『ナキルは可か聴ちよう域いき外がいの音波を発生させ、音の跳ね返りを解かい析せきすることで視界の代わりとしていた。ゆえに、同じ周波数の音波を全ぜん範はん囲いから発生させれば、ナキルの状況把握能力は完全に崩ほう壊かいする』

「カエルには最初に音声システムを掌しよう握あくしてもらうように頼んでおいた。機き械かいの感受できる全音域に対して大音量の音を流してもらってる」

　僕は暗くら闇やみに目を凝こらしながら呟つぶやく。

「キンモクセイも、別に伊だ達てや酔すい狂きようで摘つんできたわけじゃない。匂におい消しだよ。僕らがどんなところにいても追ってこれるのは、匂いをたどっているからだと思ったんだ」

　僕はそこまで説明すると、一息つく。

「……すごい」

　ヤクはそう呟く。

『なにがすごいものか。成功する確かく率りつはおそろしく低かったのだ。ナキルが我われのように熱ねつ感知機能や、このような小細工を上回る超高感度の聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かくを備えていたらそれまでの作戦だ』

　カエルの言葉を無視して、僕はナキルに向かった。

　全感覚をなくしたナキルはただそこに立ち尽くし、そして、何かを呟く。けれどそれは音楽に阻はばまれてまったく聞こえなかった。

　僕はナキルの装甲の弱い関節部分を探し出し、そこにナイフを突き立てる。ブチリブチリとナキルの内部を走るコードがちぎれる音がした。

　それで、ナキルは機能を停止した。

『……もう、よいな』

　カエルの言葉と共に音楽は止やみ、再び静寂が戻ってくる。

　僕らはただ、黙だまったままナキルの亡なき骸がらに耳をすませる。また動き出すかもしれない。ようやく安全を確かく保ほできた、という思いと、本当に安全を確保できたのだろうかという思いがない交ぜになったまま僕はまだ緊きん張ちようを解かずにいた。

『【門】への道が開くぞ』

　ナキルが倒れてからおよそ三〇秒後に、カエルの声が響ひびいた。今度は部へ屋や中じゆうからではなく、小さな両生類そのものから発せられた。

　そこにいたってようやく、危険を回かい避ひできたんだと僕は実感した。

「行こう。光まであと少しだ」

　ヤクは何も答えなかった。ただ頷うなずいたのが、気け配はいで分かった。

　すり鉢ばちの底に開いた通路から【門】へと向かう。

　僕達は黙ったまま歩き続けた。疲れと、久しぶりに光の下に出られるという気持ち。それからヤクには、追い求めてきたものをやっと手に入れられるという、強い希望とある種の恐れに似た気持ちがあるのだろう。

　足音が反はん響きようする。音といえば、ただそれだけだった。




『ヒカリ』




　しばらく進む間に、通路は途と切ぎれ、そこに扉があった。しかしそれは押しても引いても動かない。

『……自動扉だ。我われが開こう』

　カエルがそう言ってくれる。どういうわけか、その声は重く沈んでいた。

　扉が開く。

　そして暗くら闇やみは払われ、光が溢あふれていく。

　一ひと月つきぶりに見る光はとても淡あわく弱いものだったかもしれない。しかしずっと暗闇の中にいた僕にとって、それは涙が出る程まぶしく美しい。

　その部へ屋やには無数の小さな光点が瞬またたいていた。天てん井じよう、床ゆか、壁かべ。あらゆる場所に輝かがやきはある。

　赤に白に青に、瞬くたびに光点は色を変える。

　久しぶりの刺し激げきを与えられた目が、チカチカと痛む。

　ああ、よかった。やっとたどり着いた。身体中の緊きん張ちようが心地ここちよい満足感に変わっていく。

　先程からヤクは黙だまったままだった。きっと生まれて初めての刺激に言葉を失っているのだろうと思う。

「ヤク、光だよ。君がずっと求めてたものだ。感想は……」
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　振り返って、僕は言葉を失った。

　少女が、呆ぼう然ぜんとそこに立っていた。真っ白な長い髪と真っ白な肌、それから多少青みのある白色の目。一体ヤクはどこに行ったのだろうと一いつ瞬しゆん思い、それから、僕はまだ一度もヤクの姿を見ていなかったことを思い出した。

「ヒカリ、どこですか……」

　聞き違えるはずのないヤクの声で彼女は呟つぶやく。その白い目はぼんやりと、一点に向けられていた。

「何も、聞こえません。なんの匂においもしない……」

　彼女は小さな口を動かして、うつろに言う。

「目の前にあるじゃないか」

「……何も、ミえない……。メノマエって、なんですか？」

　その言葉と、決して焦点を合わせようとしない目は、一つの事実を語っていた。

『……この者の視覚は機き能のうしていない。ただの飾りだ』

　カエルが静かな声で言った。

『光のまったく存在しない暗くら闇やみでも自由に行動できるように、嗅きゆう覚かくや聴ちよう覚かくはより鋭えい敏びんになったが、同様に必要のない視覚機能は失われた。生物は環かん境きように適応する。特殊な環境下において、果てしない世代交代を行えば、このようなことも起ころう』

　カエルには驚おどろく気け配はいがなかった。

『この階層の住人全体が、おそらく視覚を失っているのであろうな』

「……なんで。どうして……」

　ヤクは呆然と呟いている。衝しよう撃げきは去り、徐じよ々じよに事態を認にん識しきし、それが自分にとってどういう意味を持っているのか、理解し始めている。

　彼女は、泣きもせず、叫びもしなかった。ただ、とてもつらそうだった。

「知っていたなら、どうして言わなかった……」

『それを言ったところで、この者は諦あきらめはしなかっただろう。自分でその事実を確たしかめるまでは』

　カエルはただ、淡たん々たんと語る。

　ヤクは部へ屋やの中央に向かって呆然と歩く。光の粒の中をゆっくりと。

「どうして。どうして、そんな……。どうして……」

「カエル、彼女を治すことは？」

『無理だ。治す治さないの問題ではない。最初から光を感じる機能がないのだ。あの娘には』

　声を立てずただ立ち止まりうなだれ、彼女はずっとそのままでいた。

　涙を流す余裕もないぐらいに、彼女はただずっとそうしていた。




　どれくらいの間、彼女はそうしていただろう。そばに寄った僕に顔を向けて、教えてください、とかすれた声で彼女は言う。

「教えてください、サドリさん」

　彼女は僕の方に顔を向けて言う。白い綺き麗れいな目が、そこにある。

「今、何がミえているのですか？　どんなヒカリがそこにあるのですか？」

　僕はしばらく黙だまっていた。どう言っていいか分からなかったし、それが本当に彼女の慰なぐさめになるのか分からなかったから。

　手に届かないものの素す晴ばらしさを語ったところで、何か意味があるのだろうか。

「どうか……教えてください」

　やがて、僕は口を開く。あんまり、彼女が悲しそうにしていたから。

「……小さな光の点が、綺麗に輝かがやいてるんだ」

　僕は、どうにかそれだけ言った。できるだけ明るく、励ますようにと思っているのに、演技ができなかった。

「カガヤくとは、どういう意味ですか？」

「心地ここちいい小さな音が、いくつもいくつも、現れては消える感じだよ」

　言葉は悲しみに染まっていたのだ。

「綺麗なんだ。キンモクセイの香りみたいに素す敵てきなんだよ」

「……僕も、キレイなもの、あります……」

　彼女はぽつりとそう言った。

「夏の草の匂においが、好きです」

　彼女は見えない目で僕を見据えて話す。

「冬に降る雪の冷たさが好きです。キンモクセイの香りが好きです。雨の降る直前の、空気の湿った感じが好きです。それから……」

　彼女の白く細い手が、僕の手をゆっくりと握った。

「僕を助けてくれた、あなたの手のぬくもりと、諦あきらめるなと言ってくれた、あなたの優やさしい声が好きです」

　彼女はそう言って、ゆっくりと微笑ほほえみ、その目にまた涙が溢あふれた。

「夢はかなわなくて、求めたものは手に入らなくて、とても悲しくてつらい。ずっと、それだけのために頑がん張ばってきたのに……」

　彼女は沈ちん黙もくする。

「……それでも、多た分ぶん君は生きていくんだ」

　僕に言えたのは、そんな残ざん酷こくな言葉だけだった。

　彼女の言葉は途と切ぎれ、僕の手を握ったまま、ただずっと泣いていた。

　ヒカリを映さない瞳ひとみから涙が流れ、床ゆかに落ちる。

　今までの苦労と時間。人生を賭かけ、あらゆるものを投げ出して追い求め、目前で奪い去られた希望の分だけ、彼女は泣いた。




『七三四階』




　次の階層に降りると、そこは平原の緑と空の青の二色がどこまでも続いている世界だった。

　僕とカエルはまたいつものように【門】と【鍵かぎ】を求めて、この世界をさ迷っていた。

『先程から黙だまったままだな。小僧。何を考えている』

　ズダ袋から顔だけを出したカエルの、無表情な声が聞こえた。

『思い悩むな。すれ違う人間の悲しみ全すべてを背負っていたらきりがないぞ』

「望むものが手に入らないのは悲しいことだと、思っただけだよ」

『望んだものが、実はそれ程素す晴ばらしいものではなかったと知るよりはよい』

　カエルはそう言った。

『我われは、アントロポシュカの気持ちも分かる。見なくてもよいような下くだらないものは世の中に実に多い。小僧、おまえも腐るほど見てきたろう。あの娘は、あれでよかったのかもしれぬ』

　それは事実かもしれない、と僕も思う。もう二度と思い返したくないような光景が、僕の思い出の中にはいくつかあった。けれど、それでも……。

「見ておいた方がいい綺き麗れいなものだって、たくさん見た」

　カエルは言い返せなくなって、不ふ機き嫌げんにゲコと鳴いた。

　アントロポシュカは結局、彼女を殺さなかった。彼女は光を見ることができなかったし、これからも永遠に光を見ることはできない。彼女は世界の規律に反する存在ではなくなってしまったから。

「彼女はこれから、幸せになれるのかな」

　カエルは沈ちん黙もくをもって答える。

　彼女は共同体に戻ると言っていた。受け入れてもらうように努力すると、そう言っていた。

　彼女の友達はまったく無事で、彼女は友達に会えて、みんなと仲良く幸せに暮らしている。

　そうなればといいと思う。

「……ねえカエル。僕達が【塔】の一番下にたどり着いたとき、【塔】の外なんて存在しないって知ったら、海なんてどこにもないと知ったら。僕は一体どうするんだろう」

　長い長い沈黙の後で、カエルは呟つぶやく。

「たどり着けば分かろう。今ここで、考えることではない」

　僕は黙り、二色の、まるで絵画のような世界を、歩き続けた。
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[image: 二一三階のパズル]








『ジグソー小路こうじ周辺地図。注意書きを参考に、一から三までの好きな地図をお取りください。

　ただし注意書きのうち二つは間違っており、正せい確かくな地図は一種類しかありません。


　Ａ：地図一は間違っています。

　Ｂ：地図二は正しいです。

　Ｃ：Ｂの注意書きは正しいです』








「……うーあー……」

　頭が痛い。

『どうした？　そう面めん倒どうなものでもあるまい？』

「こんなのばっかり、何度解けばいいんだ……。いつになったら【鍵かぎ】に会えるんだ……」

『データリンクで得た情報によれば、この辺あたりだ』

「……この辺りって言われても……」

　そう、データリンクへの接続は上う手まくいった。【門】の場所も【鍵】に指定されている人物も、すでに特定されている。表面的な部分はかなりスムーズに進んでいる、にもかかわらず、僕とカエルは【鍵】に会うことができないでいるのだ。

「もう一昼夜さ迷ってるじゃないか」

　ため息混じりに、僕は周囲を見回す。古く小さな店が並び、分かれ道と袋ふくろ小路こうじを無規則に繰くり返かえす裏うら路ろ地じに、僕らはいる。

　迷わないようにという親切心なのだろう。至る所に案内用の看かん板ばんが立てられてはいる。

　立てられているのはいいけど……。

「こういうクイズ形式はカンベンしてほしいよ。案内板とか地図とか、やっぱりさ、分かりやすくないといけないんじゃないの？」

　ときどきすれ違う人々に道を尋たずねても、逆に自分が考案したとかいう、不ふ可か思し議ぎなパズルを差し出され、これを解けたら教えます、の一点張りだ。

　どうやらこの世界では、頭を使うことが最も尊く素す晴ばらしいこととされている、らしい。

「パズルなんて、何がいいんだろうな。僕はもう見るのも嫌いやだよ。なんで必要もないのに頭を使わなきゃいけないんだ」

『頭を使う、という過程が楽しいのだ、小僧。考える快楽を知らぬとは、なんという悲ひ劇げきだ』

「楽しそうだね。カエル」

『そんなことはない。さあ、正解を言ってみろ』

　ズダ袋から顔だけ出して言うカエルは、心なしか愉ゆ快かいそうだった。

「苦にが手てなんだ。こういうの。教えてよ」

『ふん。論ろん理り問もん題だいの初歩も初歩だ。いい機き会かいだ。頭を使うことを学ぶのだな』

　僕はひとしきり考え続け、そして、重々しく口を開いた。

「一番？」

　カエルが実に愉ゆ快かいそうにゲコと鳴いた。

『小僧がそれでいいなら、それもよかろう』

　……カエルは答える気がまったくない。

「なあ、カエル。ずーっと思ってたんだけどさ」

『なんだ』

「おまえって僕が困るのを見て楽しんでるふしがない？」

『愚おろか者ものめ、失敗の中にこそ学びがあるのだ。我われはおまえが学習する機会を喜んでいるに過ぎない』

「……で、一番で正解？」

『フハハハハハ！』

　僕はため息をつき、地図と周囲を見比べながら歩き始めた。




　裏うら路ろ地じの一角の安宿。カウンターを挟んで、僕は白髪の男の人を見つめていた。

　彼は小こ袋ぶくろの中から豆を一つ取り出して、うーん、と唸うなった。

「……ん。まあ、いいでしょう」

　宿屋の主人に、僕は体の力を抜く。大切な大切なコーヒー豆と引き換えに、僕は一晩の宿と食事と、それから【鍵かぎ】である人物の居場所を教えてもらうことにした。

「では、このパズルが解けたら、ということにしましょうか。コーヒー豆も半分でいいですよ。実は新作があるんです」

「……またですか」

「何か？」

「いえ何も」

　カエルがズダ袋から顔を出して、生き生きとした目で僕を見つめていた。

　また、僕を馬ば鹿かにできるチャンスを摑つかんだと思っているんだろう。

　ああ、早くこの世界を出たい。




「……で、まあ、ようやくあたしのところまでたどり着いた、とそういうわけかい」

　ガチャガチャと鉄の輪わが二つ組み合わさったものをいじりながらおばあさんは言う。

　埃ほこりと本と、パズルの試作品らしき、一見ガラクタにしか見えないものが溢あふれかえる部へ屋やで、おばあさんはソファにふんぞり返り、面おも白しろがるように僕を見つめていた。

「ずいぶん疲れているみたいじゃないか」

「……ええ、まあ、かなり」

　数え切れない数の袋ふくろ小路こうじにぶち当たり、幾多のクイズ、パズルを潜くぐり抜け、ようやく【鍵】たるこのおばあさんにたどり着いたのだ。疲れていないわけがない。泣きたいぐらいだ。

　何度、パズルを前に首を捻ひねり、何度カエルに頭を下げたことか。

「先程もお話した通り、【鍵かぎ】であるあなたに【門】を開けていただけないと、僕達はこの世界で立ち往生してしまうわけで……」

「あんたらの事情なんざあたしの知ったこっちゃないね」

　おばあさんは気き難むずかしい顔をして僕をにらみつける。

「条件が一つある」

「また、パズルを解くんですか？　いいですよ。なんでもやりましょう」

　おばあさんはニヤリと笑った。

「違う。パズルを創つくるのさ。このあたしを唸うならせるほどのね」

　パズルを創る？　僕が？　なんで？　数々の疑問符が瞬またたく間まに浮かんでは消えていく。

「あんたらはこの世界の住人じゃないから知らないかもしれないがね。これでも若い頃ころは、この世に並ぶ者なきパズルの女神、と謳うたわれたもんさ」

　しわの刻まれた顔に、異様なまでのオーラを感じさせるその顔は、女神というより悪あく魔まに近い迫力だ。

　しかし、その伝説については、すでに宿屋の主人に聞いていた。彼女が解けないパズルを創ることが、一時世界的な大流行となったこと、あまりにも一いつ瞬しゆんでパズルを解いてしまうため、むしろ世間から遠ざけられる存在となってしまったことも。

「……えーと。すいません、パズルの女神さん。それはさすがに……」

　ゲコ、と思わぬところから鳴き声がした。

　カエルはいつの間にかズダ袋の中から出て、机の上に居い座すわっていたのだ。威い風ふう堂どう々どう、カエルはおばあさんを見上げていた。

「か、カエル。人前で姿を見せるなって言ったろ！」

　大体話がこじれるんだ。カエルが出てくると。しかしカエルは我われ関かんせずといった様よう子すでおばあさんを見つめた。

『面おも白しろい。愚ぐ昧まいの極みたる人類の浅知恵、我が捻ひねり潰つぶしてくれようではないか』

　おばあさんはカエルを見つめて、目を丸くし、それから部へ屋やを揺らす程の大声で笑った。おかげで天てん井じようから埃ほこりが落ちてくる。

「フハハハハハハ！　いいね。両生類から挑戦を受けたのは初めてだ」

　蛙かえるが喋しやべっていることについては、特にどうとも思わないらしい。

　なんというか、変わった人だ……。

　おばあさんは今までいじっていた二組の繫つながった、複雑な形をした鉄の輪わをカエルに向かって放り投げ、カエルが触手を使ってそれを巧たくみに受け取った。

「チエノワだ。あたしが十二の頃ころに創つくった習作だよ。浅知恵かどうか試してみな」

『ハ！　我われに解けぬ謎なぞなどこの世に存在せぬわ！』

　それで結局、僕もパズルを創らされるはめになった。

「三日間で仕上げな」

「短くないですか」

「あたしは待つのが嫌いでね」

『長過ぎるぐらいだ』

　できなければ、【門】を開かない、と彼女はそう言った。それを言われたらまあ、僕達も逆さからうことはできなくなってしまう。

「部へ屋やの奥に、パズル製作用の工房がある。どんな種類のパズルやクイズも創れるのさ。後は道具を使うあんたのセンスのみだ」

　豪ごう快かいに笑うおばあさんに合わせて、僕も笑ってみる。なんだか気の抜けた笑いになってしまった。




　そんなわけで、パズル製作は始まった。工房には本当にたくさんの道具、材料、資料が揃そろっていて、これなら素人しろうとの僕でも作品を創れそうだった。問題はあのおばあさんを満足させることのできるパズルを創ることができるか、ということだ。

　一日目。この世で最も難むずかしいとされるパズルの資料を参考に、試しに一つ創って渡してみた。一〇秒で解かれた。

「言っただろう。あたしはパズルの女神だ。こんなもんで茶を濁にごそうとするんじゃないよ！」

　泣こうかと思った。

　工房に戻ると、カエルは相変らずチエノワに没頭していた。前足を器き用ように使って、自分の身体より少し小さい程度のパズルをいじくりまわし続けている。昨日きのうの夜からずっとだ。

「……なあ、カエル。ちょっとは一いつ緒しよに考えてくれよ」

『自分で考える癖くせをつけろ小僧。見て分かろう？　我は今、忙しいのだ。我の計算によれば後小一時間もしないうちに二つの輪わを分ぶん離りできるはずなのだ』

　それはもう二〇回は聞いたセリフだな。

『……おかしい。なぜこのように単純なことができぬのか……』

　カエルはもう自分の世界に入り込んでいる。

　しかたがないので僕は一人ひとりで、パズル製作に頭を悩ませることにした。孤独な戦いだ。




　二日目。パズル製作は難なん航こうを極めている。

「……ダメだ。何一つ思い浮かばない……」

　僕は机の上に倒れてそう呟つぶやく。所しよ詮せん素人しろうとの僕がいきなりパズルを創つくろうとしても、上う手まくいくはずがない。この分だとひょっとしたら、一生この階層から先に進むことができなくなるかもしれない。

　そして、この緊きん急きゆう時じにカエルはといえば。

『なぜだ！　なぜ解けぬ！　我われを誰だれだと思っている！　誇り高き両生類であり、旧世界の技術の結晶たるこの我がなぜ！　このようなレベルの低い遊ゆう戯ぎごときを見破ることができぬのだ！』

　机の上でチエノワを前に叫んでいる。カエルの頭から湯気が上がっていた。演算装置が熱を持ち始めてるのだろう。

　僕はため息をついて水の入ったヤカンを持ち上げ、カエルにかけてやる。冷却してやらないとこのままオーバーヒートしてしまいそうだ。

　カエルは気持ちよさそうに目を細め、それからゲコと鳴いた。ちょっとは落ち着いたようだ。

「諦あきらめたら？」

『パズルである以上、正解は必ずある。これは両生類と人類の、誇りをかけた戦いだ！　我がここで引くわけにはいかぬ！』

「両生類と人類の戦いねえ」

　僕はため息をつき、机に向かおうとして、それから……再びカエルを振り返った。

「カエル！」

『ん？　なんだ？』

「それだー！」

『……だから、何がだ』

　不ふ審しんそうなカエルの言葉を無視して、僕は猛烈な勢いでパズルを創り始めた。




　そして、約束の三日目の夜。

　おばあさんは再びソファの上にふんぞり返り、僕はそれに対面する形で座り、机の上では相変わらずカエルが湯気を立てている。

　それからパズルが一組、机の上には置かれていた。僕の創ったパズルだ。

「チエノワかい。こりゃまたずいぶん、分かりやすいのできたね」

　おばあさんはうれしそうに目を細めた。

　とりあえず一〇秒もてばいい。彼女が過去最も難むずかしいと言われたパズルを解いた時間も一〇秒だ。それだけもてば、後は大丈夫なはずだ。

　僕は心の中でカウントを始める。一〇、九、八……。

　おばあさんはやや眉まゆをひそめ、老眼鏡を取り出した。

　七、六、五……。

　おばあさんは小さく、ほお、と呟つぶやく。その目に真剣な光が宿り、一度二度、チエノワに触った。

　四、三、二、一……。

「ふむ」

　おばあさんはチエノワから顔を上げ、僕を見るとニヤリと笑った。

「これは取り組みがいがありそうだね。解法がまったく浮かんでこないよ」

　彼女の言葉に、僕は心のうちで大喜びしながらも、慎重に頷うなずいたのだった。




『二一二階』




　林の道の真ん中で、僕達は休きゆう憩けいを取っている。おばあさんは約束通り、下の階への道を開いてくれたのだ。

　で、二一二階にたどり着き、【鍵かぎ】と【門】を探す道の途上。林の作る陽ひだまりの中で僕はコーヒーを作り、カエルといえばいまだにチエノワと格かく闘とうし続けていた。

　僕はカップに入れたコーヒーを一口飲む。うん。いい味だ。

『小僧！』

　突然、カエルの声がした。何かと思ってみてみると、そこには、

『見ろ小僧！　解けた！　解けたぞ！　やはり人類の浅知恵など、我われには遠く及ばなかった！』

　カエルが二つになった輪わを誇らしげに持ち上げている。

『やはり！　やはりな！　我に解けぬ謎なぞなどないのだ！　あの老人も、まあヒトにしてはそれなりに頑がん張ばった方ではないのか!?　褒ほめるべきなのかもしれぬな。うむ。中なか々なかの知恵者といえようか』

　僕はカエルの喜びようにちょっと笑い、カエルは、そう言えば、というような感じで小首を傾かしげて僕を見つめる。

『我には遠く及ばぬまでも、あれほどの匠たくみの者だぞ。あの老人を唸うならせるほどのパズルを、小僧が創つくり得たという事実が信じられぬ』

「ああ、たとえパズルの神様だって唸ると思うよ。あのチエノワ、外はずれるように創ってないから」

　僕はそう呟つぶやいてコーヒーを一口飲む。上じよう機き嫌げんなおばあさんが僕に分けてくれたコーヒー豆で淹いれてみたのだけど、香りといい、味といい、素す晴ばらしい逸いつ品ぴんだ。

　これはおばあさんに感かん謝しやだなと思いつつ、もう一口飲もうとして、カエルの視線に気づいた。

　何を思っているのか、カエルは口を半分開いたまま僕を見つめている。それから、ハタと我に返ったように、僕に向かって告発でもするように右前足を突き出した。

『それではあのパズルに正解はないということか！　詐さ欺ぎではないか！　我はおまえをそのように育てた覚えはないぞ！』

「……僕も育ててもらった覚えはないけど……」

　僕はカップを地面に置いて、ちょっと笑う。

「詐さ欺ぎじゃないよ。絶対解けない、が正解なんだ。刺し激げき的てきなパズルじゃないか。あの世界の人達、パズルに関してはものすごく真ま面じ目めだったからね。正解のないものにも、正解を探してくれるんじゃないかって思ってさ」

『愚ぐ弄ろうしておる！　匠たくみが悲しむであろう！』

「あのおばあさんなら、いっぱい食わされたって笑いながら喜ぶさ。それに、パズルで大事なのは過程なんだろ？」

　カエルは何も言い返せなくなり、ただただ不ふ機き嫌げんにゲコと鳴いた。

　二一三階で受けた屈くつ辱じよくを、ようやく少し、晴らせた気がした。
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『もし、このまま死んでしまうとしたら』




　……つまり僕は死にかけているらしい。あんまり自覚はないけれど。

　目を開けると曇くもった空が見えて、その下をカラスが低く飛んでいる。雨がポツポツと落ちてくる。もう何度同じことを繰くり返したろう。目をつぶる瞬しゆん間かんにはもう死ぬのだと思って、それからまた目を覚ます。眠りと覚かく醒せい、夢と現実の境目は段だん々だんとあやふやになってきて、いつ眠りいつ起きたのか、よく分からなくなっている。

　身体からだが動かない。疲労はひどく、指一本動かすことさえままならなかった。右腕と胸の辺あたりがかなり痛む。左腕の感覚はない。妙なテストを強制的に受けさせられた直後、妙な連中が襲おそってきた。

　それから先はよく覚えてない。持ち物もほとんど奪われてしまった。ガラクタだと言われた情報端末だけが、僕のそばに、無造作に放り投げられている。

　彼女の見せてくれた地ち球きゆう儀ぎが頭の中でゆっくりと回転している。死ぬのは嫌いやだな。死んだら海を見に行けなくなる。彼女は、海で待っていてくれるはずなのに。

　雨は徐じよ々じよに強くなった。雨粒を吸った服は冷たく重く、体温を奪っていく。

　意い識しきは半ば夢の中に浸ひたっているらしく、雨の音の向こうから妙な音楽が聞こえてくる。僕の故郷で、夕方になるとスピーカーから流れる曲だ。そういえば幼い頃ころ、この音楽が鳴ると、一日が終わったんだと残念な気持ちになったんだ。

　不意に、視界に誰だれかの姿が映る。女の人の姿だ。まるで記き憶おくから出てきたように思えた。

「……セリ？」

　僕は、おそらくもう二度と会うことのない幼おさな馴な染じみの名前を呟つぶやく。幻覚は不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげ、僕は目を閉じた。

　思い出の中に浮かぶセリは二両しかない電車のドアのそばに立ち、ぼんやり外を眺めていた。時折僕を見て、目が合うと、少し照れるように笑っていた。懐なつかしいなあ、とそう思っているうちに、意識が途と切ぎれた。




『蛙が一声、ゲコと鳴いた』




　また目を覚ます。雨の音が遠くにあるのが不思議だった。身体は濡ぬれていないし、左腕には痛みを感じている。乾いた布に、僕は包まれていた。全身の痛みははっきりしていて、全身が熱あつく、喉のどは渇き切り、眩暈めまいがする。床ゆかが常に揺れているように感じるし、本当は叫び出したいくらい苦しいのに、その元気さえ残っていない。

　部へ屋やの中にいて、僕はベッドに寝かされていた。頭が重く、痛い。気分は最悪だ。けれど、死ぬかもしれないという気持ちは不思議ともう湧わいてこなかった。

　雨音を背景に静かな旋せん律りつが耳をくすぐっていた。歌詞らしい歌詞はなく、優やさしい声が、寂しいような悲しいような旋律を紡つむぎ出していく。苦労して声のする方に頭を向けると誰だれかが本を読んでいた。

　黒い髪の少女が椅い子すに座って、何かを読みながら鼻歌を歌っている。

　このこが、助けてくれたんだろうか。

「……だれ……」

　声は驚おどろくほどかすれていたけど、かろうじて聞こえたらしい。彼女は本から顔を上げて、じっとこちらを見る。

「……みずを……」

　僕がそう言うと、彼女は無言で立ち上がって、部へ屋やを出て行ってしまった。

　とにかく彼女が水を持ってきてくれることを祈ろう。

　渇きと苦しみと吐き気と熱あつさを紛まぎらわそうと、ぐらぐらと揺れているように思える部屋の中を眺め渡してみる。

　天てん井じようからはランプが釣り下がっていて、暖かな光を周囲に投げかけている。どうやら、旧世界の廃はい墟きよをそのまま住居として改造して使っているらしい。そっけない灰はい色いろの部屋に、手作りらしい粗末な椅い子すと机つくえ。それから黒板らしきものがあって、僕にはまったく判読できない複雑な数式がそこに記されていた。

　机の上にはブリキのカップや、薄うす茶ちや色いろくなった紙の束が置かれている。ひときわ目立っていたのは、蛙かえるの置物だ。今にも動き出しそうなほど精せい巧こうな作りをしている。それはどこか尊大な様よう子すで虚こ空くうを見つめている。

　なんでこんなところにこんなものが、と思っていると、突然蛙は、ゲコ、と鳴いた。

　思わず体を硬直させる僕をよそに、蛙は僕の方を向いて、もう一度ゲコ、と鳴く。

　……生きてたのか。

　蛙の黒い瞳ひとみは何か不ふ思し議ぎなものでも見るように僕を眺めていた。

「ははは。驚おどろいたかい」

　今度は部屋の出入り口から声がした。

　苦労して声のした方に目をやると、車椅子に乗った男の人がいる。やせていて、柔にゆう和わな表情をしていた。

　ランプの光を受けて輝かがやく金きん色いろの髪は久しく手入れをしていないらしく、ぼさぼさだった。身体つきはどちらかというと弱々しいのに、奇妙に落ち着いているように見えた。

　それから、男の人に隠れるようにして、先程の女の子がいた。

[image: ]

　……よかった。手にはカップがある。水を持ってきてくれたんだ。

「苦しそうだね」

　どうにか頷うなずくと、彼は少し笑う。

「いいことだ。回復の兆きざしだよ。もうずいぶん長い間眠っていたんだ。死ぬんじゃないかと思ったよ」

「……あの、みず……」

　彼女が思い出したようにカップを差し出す。助かった。喉のどが渇いて頭がおかしくなりそうだったんだ。思わず笑え顔がおになってカップを受け取ろうとした瞬しゆん間かん、彼女の手がすべり、水はベッドにこぼれた。僕は無言のうめき声を上げる。傷口にしみてとても痛かった。

「……ま、まあ。もう一回持ってこようか。サビ」

　サビと呼ばれた少女は、無表情のまま、また部へ屋やを出て行った。




　水がうまい。二度目はカップを無事に受け取ることができた。

　一口飲んだだけで、身体からだ中じゆうに力が巡めぐっていくような気がした。自然と顔に笑えみが浮かぶ。

「ひどい状況だったよ。アバラが三本、それから左腕の骨が折れてた。足の方はヒビだな。……君は【競きよう争そう】に負けてここに来た。そうだろ」

　あなたは何者なのか。【競争】とは何か。こことはどこか。この世界は一体どういう世界なのか。

　色いろ々いろ訊ききたいことがあったけれど、今は口を開くのも億おつ劫くうだった。

　男の人は笑って、車くるま椅い子すを器き用ように操あやつって机つくえに近づく。

「テストを受けさせられたんだろう。【競争】に負けた君は、街を追い出され、性た質ちの悪い連中にからまれて、面おも白しろ半分に殺されかけた。まあ、よくあることだ。僕ら敗者は、法に守られないからね」

　彼は僕を見て言った。馬ば鹿かにするでもなく、同情するでもなく、事実を確かく認にんするように話す。

　ひょっとしたら彼にも、僕と同じような経緯いきさつがあったのかもしれないと考える。

　思えばこの階層に来たときから、もっと注意して行動するべきだったのだ。

【鍵かぎ】と【門】の情報を得るために、街と呼ばれる場所の出入り口にたどり着いた僕は、門番にバカ正直に尋たずねたのだ。

「すいません。ここに入るにはどうしたらいいのですか」

「……おまえはまだ【競争】を受けていないのか……？」

　僕の言葉を無視して尋ね返す門番に、僕は曖あい昧まいに頷き、その場で捕らえられて、真っ白な中に机が一台あるだけの部屋に連れて行かれた。一週間かけてあらゆるテストを受けさせられた。分厚い筆記テストに体力テストや技術テスト。あらゆる分野のあらゆる能力を試され、そして僕は敗者と判定された。

　それから先は、彼が言った通りだ。

「……あなた、誰だれです？」

　荒い息の中でなんとかそれだけの言葉を紡つむぐ。喋しやべることが、これ程重労働だと思ったことはない。

「僕の名はキオタリ。君と同じように【競きよう争そう】によって敗者の烙らく印いんを押された者だ。下くだらない話だよ。まったく」

「……助けてくれたんですか？」

「敗者の中には弱ってのたれ死ぬ人間がたくさんいる。初めは放っておこうと思ったんだけどさ、サビが助けたいと言ったものだからしかたなくだよ。あのこは、とても面めん倒どう見みがいいんだ。君はサビに感かん謝しやしなきゃいけない。それからついでに、僕もサビに感謝しなければ。君と会えたのは、僕にとってかなりの収しゆう穫かくになるはずだ」

　収穫？　なんの話なんだろう。そんなことを考えていると、サビと呼ばれた少女は俯うつむいて、部へ屋やを出て行った。彼は、ちょっと目を細めて少女を見送り、それから僕に視し線せんを戻す。

　奇妙なほど、真剣な表情だった。

「君の所持品を調しらべさせてもらったよ。僕らの世界には存在しない電子機き器きがあったね。非常に興きよう味み深ぶかかった」

　彼はじっと僕を見る。

「君、この世界の住人じゃないね？　どこから来たんだい」

「……上から。【塔】を降りるために、旅を……」

　キオタリさんは目をつぶり、しばらくの間僕の言葉を吟ぎん味みした後で、大きく頷うなずいた。

「やはり君はこの世界の存在じゃないのか」

　キオタリさんは、僕を見つめる。

「僕はアマチュアの研究家なんだ。【塔】、【鍵かぎ】、【門】、神の代行機き械かいであるところのアントロポシュカ、それから、旧世界で起きた出来事、その他諸もろ々もろを研究してる。さっき逃げて行った女の子はサビ。僕の娘だよ」

　彼はそんなことを言いながら、机つくえの上の蛙かえるを見る。

　僕はといえば、雨の音を聞いて、雨が降っているのに体が濡ぬれないというのは、とても安心できることなのだな、と思っていた。

「街の外は【廃棄場】と呼ばれてる。文字通りガラクタの山ばかりの場所だけど、同時に旧世界の遺い跡せきの宝庫でもある。この蛙も、遺跡から発掘されたもので、機械なんだよ」

　僕はぼんやりと彼を見つめ、彼は僕を見てちょっと黙だまり、それから何かに気づいたようにまた笑う。

「ああ、すまない。君、ボロボロなんだっけね」

　僕はちょっとだけ笑う。とにかく、身体からだがつらい。血液と一いつ緒しよに、全身を痛みが駆かけ巡めぐっているような感覚があるのだ。考えてみればこの包帯を巻いてくれたのはキオタリさんかサビのどちらかなのだ。

　ありがとうございます、と呟つぶやくと、旧世界の遺い産さんであるらしい蛙かえるが一声、ゲコと鳴いた。




『そう、コーヒー。この世で最も素す晴ばらしい飲み物だ』




　それから一ヶ月、僕は寝台の上でまどろみと覚かく醒せいの間を行ったり来たりしていた。

　穏おだやかな日の入り込む昼下がり。窓の外からは遠くまで続くガラクタの山が見えた。

　遥はるか昔に打ち捨てられたらしい廃はい墟きよの群れと、通りや広場に立てられた、露ろ天てん商しようのものらしきテントが見え、空は晴天で、人々がまばらに行き交っている。中なか々なか賑にぎやかだな、と僕は考えていた。

「今日きようは大分、身体の調ちよう子しがいいようだね」

　僕が起きるタイミングを見計らっていたかのように、車くるま椅い子すを軋きしませながら、キオタリさんがやってくる。

　いつものように、僕は小さく頷うなずいた。ここ数日、彼は朝と晩の二度、僕のところにやってきては僕の故郷のことや、そこで起きた出来事、僕が旅をして見聞きしたことを尋たずねた。

　特に、通信装置の向こうにいた彼女の話には大変な興きよう味みをそそられたようで、彼女の話の一つ一つを細部にわたって聞き、それらの一つ一つをメモにとっていく。

　それから、僕の持っている情報端末の扱い方も、実際に動かしながらあれこれと学習していった。彼は次々とノウハウを飲み込んでいって、今では僕の方が、キオタリさんに情報端末の扱い方を習っている始末だった。

　今日もキオタリさんはいつものように情報端末の接続端子をカエルに接続して、画面をじっと見つめながら、あれこれ僕と話をする。

　驚おどろいたことにカエルの背中は開閉式になっていて（閉じているときはつなぎ目なんて一切見えなかった）、そこを開くと接続モジュールが存在していたのだ。

　ここにいたってようやく僕はカエルが機き械かいであることを納得した。まったく、なんという無む駄だな精せい巧こうさだろう。創つくった人はよっぽどの趣しゆ味み人じんだったんだろうな。

「カエルは人工生命という技術方式を用いて創られた知性体である確かく率りつが極めて高いんだ」

　キオタリさんは画面を見つめながら、そんな風ふうに説明してくれた。

「人工生命、ですか？　機械だって聞いてましたけど」

　実際、背中を開いてそこからコードを経由して情報端末に繫つながれたカエルはどう見ても機械にしか見えない。

「身体は機械だよ。でもそれを動かすオペレータシステムに、人工生命という手法が用いられてる。人間が学習の方式や思考のパターンをあらかじめ創つくってやるんじゃなくて、プログラムそのものが、自分で思考パターン、学習方式を創り上げていく。電子空間に脳細胞のネットワークを広げていく感じかな」

「……そんなたいそうなものですか？　僕にはただの蛙かえるにしか見えませんけど」

「人工生命の基幹システムが凍結しているみたいでね。今は、自己管理機き能のうのみが働いている状態、なんじゃないかな。時折何か、こちらを観かん察さつしてるようにも見えるんだけど。……まあ、今のところお手上げだ」

　キオタリさんはちょっと困ったように言った。

「断片的なカエルのデータからはある推測が成り立つ。どうやらこの蛙かえる型がたの機き械かいは、あらゆる機械を制せい御ぎよする機能を持っているらしいんだよ。カエルをインターフェイスに使えれば、僕が隠し持っている、あるものを動かすことができるかもしれない」

　そう言うキオタリさんの目は、少しだけ奇妙な光を帯びているように見えた。

　けれど、それは一いつ瞬しゆんのことだった。すぐに消えて、いつものように優やさしい表情が戻る。

　多た分ぶん、僕の錯さつ覚かくなのだろうと、そのときはそう思った。

「サビが発掘してきたとき、取り扱い説明書でも隣となりに置いてあれば助かったんだけどな」

「……サビって、あの、あなたの娘さん、ですよね。最初に会って以来、全然顔を見ませんけど、ひょっとして僕は何か失礼なことを言ったりしましたか？」

　彼は情報端末のキーボードに置いた手を止めて、じっと僕を見つめ、それから何がおかしいのか、クスクスと笑う。

「君、気づいてなかった？　彼女はしょっちゅうこの部へ屋やに来てるよ。そもそもここは彼女の作業場でもあることだし。カエルのことも大好きだからね」

「僕は会ったことがありませんよ」

「寝てるときを見計らって来てるんだ」

　それはつまり嫌われているということだろうか……。

「大丈夫だよ。あのこは誰だれに対してもそうだから」

　僕の表情を読み取ったのか、キオタリさんは明るくそんなことを言った。

　カエルは相変わらず机つくえの上で柔らかい日差しに、その緑みどり色いろの肌はだを光らせてすましている。どう見ても、動きの鈍にぶい蛙だ。

　机の上には他ほかに、なんだかよく分からない設計図のようなものの山や、僕では読むことのできない言語で記された本などが山ほど、それから、これもなんの用途に使うのか分からない板切れや複雑な電子機器が散らばっている。
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「……キオタリさんはどんな仕事をしてるんですか？」

　僕は作さ業ぎよう机づくえの上にある散らばっている様さま々ざまな部品を見つめる。

「まあ、言ってみれば修理人だよ。街から追い出された敗者達は、お互いに助け合って共同体を作ってる。僕は遺い跡せきから発掘されたガラクタを修復して、食料や生活用品と交換しながらなんとか生きてるんだよ」

　彼は机の上に置かれた装置のうち、板状のものをいじった。すると驚おどろいたことにそれは宙に浮かんだ。

「これは無重力場を作り出す装置だ。遺跡の技術の一つでね。それ程強力なものじゃないから、使い方は限られてくるけど、重いものを動かしたりするのに便利だからね。重ちよう宝ほうしてる」

「……無重力場って……」

「君を運ぶのにも使ったよ。サビの力じゃ、君をここまで運ぶのは一仕事だからね」

　驚いた。この人は本当に、桁けた外はずれに頭がいいらしい。

「ごめんなさい」

「ん？　なんだい急に」

「僕は今まで、あなたをそれ程ほど優ゆう秀しゆうな科学者だと思ってなかった」

「……それは確たしかにごめんなさいだなあ。わざわざ謝あやまらなくてもよかったのに……」

　キオタリさんはそれでも愛あい想そよく笑って、僕の顔を見る。

「大分顔色もよくなってきた。足の骨もそろそろくっついただろうし。明日あしたからリハビリを始めようか。サビが手伝ってくれると思うよ」

「手伝ってくれますかね」

「彼女も同年代の話し相手には恵まれてないから、きっと君には興きよう味みがあるはずだよ。今は照れてるだけなんじゃないかな。うん。多た分ぶん。おそらくは……」

　そう言うキオタリさんは曖あい昧まいな笑え顔がおで、いかにも頼りなさそうだった。

　先行き不安だ。




　次の日から、僕のリハビリが始まった。

　サビの顔を久しぶりに見て、僕はなんとなく愛想笑いをしてみせるんだけど、そんなものはあっさり無視して、彼女は僕から毛布を剝はぎ取る。

「リハビリなど早く始めて、早く終わりにするべきであろう。我われにはこの後、やるべきことがあるのだ」

　口く調ちようはそっけなく、どこか堅苦しかった。女性の標準的な声よりやや高い、彼女の声とその口調はまったく釣り合わない気がした。そういえば、まともに言葉を交わしたのは今が初めてなのだと気づく。

　即席の松まつ葉ば杖づえを僕に渡すと、後はぼんやり僕を見ているだけ。

　……キオタリさんの言う通り、照れてるんだ、きっと。

　そう心に言い聞かせつつ僕は部へ屋やの壁かべに沿ってゆっくりと歩いてみる……が、まったく足が言うことを聞いてくれない。かなりの時間、足を動かしていないせいで、ただ歩くだけでも一苦労だった。

　転んでも、彼女はこちらを見ようともしない。表情もあまり変わらない。日当たりのいい作さ業ぎよう机づくえで何かの本を読みふけっている。

　自分の力で立ってこそのリハビリ、という彼女の方針なのだと思うことにした。

　──うん。とにかく、無理やりそう思っておこう。

　いくらも歩かないうちに身体からだ中じゆうが熱あつくなり、頭がくらくらしてくる。

　いつからそうしていたのか、サビはしばらく僕を見つめて、それから、そろそろ行かねば、と呟つぶやいた。

「もう？　まだ始めたばかりなのに」

「物ぶつ騒そうだから、日の高いうちに帰れとそう言われておる。今日きようはここまでだ。小僧」

　彼女はそう言って、自分だって充分子供じゃないか、という僕の言葉を軽かろやかに無視すると、机の引き出しから一いつ丁ちようの拳けん銃じゆうを取り出した。

「拳銃なんて使うの？」

　彼女はこくりと頷うなずく。

「外は危険なのでな。遺い跡せきでの調ちよう査さを進めなければいけない。カエルについての情報がほしいのだ」

　彼女はそう言って部屋を出た。遺跡や発掘という作業について質問する暇ひまさえなく、僕は呆ぼう然ぜんと彼女が出て行ったあとを見つめる。

「照れてるわけじゃないだろ。これは……」

　陽光に照らし出されたカエルを見つめて、僕はぼんやりとそんなことを考えたのだった。




　その日の夜、僕は初めて二人ふたりと一いつ緒しよに食事をとった。虫の声と人の行き交う声が、窓の外から聞こえてくる。ランプの暖かい光に照らされていて、夜の寂しさはここまで届かない。机の上には豆類（この世界独自の作物らしく、詳しい名前を僕は知らない）の入ったスープと麦むぎ粥がゆ。サビの作る料理はもう何度も食べているけど、飽きることはなかった。質素だけども、絶妙な味付けで、食べているだけで幸せになれるような、そんな気持ちにさせてくれる。

「……サビ。遺跡に何か異状はなかった？」

「ない」

　サビは昼間と同じように淡たん々たんと、どこか芝しば居いがかった口く調ちようでそう話す。料理の持つ味の豊かさからはちょっと想像できないくらい平板な声だ。彼女は一体どうしてこんな風ふうに喋しやべるのだろう。

「何もないならいいんだけど。どうも最近、【狩人かりゆうど】がこの近辺をうろついてるらしいからね。しばらく遺い跡せきに行くのはよしてもらおうと思ってたんだ」

　彼女はスプーンを動かす手を止めて、キオタリさんを見つめる。

「……そう驚おどろかなくても大丈夫だよ。そんな噂うわさを聞いただけなんだ。ひょっとしたらデマかもしれないし、気に病やむほどのことじゃない。発掘はすぐに再開できるよ」

　キオタリさんはそう言って、見ている者を安心させるような笑えみを彼女に送った。

　彼女は一度頷うなずいて、それから、二、三度スープを口に運ぶのだけど、それきり黙だまって、動かなくなってしまった。彼女は席を立ち、ランプの明かりの中から外はずれる。キオタリさんは少し心配そうに食事の手を止め、僕は去っていく彼女の背中を見送って、それからもう一度豆のスープを飲んだ。

「なんですか、【狩人】って」

　キオタリさんはぽかんとした表情で僕を見つめ、それから、そうか、君は別の世界からやってきたんだったね、と呟つぶやいた。

「【狩人】というのは、敗者を管理する街の人間の団体でね。僕らを殺す義務と権利を与えられているんだ」

「……あなた達を殺す義務と権利？」

「我われ々われが敗者だということを、片時も忘れちゃいけない。サドリ君。【競きよう争そう】に負けた以上、君だって敗者なんだ」

　キオタリさんは、呟くようにそう言った。僅わずかな風がランプを揺らし、それに合わせて一度、影かげが大きく揺らめく。

「敗者に生存の権利はなく、敗者に抵抗の権利はなく、従って敗者は人ではない。その命は勝者の住む「街」で飼われている愛あい玩がん動物より遥はるかに価値のないものなんだよ」

　キオタリさんは特にどんな感情を交えるでもなくただ事実だけをなぞるようにそう話す。

「この世界は【競争】というシステムによって成り立っているんだ。戦い、競きそい、勝つこと、それこそが人の幸せの根源である、と一般的にはそう思われている。一生に一度だけあるこの【競争】で、その後の人生が全すべて決まってしまう。考えてみれば馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だ」

　キオタリさんは少し黙る。その目にはなんだかこの世界に対する不満や憤いきどおりみたいなものがあるような気がした。

「【競争】というのは平たく言えばある一定の基準に従って勝者と敗者を分ける行為だ。競争こそが、この世界のルールそのものだと言っていい。あるボーダーラインを通過できない者は皆、人権の剝はく奪だつというペナルティを与えられる。なんらかの形で勝者が敗者より優ゆう位いに立てなければ、勝者という言葉に意味がなくなり、競争の意味がなくなってしまうから」

　あまりにもメチャクチャな話で、僕はしばらく言葉の意味を飲み込むので精一杯だった。

「……質問してもいいですか？」

　一通り状況を理解した後で、僕はそう口を開いた。

「どうぞ」

「勝者と敗者を、一体誰だれが判定するんでしょう」

　彼は少しうれしそうな顔をした。模も範はん的てきな解答をした生徒に対する教官の笑えみのようだと僕は思った。

「神だと言われてるね」

「……神、つまりアントロポシュカですか？」

「そう。神の代行機き械かいにして楽園の管理者。この世界の【幸せ】を司つかさどる、全すべての母アントロポシュカ。彼女が競きよう争そうを管理し、運用し、賞しよう罰ばつを与え、人々に勝利者の誇りを与え、敗北者に絶望を与えている」

　彼の目には何か不ふ思し議ぎな色合いがある。表面上はまったく冷静だったけれど、彼は自分の喋しやべっていることにまったく納得しておらず、怒りさえ覚えているように見えた。

「どうしてアントロポシュカはそんな世界を作ったんでしょう」

「まさに神のみぞ知る、だ。アントロポシュカは旧世界の資料から【幸せ】を算出し定義する。おそらく旧世界には競争に打ち勝つことを至し上じようとした社会があったんじゃないかな。アントロポシュカはそれを僕らに提供してくれているだけなのかもしれない」

　キオタリさんはそんな風ふうに言った。君にいいものをあげるよと、車くるま椅い子すを動かしてタンスの前に移動し、何かを取り出す。

　革の鞘さやに収まったナイフだった。

「……こんなものでも、ないよりはましかな」

　彼はナイフを引き抜き、迷いのない動作でそれを投げた。銀ぎん色いろの刃やいばは空気を切り裂いて飛び、壁かべに立てかけてあった折りたたみの椅子の脚部に深々と突き刺さった。

「敗者は何をされても文句は言えない。拳けん銃じゆうは貴重なんだ。君はこれで我慢してくれ」

　彼はナイフのそばまで寄って、それを引き抜き、鞘に収めて僕に渡してくれた。

「……あの、なんでこんなによくしてくれるんです？」

　ここまで親切にしてもらえると、逆に疑いたくなってしまうのもしょうがない。旅を始めてそんなに時間が経たっているわけではなかったけれど、無む償しようの親切程怖いものはないことぐらい、身をもって知っているつもりだ。

　キオタリさんはランプの光の中で、じっと僕を見つめた。

「君の持っている別の世界の情報は大変勉強になる。それから、君が故郷の【天文台】から持ち出したっていう情報端末と呼ばれる電子機き器きもね。おかげで僕の研究は大分進んでるんだ。いくら礼を言っても足りないぐらいだよ。一方的な親切ってわけでもないさ」

　それに、とキオタリさんは少し笑う。

「助け合いってのはわりと悪くないものだよ。勝者も敗者も関係なくね」

　キオタリさんは車くるま椅い子すを器き用ように回す。

「記念だ。コーヒーを振ふる舞まってあげるよ」

「……こー、ひー？」

「そう、コーヒー。この世で最も素す晴ばらしい飲み物だ」

「はあ」

　よく分からずに、僕は曖あい昧まいな返事をした。

「準備をするから、サビを呼んできてくれないか。そこを出てすぐのところに部へ屋やがあるだろう。そこがサビの部屋だよ。それとも、歩くのはまだつらいかな？」

　いえ、もう大丈夫です、と返答して僕は歩き出した。すぐそこまでなら、リハビリにもなるしちょうどいい。

　戸の前に行くと、僅わずかに開いているのが分かる。

　見ようと思ったわけではないけど、部屋の中の様よう子すがはっきりと脳のう裏りに焼きつく。

　窓から入り込む月明かりは美しく、彼女の白い肌はだを青く浮き立てていた。彼女は窓まど際ぎわの椅子に座っていた。

　月光は床ゆかに彼女の影を柔らかく映す。彼女は何を思っているのか、机に置かれたカエルをじっと見つめている。その目には、僕が見たことのない優やさしさと奇妙な怯おびえがあるように思えた。

　彼女は呟つぶやいている。

　神様、神様、神様。

　自分を敗者に追いやったアントロポシュカに彼女は一体何を祈っているのだろうと、僕は考え、それから……。

　一歩踏み出した音が静けさを破り、彼女は素す晴ばらしい勢いで拳けん銃じゆうを取り出すと僕に向けた。

　それから、しばらく僕を見つめ、確かく認にんするとため息をついて拳銃を下ろした。

「何の用だ」

「キオタリさんがコーヒーを用意するから呼んで来いって」
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「……コーヒーは好きだ」

　彼女は拳けん銃じようを置いて、僕を見た。無表情な声が、先程より少しだけ弾んでいるような気がした。




　その後、コーヒーというものを初めて飲んだ。真っ黒な液体で、滅めつ多たに手に入らない高級な品物なのだという。

　僕のいた世界や、今まで旅をしてきた世界ではまったく見たことのない飲み物だった。

　キオタリさんは大げさにうまいと叫び、サビはごく控えめに、美味であると呟つぶやく。

　どれだけおいしいのだろうと思って僕は一口飲み。その苦にがさに絶句した。どこがおいしいのかまったく分からない。

「どうだい。おいしいだろう？　とっておきのいい豆なんだ」

「……おいしいです」

　苦い。確たしかに香りはいいかもしれないけど……。後はひたすら苦い。

　よっぽど複雑そうな顔をしていたのだろう。キオタリさんは笑っていたし、サビはあからさまに軽けい蔑べつした目を僕に向けた。

　まったく、ひどい話だと思う。

「慣なれれば癖くせになるさ」

　そうキオタリさんは言うけど、慣れるまで飲み続けないだろうな、と僕は思った。




　ときどき振ふる舞まわれるコーヒーのよさもさっぱり分からないままに、さらに時は流れた。遺い跡せきに発掘に行くことのできないサビが、ずっとリハビリを見ていてくれたせいだろうか。歩く程度なら支障がないくらいまで、僕は順じゆん調ちように回復していた。

「うむ。大分よくなったようだな」

　慎重に歩いていた僕の横で、本から顔を上げた彼女はそう言ってくれる。

「まあ、どうにか歩けるようにはなったではないか」

「サビの手伝いもあったしね」

「……我われはただ見ていただけだ」

「見られていると頑がん張ばろうって気持ちになるからさ。一人ひとりでやるよりずっとよかったと思う」

「……うむ。殊しゆ勝しような心がけだ。これからも精しよう進じんするがいい」

　なんとなく恥ずかしそうにして、彼女は言った。サビなりの祝福なのだと受け取っておくことにしよう。

　部へ屋やの向こうでは、キオタリさんとお客さんの話し声が聞こえてくる。

　キオタリさんは、以前説明してくれた通り、敗者のささやかな共同体で便利屋のような仕事をしている他ほかにも、どうやら色いろ々いろな相そう談だん事ごとに乗ってもいるらしい。

　いわく子供の病気が治らないとか、いわく近所のいさかいをなんとかしてほしいとか、小さなことがほとんどだ。

　僕は二、三、彼から忠告を受けていた。カエルのことは誰だれにも口外してはいけない。もし知らない人間に彼のことを尋たずねられても、研究家であることは絶対に伏せ、ただの便利屋であると話すこと。そうだ。彼はまるで何かに追われているみたいだった。

　それ以外はおおむね、変わったことはなく、今日きようもお客さんはひっきりなしにやってきた。

「……君のお父さんは、人気者なんだね」

　部へ屋やの中をゆっくりと歩きながらサビにそう尋ねると、サビは小さく頷うなずいた。

「当然だ」

　それだけ言って、再び本を読む。

「それにしても、このところ客が多い。今日は共同体の長おさどもまで会談に来ている。これでは肝かん心じんの研究が進まないではないか」

　彼女は少し不ふ機き嫌げんそうに言って、僕はその横顔をちょっと意外な気持ちで見つめる。

「なんだ」

「……いや、ひょっとして、寂しいのかなって思ったんだ」

　彼女は顔を上じよう気きさせて、立ち上がり、そんなことはない、と言った。

「我われは研究が進まないと言ったのだ。なぜ我が寂しいと思う必要がある！」

「ご、ごめん」

　彼女はしばらくそのまま僕をにらみつけ、それから椅い子すに座り直す。自分の声に自分で驚おどろいたかのように、咳せき払ばらいを一つした。

「ふん。分かればいいのだ。反省し前進せよ」

　彼女はまた本を読み始める。

「……カエルの研究は進んでる？」

「小僧に教える義理はない。労せずして情報を得られると思ったら大間違いだ」

　サビとの会話はどうしてこう、一方通行になりがちなんだろう、と思いながら僕はリハビリを続け、それからしばらく経たった頃ころ、彼女は再び口を開く。

「カエルの復活は急務で大事だ。進んでいなければ困る。カエルは旧世界の遺い跡せきから発掘された唯一と言っていい程完かん璧ぺきな発掘品だ。カエルの知性が復活すれば、旧世界の技術を使いこなすこともできるようになろう。我々が【狩人かりゆうど】に怯おびえる必要は、もうなくなるかもしれない」

　彼女はそれから少し黙だまって、小さな声でこう付け足す。

「おまえが来てから、急きゆう激げきに研究が進み始めているとキオタリは言っていた。キオタリが喜ぶと我もうれしい。……感かん謝しやしている」

　彼女はそれだけ言うと、再び本を開いて、頭をうずめるようにそれを読み始めた。僕は呆ぼう然ぜんとそれを見つめ、それから、気を取り直してリハビリを続けた。

　机つくえの上にはいつものようにカエルがいて、全すべてを理解しているかのような顔で、ゲコと一度鳴いた。




　それからさらに数日が経たった頃ころ。リハビリは完了した。ようやく満足に歩くことができるようになった。

　せめてもの恩返しにと、僕は今までに見てきた旧世界の装置のことを話す。共通してどのような機き能のうを持っていたか、とか、どのようなシステム体系であるのか、とか、そんな話を。キオタリさんはあまりに熱ねつ心しんに聞いてくれて、怖いぐらいだった。

　窓の外は晴れていた。遠くから露ろ天てん商しようが客と何かを売り買いする声が聞こえている。カエルと、カエルに繫つながれた情報端末。それを囲むキオタリさんと僕と、それからサビが近くで本を読んでいた。部へ屋やの中は明るく平和だった。キオタリさんはときどきつまらないジョークを言って笑い、サビは時折、本から顔を上げて、キオタリさんと僕を見つめている。

　なんだかずっと昔から、こういう生活をしていたような気がしていた。

「ねえ、サドリ君ちょっと訊ききたいんだけど」

　研究を一休みして、キオタリさんが淹いれてくれたコーヒーをおっかなびっくりに飲む僕を、キオタリさんはじっと見つめて口を開く。

「君はこれからどうするんだい？　身体からだも治ったし。僕としては、いつまでも一いつ緒しよにいて、研究を手伝ってくれないかって思っているんだけど」

「僕はいずれ旅に出なければいけません。……【塔】の外に、やっぱり僕は行きたい」

　答えを予期していたかのようにキオタリさんは微笑ほほえむ。サビは何を考えてるのかよく分からない、いつもの無表情で僕を見つめる。

「すごく唐とう突とつなんですけど。もしよければ、一緒に行きませんか。【塔】の外へ、海を見に」

　キオタリさんはしばらく黙だまって僕を見ていたけど、やがて静かに首を振った。

「魅み力りよく的てきな申し出だけど、僕は旅に向いていないよ」

「……すみません……」

「謝あやまる必要はないさ。単なる事実だから」

　サビは何も言わず、ただ僕を見ていた。二人ふたりはここにずっといるのだろうと思った。僕はやはり、それを少し寂しいと考えた。

「そろそろ、発掘の仕事を進めよう。【狩人かりゆうど】達を見たという話もあんまり聞かなくなった。カエルの復活を急いだ方がいいと思う。近ちか頃ごろ、妙に胸むな騒さわぎがするんだ。サビ、行ってくれるかい」

　キオタリさんの言葉にサビは頷うなずく。

「あの、僕も同行してかまいませんか？」

　僕は思わずそう言っていた。自分でも、なんでそんなことを言ったのかよく分からない。キオタリさんは驚おどろいたように僕を見つめ、それから、何を思ったのか優やさしく微笑ほほえんで、もちろん、と言ってくれた。




『まるでピクニックみたいだと、僕は思っていた』




　キオタリさんとサビに助けられてから、外に出るのは初めてだった。【廃棄場】と呼ばれるのにふさわしく、廃はい墟きよばかりがどこまでも続いて、迷路のようになっていた。

　露ろ天てん商しようは廃墟と廃墟の間に布を張って品物を展開し、通りを行き交うのは若い人ばかりで活気があった。

　空気の中に肉が焼かれる匂においが混じっていて、どこにいても、商売の駆け引きや、笑い声や、誰だれかを怒ど鳴なり散らす声が聞こえた。どこか、活気のいい市場に来ているような気持ちになる。空はよく晴れていて、雲一つない。久しぶりの外に、正直に言えば僕はかなり興こう奮ふんしていた。

「……敗者の住む場所にしては、ずいぶん活気があるんだね」

「この程度の規模になると、【狩人かりゆうど】でも中なか々なか手が出せない」

　サビが無表情にそう言った。

「自じ警けい団だんも組そ織しきした。単体の【狩人】であれば、なんとか追い返すことができるやもしれぬ。キオタリが方々に手配して作ったのだ。今、この共同体は追われる者の寄り合いではなく、この地に暮らす者の新しい生活の場になろうとしている」

　サビはいつもより雄弁だ。よく話し、僅わずかだけど表情さえ変える。ひさしの陰かげから出て日の光を受けた彼女の顔は、どこかしら、誇らしげにも見えた。いつもより少し楽しそうだ。多た分ぶんキオタリさんの自慢ができてうれしかったんだろう。

　彼女はふと、僕を振り返り、じっと見つめる。なんだか緊きん張ちようする。改めて見ると彼女は少し、いや、とても綺き麗れいに見える。

「……なに？」

「腹が減るやもしれぬ。弁当を買っていこう。今日きようは少し贅ぜい沢たくをしてもよいと、キオタリに言われておるのだ」

　相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらだったけれど、目にはどこか、今まで見たことのないような輝かがやきがあるような気がした。

　彼女は上じよう機き嫌げんに露店に来るといくつかいい匂においのする串くし焼やきを選び始める。

「問うぞ。小僧」

　ほとんど同おない年どしであるはずのサビは露店の前で何本かの串を持つ。

「そちらの店はよい素材を使った至高なる肉串。だが高い。こちらの店はそれなりに美味である肉串だが、安い。少量の至高の味と、多量の肉串、おまえならどちらを取る」

「そこそこのヤツ」

　僕の返答に彼女はまったくその通りだという感じで頷うなずく。

「物事の道理が分かっているではないか」

　彼女は露ろ店てんの主人に、四本くれ、と頼む。

「はいよ。そこそこのヤツ四本だ」

　サビは気にしなかったようだけど、露店の主人の額ひたいに青筋が浮いていたのを、僕はきっちりと確かく認にんしていた。




　共同体は活気があるわりには意外に小さく、そこを出ると途と端たんに人の姿を見かけなくなる。

「共同体もあまりに規模が大きくなると【狩人かりゆうど】が本格的な排除にかかる可能性がある。敗者には敗者に見合った生活をと彼らは我われ々われに強要するのだ。でなければ、彼らが勝者たるゆえんがなくなってしまうのでな」

　サビはそう呟つぶやいて、それから気を取り直すように僕を見つめる。

「遺い跡せきは呪のろいの場所と呼ばれている。実際に危険な場所だから、敗者も【狩人】も近づかない。この世界で唯一の自由な場所と言ってもいいのかもしれない」

　しんと静かで、どこまでも廃はい墟きよの群れが続いていた。

　ただ沈ちん黙もくする建物の間を、僕達は歩く。日は優やさしく、遠くから何とも知れない鳥の声が聞こえてくる。平和でのんびりとしていて、僕とサビの足音だけが辺あたりに響ひびいている。なんとなく、気持ちも優しくなってくるような気がした。

　サビはまったく迷わない足取りで歩き続け、長ちよう距きよ離りの歩行はまだ慣なれない僕を気き遣づかってか、時折歩く速度を落としてくれた。

「……その、遺跡っていうのはどこにあるの」

　小さく息をつきながら僕が尋たずねると、彼女は静かに頷く。

「目を閉じ、耳をすませてみろ」

　その言葉に従うと、風の弱く吹く音の向こう側に水の流れる音が僅わずかに届く。

「行こう。すぐだ」

　サビの言葉に少し元気を取り戻して、僕は歩き続けた。




　そこは明らかに他ほかの場所と違っていた。

　廃墟の群れを森が覆おおっている、というのが最初の印象だ。いかに旧時代の建造物とはいえ、永遠ともいえる年月と、植物の侵食する力には勝てなかったのだろうが、あちこちが崩れて倒とう壊かいし、こけや木々の根に蹂じゆう躙りんされていた。

　人の気け配はいはまるでなく、呼吸する空気にさえ、古びた時間を感じるような気がした。

「……なんで、ここだけ森が？」

　呟く声は永い間眠っていた空気を揺らす。サビは僕を見ることもなく、周囲を眺めていた。
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「旧ふるい時代、ここは生物学の研究施設であったらしく、実じつ験けんを兼ねた強化植物の培ばい養ようを行っていた。永ながい永い年月を経へて、人々が旧世界の技術を忘れていき、この遺い跡せきも捨てられた。以来、この遺跡を巡めぐる循じゆん環かん液えきがなければ生きられない者達の楽園と化したのだ、ここは」

　古びた森の中を道に沿って歩いていく。それからサビは、突然立ち止まり、僕を振り向いた。

「ここから先の遺跡は生きている。油断すればああなる」

　彼女が指差した先には、半ばコケに覆おおわれた人の白骨体があった。それを見た瞬しゆん間かん、彼女の言葉には絶対に従おうと心に決めた。

「……どうすればいいの？」

「経けい年ねんによって侵入者を迎げい撃げきする装置の一部が機き能のうを停止している。その間を通って遺跡に向かう。細心の注意を払い、我われについて来い」

　僕は一度大きく頷うなずき、彼女の後ろを慎重に歩いた。

　コケと種々の見たこともない植物達の間から、不ふ可か思し議ぎな小動物達が時折顔を見せた。

「我はここが好きだ。ここには【狩人かりゆうど】は来ない。ここには敗者も勝者もない。奪う者も奪われる者もない。怯おびえることも、怯えさせることもない」

　彼女はそう言った。ひょっとしたらサビの身の上にも、何か悲しい出来事があったのかもしれない。僕は一いつ瞬しゆん考えて、すぐにやめた。人のことをあれこれ勝手に推測して、何かいいことに結びついたことなど、今まで一度たりともなかったから。

　森の中を歩くうちに小さな用水路のようなものが見えて来る。それをまたぐアーチ型の小さな橋で、僕らは食事をとった。

　コケの生はえた、今にも崩れそうな、というか一部崩れている橋だ。彼女が言うには、この辺あたりでは唯一、問題なくくつろいでいられる場所なのだと言う。

　彼女は肉にく串ぐしを広げて食べ始める。

「……うむ、美味である」

　サビはそんな風ふうに言うけど、いつものような無表情で食べるものだから、まったくおいしそうじゃない。

「遺跡で調しらべるとか発掘とかいうけど。具体的にはどうするの」

「うむ。普ふ段だんは遺物を発掘したりする場合が主おもだが、今回の対象は情報そのものだな。おまえをここに連れてきたのには理由があるのだ。おまえの持っている情報端末を使って、カエルのデータ、早い話が取り扱い説明書のようなものがあるかを調べ取得する。……どうした？　なぜ我われをじっと見る？」
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　目が合うと、彼女はどういうわけかすぐに俯うつむいて、顔を赤くして自分の食べている肉にく串ぐしをじっと見つめた。

「……ひょっとして、我われに見み惚とれておったのか？」

「いや、やっぱり君は、不ふ思し議ぎな喋しやべり方をするなと思ってさ」

　彼女はムッとしたように僕をにらむ。

「我はあまり、自分を表現するのが上う手まくないのだ。本を読んで喋り方を覚えていたら、いつの間にかこうなった」

　彼女はまた俯いて少し黙だまり、それから、顔を上げて少し心配そうに僕を見た。

「やはり、変であろうか」

「僕は嫌いじゃないよ。その喋り方」

　僕は何かおかしなことを言っただろうか。彼女は返事もせずに、ますます顔を赤くして、無言で肉串を食べることに集中した。

　後は、僕もサビも無言で食事をする。サビは喋るのが好きじゃないみたいだし、僕も、喋る必要を感じなかった。喋らなくても、居い心地ごこちは悪くない。風が吹き枝葉が揺れ、それに合わせて網あみ目め模様の影かげが揺れる。暖かい日だった。

　まるでピクニックみたいだと、僕は思っていた。




　それから、サビに連れられて地下に入る。こちらは植物の侵食を受けておらず、天てん井じよう付近に非常口と記された記号が、規則的に浮かび上がって、暗くら闇やみを照らしていた。

　行き着いた先は、やはり緑みどり色いろの淡あわい光に満ちた部へ屋やだった。

　何もない広い部屋の真ん中に、コンソールらしき台が設置されている。幅の広いキーボードと、ボール型の操そう作さ装置を備えたコンソールは、僕の故郷にあった天文台のものに非常によく似ていた。

「……接続できるのか？」

　ノート型の情報端末からコードを取り出す。規格が合うか不安だったけれど、あっけなく接続できた。

　一いつ瞬しゆんで虚こ空くうに文字情報が浮かび上がっては消えていく。

「いけるか？」

「待って」

　情報端末に指を躍おどらせ、検けん索さくすべき情報を探していく。情報端末の画面には大量の記号が滝のように流れ、コンソール周辺の空間は、現れては消える情報によって埋め尽くされる。

「……キオタリには遠く及ばぬが、おまえも中なか々なかの腕だな」

「天文台の機き械かいは散さん々ざんいじったからね。情報の引き出し方なら、心得てる」

　画面に没頭し、情報の波から必要なものだけを集めて再構成し、それを手がかりに再び膨ぼう大だいなデータを調しらべ直す。

　カエルの情報群を見つけるのに、ものの数分もかからなかった。僕はそれらを情報端末に保存し、そして、あることに気がついた。

　画面を埋め尽くした情報に隠れて、小さく記されているものがあった。

『現在の施設内の生体反応、三』

　二人ふたりなら分かる。けど、三人？

「……サビ、誰だれかいる」

　そう呟つぶやいてみるけど、答えはなかった。

　画面から顔を上げて、周囲を見渡す。

　非常灯に照らされた薄うす暗くら闇やみの部屋。そのどこにも、サビはいない。

　この遺い跡せきに入り込んだ誰だれかの気け配はいに気づいて、探しに出かけたのかもしれない。

　情報端末を使って、機械を操作する。一つの生体反応はこの部屋にある。つまり僕自身だ。

　後二つの生体反応は、同じ場所にあった。

　この部屋を出た、廊下の突き当たり。すぐそばだ。僕は情報端末をズダ袋にしまい込んだ。

【狩人】という言葉が頭の中で閃ひらめく。キオタリさんは、最近【狩人】が出没していると言っていなかっただろうか。物ぶつ騒そうになっていて、だからサビは発掘に出かけなかった。もしまだ、遺跡の周辺に【狩人かりゆうど】が出没するのだとしたら……。だとしたら、このままではサビが殺されてしまう。頭の中が熱あつくなる。全身をものすごい勢いで血液が循じゆん環かんし、汗が噴ふき出る。脳のう裏りに、この階層に降りてすぐに受けたひどい暴ぼう力りよくの記き憶おくが浮かぶ。

　腰のナイフに手を伸ばす。手の震ふるえが分かる。

　殺されるかもしれないという恐怖が一いつ瞬しゆん頭の中を荒れ狂い、僕はそれでもナイフの柄つかを握りしめる。

　何もしないで彼女が死んだら、きっと僕は一生後悔する。

　覚悟を持ってナイフを引き抜く。非常灯の光に刃やいばが鈍にぶく輝かがやく。

　空気を裂くような発砲音が二発聞こえ、ついで、短い悲鳴が聞こえた。

　サビの声だった。なんの脈絡もなく、月明かりの中で神様神様神様と呟つぶやいていたサビの姿が脳裏に閃ひらめく。

　考えるより早く、僕は走っていた。身体からだ中じゆうから汗が噴き出る。上下の歯が勝手にぶつかって、ガチガチと鳴る。呼吸は荒くなり、頭が異常な程熱あつい。

　廊下に出るとすぐにサビの姿が見えた。非常灯の明かりの下にサビは倒れていた。それを見た瞬間、僕は叫び声を上げている。

　ナイフを構え、サビのそばで棒ぼうのようなものを持った奇妙なモノを見つめる。

　厚手のビニールのようなもので全身を覆おおっていて、顔に当たる部分だけが、黒いガラス質の素材だった。見覚えがある。僕を殺しかけたやつと、同じ格好をしている。

　それが【狩人】であろうとなかろうと、そんなことはどうでもよかった。重要なのは、それがサビを傷つけたという事実だけだ。

　視界は異様に狭まり、目の前の奇妙な人型の何かしか見えなくなる。

　自分が何かを叫んでいるだろうということは分かったけれど、何を叫んでいるかは分からない。

　とにかく、ソレが振り向き、棒を僕に向けたその瞬間、僕はナイフを構えたまま、ソレに思いっきりぶつかっていた。

　鈍い手ごたえ。思ったより軽い感覚があって、ソレと共に硬い床ゆかに転がった。刃は、ソレのスーツを貫くことはなく、血もついてはいなかった。傷なんて一つも与えられていない。ただバランスを崩しただけだ。

　勝てるなんて最初から思ってなかった。逃げるしかない。僕はすぐにサビに駆け寄る。

　頭から血を流しながら、彼女は僕を見上げる。

「逃げよう。急いで」

　僕は彼女の手を取って走り出した。彼女は最初呆ぼう然ぜんとしていたけれど、やがてしっかりとした足取りで走る。ソレがどうなったのか確たしかめることもせず僕らはただ恐怖に駆り立てられて、メチャクチャに走り続けた。




　遺い跡せきから充分に離はなれたところで、僕とサビは立ち止まる。

　そこで初めて、空が赤くなっていることに気づいて、今は夕暮れなのだと思い至る。

　僕はズダ袋から布を取り出して、彼女の傷の手当てをした。普ふ段だんならおそらく、自分でやると言ったであろう彼女は、ただおとなしくしていた。

「……人を撃うったのは初めてであった」

　長い沈ちん黙もくの後で、彼女は無表情な声でそう言った。

「……あの連中に殺されかけたのは、これが二度目だ」

　彼女はそう呟つぶやき、じっと僕を見つめる。

　そこでようやく僕は、彼女の目が僅わずかに潤うるんでいることに気づいた。

「二度目だったのだ。小僧。死ぬのだと思った。我われは死ぬのだと……」

　彼女はそう繰くり返かえし、繰り返すたびに身体からだの震ふるえは大きくなっていくようだった。

「狩人かりゆうどは、我を殺そうとして、我も狩人を殺そうとした。……戦いは嫌いだ。こんなに意味のないことは、他ほかにない」

　僕はどうすることもできずにサビを見つめる。ひょっとしたら、本当は抱きしめてあげるのがいいのかもしれないと、そう思ったけれど、そんなことをする勇気は僕にはなかった。

　彼女はただずっと、立ち尽くしていて、僕はその隣となりでバカみたいに彼女を見つめていた。

「小僧、あの場は、おまえは逃げるべきだった。狩人相手だ。おまえのような素人しろうとに何ができる。おまえの判断は間違っていた」

「……でも、生きてるじゃないか」

　彼女はちょっと僕を見て、それから小さく頷うなずいた。

「幸運だったのだ。おまえも、……我も」

　彼女はしばらく黙だまって、それから呟く。

「感かん謝しやしている。どちらかと言えば、おまえが生きていることに」

　小さな声だったけれど、その言葉は不ふ思し議ぎなくらい印象に残った。




『サドリ君。僕は悪人だろうか』




　僕達が帰ったときには、夜になっていた。キオタリさんは疲れ切った僕達を見て驚おどろき、僕達の話を聞くうちに徐じよ々じよに納得したような顔になっていった。

「……そうか。怖かっただろう。二人ふたりともよく無事に帰ってきた。後は僕に任せて、今日きようは休むといい」

　彼女は小さく頷いて部へ屋やを出て行き、僕も自分に与えられた部屋に行こうとして、ふと、振り返る。

　どうしても気になることがあったのだ。

「……ねえ、キオタリさん」

　コーヒーを飲もうとしていたキオタリさんがこちらを振り向く。

「サビとあなたはあまり似ていませんよね。あなたの髪は金きん色いろなのに、サビは黒い」

　キオタリさんは、僕の言葉の真意を考えるようにしばらく黙だまり、それから言った。

「サビの父親は僕だ。それでいいじゃないか。君になんの関係がある」

　彼は何かを思い出すように言う。言葉は深く冷たかった。

　サビの父と母は、おそらく【狩人かりゆうど】に殺されたのだろう。サビだけが、生き残ったのだ。

　けれど、それはキオタリさんの言うように、僕が踏み込んでいい事柄じゃないということもなんとなく分かる。

　僕はモヤモヤとした気分のまま自分の部へ屋やに戻って眠った。




　遺い跡せきで【狩人】と戦ったという話を聞いても、キオタリさんは共同体の人達には特に何も伝えなかった。それどころか僕らに、無用に騒さわぎ立てることのないようにと念を押してくる。僕の周囲は何も変わらず、変わったことと言えば、共同体では見たことのない男の人が、頻ひん繁ぱんに出入りするようになったことくらいだ。

　誰だれだかは、よく分からない。言動の一つ一つはとても礼れい儀ぎ正ただしいのだけど、なぜか不吉な印象を人に与える。彼と話しているときのキオタリさんは、いつもよりずっと小さな声で、何かに怯おびえるような顔をする。

　お客さんが来ていないときは、彼は何か別のことを調しらべるのに忙しそうだった。何をしてるのかと尋たずねても、彼は適当にとぼけるだけで教えてくれない。ただ何かに追い詰められるように毎日を過ごす。

【狩人】が遺跡に現れたことなんて誰も気づかないまま平和な毎日が続いていった。

　遺跡での発掘は、あれ以来行われていない。僕はなぜか、何かがおかしな方向に進み始めている気がしている。なんだかよく分からない漠ばく然ぜんとした不安が、頭の中のどこかに居座っている。

　遺跡に行くことを禁じられたサビは、僕に手伝わせてカエルの研究をすることにしたらしい。僕も喜んで協力するつもりでいる。

　本来であれば、早くこの世界から抜け出して、下の階層に向かわなければいけないのだろう。それでも、自分を助けてくれた人達を置いて行くというのは、あまりにも恩知らずな気がしていた。

　……いや、それは正直な言葉ではないだろう。ただ単に僕はここで、キオタリさんやサビと一いつ緒しよにいたいだけなのかもしれない。

　こんな風ふうに、人と一緒にいられることが懐なつかしくて、うれしかっただけなのかもしれない。




　晴れた日の午後、僕が遺い跡せきから持ち帰ったカエルのデータをにらみ考え事をしていたとき。

「……コーヒーを持ってきた」

　彼女はそう言って作さ業ぎよう机づくえに座った。僕の目の前に、黒い液体の入ったカップが置かれ、いい香りが立ちのぼった。

「ありがとう。でもいいの？」

「キオタリが、いつも頑がん張ばっているようだから、ねぎらいだと言っていた」

　僕は苦笑して、コーヒーを一口飲む。

　やはり、苦にがい。サビはちょっとだけ、眉まゆをひそめる。

「美味、という顔ではないな。ひょっとして、この味は好まぬのか？」

　サビの残念そうな声に、僕は少しだけ笑った。

「いや、好きだよ。多た分ぶん、飲み続けていればそのうち好きになるんだと思うけど──」

　サビが、なんだか真剣に僕を見ていた。

　あんまり真剣過ぎて、僕は自分の言葉を続けるのをやめてしまった。

　部へ屋やの向こう側で、キオタリさん達の話す声が聞こえてくる。

　サビはじっと、僕を見つめていた。それから、ふと視し線せんを外はずして、カエルの黒い瞳ひとみを眺めた。

「……それなら、まあいい。時間をかけて、好きになってくれればそれでいい」

　サビはそんな風に言って、後は黙だまった。

　僕もなぜか、少し居い心地ごこちが悪くなって、再びカエルに繫つないだ情報端末を見つめた。けれど、まったく集中できなかった。

「問うてもよいか、小僧」

　それから、しばらくして、彼女は尋たずねる。キーボードに走らせる指を僕は止めた。

「なぜ旅をしようと思った。旅をやめようと、思ったことはないのか？」

　サビは途と切ぎれ途切れにそう尋ねる。

「……僕はあんまり、意志の強い方じゃないから。旅をやめたいと思うことはしょっちゅうあるよ」

　僕は考えながら答える。ちゃんと真しん摯しに答えなきゃいけないような気がした。

　サビの瞳はじっと僕を見つめる。答えをあらかじめ知っているような、落ち着いた目だった。

「でも、【塔】の外に行きたいんだ。海を見てみたい。僕に世界の秘密を教えてくれた人が、そこで待ってるかもしれないから」

　彼女は一度、小さく口を開き、何かを言いかけ、それから考え直したように口を閉じる。

「どのようなものなんだ、海というのは」

　無表情にサビは尋ねる。

「どれだけ遠いか分からなくなるぐらい遠くまで、見渡す限りの水たまりなんだって聞いた」

「噓うそだ。【塔】がこの世界の全すべてだ。そんなものが存在するとは思えない。おまえは騙だまされている」

「……海で待ってるって、彼女は言ったんだ」

「……彼女？」

「うん」

　サビは僕を少し見つめて、それから俯うつむいて黙だまる。僕も黙った。

　窓から入り込む光が、空中の埃ほこりを輝かがやかせていた。

　僕のキーボードを打つ音だけがやけに存在感を持っていたように思える。

　サビの淹いれてくれたコーヒーが、湯気を立てていた。




　遺い跡せきから持ち帰った情報から推測して、カエル復活の手がかりが見つけられるのは、このしばらく後だ。




　その日の夜、僕は食卓で昼間の発見をキオタリさんに相そう談だんしてみた。

「……カエルを復活させる鍵かぎ？」

　食事の手を止めて、キオタリさんは僕を見つめた。

「暗号解除のプログラムは使ってみたかい」

「もちろん」

「でもダメだった？」

「その通りです。パスコードを音声入力しなきゃいけないようです」

　キオタリさんは小さくため息をつく。

「あんまり役に立ててないみたいで……」

「いや、大きな前進だよ。ありがとう」

　キオタリさんは、そう言って微笑ほほえんだ。ランプの作る影かげがそうさせるのか、彼はずいぶん疲れ、この数日で少しやつれたようにさえ思えた。

「カエルの復活は急務だ。可能性は低いと思っていたけど……」

　キオタリさんは一人ひとりでブツブツと呟つぶやき始め、僕とサビは顔を見合わせる。

「キオタリ、少し休んだ方がいいのではないか？」

　サビのちょっと心配するような声に、彼は顔を上げて僕達を見て、慌てたように笑え顔がおをつくった。

「ああ、ごめんよ。いや、大丈夫、心配はいらない」

　彼は少し考えた後で、何かを決心したように頷うなずいた。

「パスコードの件については、ちょっと考えさせてくれないか。入手する手段を考えるから」

　サビは満足げに頷く。けれど僕は素直に頷くことができなかった。キオタリさんは入手する手段を考えると言った。つまりパスコードがどこにどのような形で存在するのか知っているんだ。

「キオタリに任せておくなら、安心であろう」

　サビは静かにそう言って、それから僕らは食事を終えた。サビは自分の部へ屋やに戻り、僕は食事の後片付けをする。キオタリさんはどこで何をしているのだろう。早々に部屋を出て行ったままだ。

　部屋に戻り、もう一度カエルをいじろうと作さ業ぎよう机づくえに向かって情報端末の電源を入れると、見み慣なれない文章が画面に現れる。

『話がある。共同体の南の外はずれまで来てほしい　キオタリ』

　画面に光る文字はそんな言葉を記していた。

　……なんのことだろう。不ふ審しんに思いながらも僕は入ったばかりの部屋を後にした。

　共同体から少し離はなれた場所。市場の喧けん噪そうとは対照的に、ざわめいているのは、虫の鳴く声と、風の音ばかりだった。

　月の光は、遥はるか古代に建造された建物群を青白く浮かび上がらせ、どこか非現実的な風景を作り出していた。

　自分の足音だけが、静寂を破って辺あたりに響ひびく。

　そして……。彼はそこにいた。車くるま椅い子すの青年、キオタリさんはどこか寂しそうに僕を見つめていた。

「どうしたんですか？　こんなところに呼び出して」

「君に見てもらいたいものがあるんだ」

　それだけ言うと、彼は僕に背を向け、共同体の外へと向かう。

　反対する理由もなかったので、僕はその後をついて行く。車椅子の軋きしむ音が、なぜだか、奇妙に大きく不吉に聞こえた。

　それからいくらも歩かないうちに見えてきたある廃はい墟きよに、彼はためらいもなく入っていく。

　入り口にはカンテラが吊つるしてあった。彼はそれにマッチで火を点つける。

　特別意い識しきしないでやっているような、慣れた行動。この人は何度もここに来ているのだと、僕は思った。

「持ちましょうか」

　彼は、ありがとう、と言って僕にカンテラを差し出した。

　通路は地下に向かって緩ゆるやかに下っていく。

「少し、時間がかかる。進みながら話をしよう」

　ぼそりと、彼は言った。状況に流され続けている僕に今さら異い論ろんなどあるわけはなく、ただ、キオタリさんの言葉の続きを待つ。

「……君をここに呼び出したのは、サビにこの話を聞かれたくなかったからだ」

　彼はそう言った。

「パスコードの入手を君に頼みたい」

「……どこにあるか、分かるんですか？」

「大体見当はついてる。どんな情報でも入手できる場所がある。ただ、僕らにとっては遺い跡せきなんかよりずっと危険なところだ。遺跡からの情報で全すべてことが片付くなら、それに越したことはないとずっとそう思ってたんだけどね」

　キオタリさんは車くるま椅い子すを止めずに進み続ける。

「遺跡にその情報がなかった以上、アントロポシュカのデータリンクに接続して、データの海からパスコードをサルベージするしかない」

「データリンクに接続……。接続ポイントがあるんですか？」

「勝者達が居住する街に行けばね」

「……街、ですか？　僕達敗者は入ることが禁じられているんじゃ……」

「偽造のＩＤカードと【狩人かりゆうど】の装備が一式、僕の部へ屋やにある。ソレを使って街に潜せん入にゆうし、カエルのパスコードを手に入れてくれ。危険なことだと分かってはいるんだが。すまない。君以外に頼める者がいない。できれば今夜のうちに実行してほしい」

　僕を見るキオタリさんの目は血走っていて、必死の形ぎよう相そうだった。ただ僕も、黙だまって頷うなずくことはできなかった。

「……あなたには分からないことが多過ぎる。急務とはいえ、カエルの復活をそこまで急ぐ理由がどこにあるんです。なんで偽造のＩＤカードなんて持ってるんですか。あなたは一体、何をしようとしているんです？」

　カンテラの明かりの中でキオタリさんは車椅子を止めて、じっと僕を見つめる。

「カエルが、世界を変える力になるからだよ」

　彼の声は深く重く、空洞に響ひびく。

「僕は、【競きよう争そう】に負けてここにいるわけじゃない」

　キオタリさんはそう言った。

「あることを知って逃げる必要があったから、ここに来たんだ」

「……何を知ったんですか？」

「世界の秘密を知った。僕はその真実を摑つかんだ。後は力さえあればいい」

　彼は当たり前のことのように、そう呟つぶやいた。

「おそらく、遺跡で君とサビが見かけた【狩人】は僕の痕こん跡せきを追っていたのだと思う。やみくもに逃げ回るよりはと、敗者の共同体の中に紛まぎれてみたけど、それももう限界だろう。もうすぐ彼らは僕を見つける。そうなればこの共同体ごと駆除されるだろうな」

　彼は少し迷い、それから再び口を開く。

「僕は、一歩間違えばこの共同体を崩ほう壊かいさせる存在だ。だが同時に、この世界をひっくり返して敗者を救うことのできる、唯一の存在でもある。僕の握っている秘密に確かく証しようが持てれば、この世界から【競きよう争そう】をなくし、敗者をなくすことができるはずなんだ」

　闇やみに声が響ひびく。

「……サビには、悪いことをした。もし僕に何かあったら、そのときは代わりに謝あやまっておいてくれ」

　かたくなな声で、それ以上の追及を拒こばんでいるように思えた。

　僕はただ、頷うなずいた。キオタリさんにどんな印象を持てばいいのか、僕にはよく分からなかった。

　僕達はただ黙だまり、通路の真ん中を、カンテラの光を頼りに進んでいく。

　しばらく歩くとキオタリさんは止まる。

「ここだよ。サドリ君。カンテラの火を消してくれたまえ」

　壁かべの方に移動しながらキオタリさんはそう言った。

　火を消すと、当然のごとく暗闇が全すべてを塗りつぶし、規則的な間かん隔かくを開けて放たれる緑みどり色いろの光が、それに取って代わる。

　僕はそこで初めて、自分の立っている場所がどのような様よう子すなのかを知る。

　そこはドームのような場所だった。緑色の光にぼんやりと浮かび上がるようにその姿はあった。

　硬い金属で造られた怪物がいた。錆さび色いろの身体からだを持った、獣けもののように見えた。つぎはぎだらけの装甲の間から暗く、明らかに機き能のうしていない二つのカメラアイが覗のぞき、口と思われる箇所にはやはり錆色の砲身がある。

　四し足そく獣じゆうの出来損ないのような滑こつ稽けいな姿をしていたが、ものを言わないその身体に、計り知れない凶きよう暴ぼうな力を宿しているのはなんとなく分かった。

「……旧世界の機き動どう兵へい器きだ。いつ、どのような理由でここに格納されたのかは、おそらくこの世界の誰だれ一人ひとりとして知らないだろう」

　キオタリさんは静かな口く調ちようで呟つぶやく。

「カエルが復活すれば、これを動かすことができる。そうなれば世界は変わる。勝者も敗者もない世界を創つくることができる」
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「勝者を打ち負かして、競きよう争そうのない世界を創るんですか？」

　僕はやっと、それだけ言えた。キオタリさんは、しばらく黙だまっていた。

「……ああ」

「たくさん、人が死ぬんじゃないですか？　それじゃあ、今勝者がやってることと何も変わらりませんよ」

　また長い沈ちん黙もくがあった。

「……分かってる」

　そのことについて何度も考えていたかのような、諦あきらめ切った声で、キオタリさんは呟く。

「サビには黙っていたが。サビの両親は、僕をかくまったせいで、僕を追ってきた【狩人かりゆうど】に殺された。サビはもっと深く僕と関かかわってる。このままじゃ、サビは確かく実じつに殺される」

　キオタリさんはそう、消え入りそうな声で言った。

「サビを殺させないためにも、この世界をなんとかするためにも、君に働いてもらわなきゃいけない」

「ちょ、ちょっと待ってください。一つ、訊きいてもいいですか？」

　事態についていけない僕は、慌ててそう口を挟んだ。キオタリさんは言葉を切り、僕をじっと見つめた。

「あなたは自分の正義のためにサビの両親を犠ぎ牲せいにしたんですか？」

「……そうする必要があったんだ」

「そのためにサビは孤独になったんですよ。サビ自身だって、とても怖い思いをしたんだ」

　そうだ。サビは言っていた。【狩人】に一度、殺されかけたことがあると。とても怖くて、あんな思いはもう二度としたくないとそう言っていた。

　サビにあんな思いをさせるモノはなんであろうと、正しいはずがない。

「僕は、この世界を変えなきゃいけない」

「そのためにサビを不幸にしても？」

「……あるいは、それもしかたない」

　キオタリさんの言葉に頭が熱あつくなった。

「勝手なこと言わないでくださいよ。サビは無関係なんですよ。ただの女の子じゃないですか。優やさしくて、戦いが怖い女の子なんですよ。彼女は巻き込んじゃいけないんだ」

「世界を変えるためなんだ」

「世界を変える!?　新しい【競争】をつくるだけじゃないですか！」

　気がつくと僕はそう叫んでいた。

　キオタリさんは少しの間黙だまった。ただじっと、苦しいことから身を守るように俯うつむいている。

「……今さら後には引けない」

　ぼそりと、彼は呟つぶやく。

「後には引けないんだ」

　キオタリさんは静かに言った。

「君はここがどんなにひどいところか知らないから勝手なことを言える。この共同体に老人がいないことに気づいてるだろう？　一定の歳としを過ぎたら、みんな殺されるんだ」

　彼の叫びは苦しみに満ちている。

「……そんなひどいこと」

「そんなひどいことをしなければ敗者は生きていけない。みんな自分の命を守るだけで精一杯なんだ。そういう世界なんだよ。……変えたくなるのは当たり前だ。君は、敗者やサビが虐しいたげられていくままでいいと思っているのか。僕はただ、こんな状況をなんとかしたいと思ってるだけだ」

　僕は何も答えられなかった。口を開いても、何を言っていいのか分からなかった。

「……急いでくれ。街にいる内通者が知らせてくれた。後三日だ。三日後には【狩人かりゆうど】達が来る。粛しゆく清せいが始まるんだ。どうかそれまでには……」

「その内通者とやらに頼んだらどうなんですか。街の人間なら簡かん単たんにパスコードだって入手できるはずでしょう」

「いやダメだ。彼にはカエルのこともパスコードのことも話してない。彼は僕に味方をしてくれているが、勝者側の立場であることに変わりはない。僕のやろうとしていることを、知らせるわけにはいかない」

　キオタリさんは僕をじっと見つめる。

「……僕は死ぬかもしれませんね」

　彼はゆっくりと頷うなずく。苦痛に満ちた顔で僕を見た。

「だが、このままではサビが死ぬ。サビを殺されたくないんだったら、君はやるしかない」

「共同体を解散して逃げるわけには？」

「無理だ。組そ織しき立って動き出した【狩人】達から逃れられる者はいない。この共同体にいる者は皆根ね絶だやしにされる。カエルを復活させない限りは」

「……分かりました」

　キオタリさんは追われる身だ。街に行けば、おそらく帰ってこれないだろう。だとすれば、僕が行くしかない。

　機き動どう兵へい器きを動かしてしまえば、それが新しい戦いの火種になることは明白だった。勝者と敗者は逆転し、長い戦いが始まるのだろうと思う。

　けれど、サビがこの世界からいなくなるということはもっと考えたくなかった。大切なものが手の届かない遠くに行ってしまう経けい験けんは、もう絶対にしたくなかった。

　彼はかすれた声で、僕にデータリンクに接続するための方法を教えてくれた。

　僕がその場を去ろうとしたとき、彼は静かに呟つぶやいた。

「サドリ君。僕は悪人だろうか」

「……分かりませんよ。そんなの」

　僕はそれだけ答えていた。そうとしか答えることができなかった。




『おやすみ』




　その夜、僕は部へ屋やに戻った。出発前にサビの顔を見ておこうと、なぜかそう思った。

　サビの部屋の扉は開いていた。サビはシーツをかぶって横たわり、枕まくらもとには例のカエルがちょこんと座っていた。

　寝台にいる一人ひとりと一匹に、月は平等に光を投げかけている。

「どうした？」

　僕の気け配はいに気づいたのだろう。サビはこちらに背を向けて横たわったまま、そう尋たずねる。

「……いや、別に……」

「用もないのに来たのか。小僧は」

　夢うつつなのだろうか、彼女は優やさしい声で言う。

「なんだか、機き嫌げんがいいね」

　僕が尋ねると、サビは小さく笑った。顔はこちらに見せない。けれど確たしかに、サビは笑った。

「優しい夢を見たのだ。とても優しい、幸せな夢であった」

「……どんな夢だった？」

「キオタリとおまえと一いつ緒しよに、朝食卓について、みんなでコーヒーを飲む。美味なるコーヒーだ」

「なんだ。朝食なら、いつも一緒に食べてるじゃないか」

「いや、違う。小僧。おまえはコーヒーをうまいと言って飲んでいた。私はうれしかった。自分でも驚おどろくくらい、うれしかった」

　眠そうな声で、サビはそう呟つぶやく。
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「明日あした、おまえにコーヒーを淹いれてやる。とっておきのコーヒー豆を実は持っているのだ。なに、遠えん慮りよするでない。小僧の教育のためなら有効活用と言えるだろう？」

　眠そうな、幸せそうな声で彼女は言った。

「小僧の教育って、同じような歳としじゃないか。偉そうなことを言うなよ」

　彼女はやはり、眠そうに微かすかな笑い声を返した。

「……もし、そのコーヒーが気に入ったら、そのときは小僧」

　彼女は一度黙だまって、それから小さな声で言った。

「……そのときは、どこにも行くな」

　彼女は静かにそう言った。僕はしばらく黙ったまま、シーツに包くるまれた彼女の背中を見つめていた。

「……おやすみ。サビ」

「おやすみ。サドリ」

　彼女が僕の名前を呼んだのは、初めてではないだろうか。そう思って、それから後は何も考えないように努めながら、僕は部へ屋やを出ようとして、もう一度振り返る。

　サビの包まる白いシーツと、黒い髪と、カエル。窓があり、その向こうには白く輝かがやく月があった。

　神様、神様、神様。

　そういえば彼女はそんなことを呟いていたな、と僕は考える。

　やはり彼女が殺されるのはダメだ。それは、それだけは絶対に起きてはいけないことだ。

　僕は腰に下げたナイフを一度だけ握りしめて、それからサビの部屋を後にした。

　結局彼女の顔を見ることはできなかったけれど、それでいいと、思えた。

　帰ってきたらサビとキオタリさんと、三人でコーヒーを飲もう。




『データリンク』




　街は深夜でも昼間のように明るかった。ほとんど全すべての建物の窓には明かりが点ついていた。清せい潔けつでチリ一つなく、行き交う人はまばらで、忙しそうに歩く。僕には少なくとも、彼らが勝者には見えなかったし、敗者の人々と何が違うのかも分からなかった。皆、表情のどこかに落ち着きがなく、何かに怯おびえているように見えるのも、敗者と一いつ緒しよだ。僕は路ろ地じ裏うらに入り、キオタリさんから貸してもらった狩人かりゆうどのスーツを脱ぎ、バッグからコートを取り出して羽は織おり、再び無む機き的てきな印象のある大通りへと出る。

　とりあえず、狩人の格好と偽造ＩＤカードのおかげで、街の内部に入り込むことはできた。後はデータリンクへの接続を果たすだけだ。

　アントロポシュカのデータリンクに接続できる場所は、そうあるわけではなく、一部の知ち識しき階級のみがそれを利用できるということを事前に聞いていた。

　街の中央にある巨大な施設の地下に、接続するポイントがあるとキオタリさんは言った。

　その施設に入り込むのは思いのほか簡かん単たんだった。無人で、全すべての管理や警けい備びは機き械かいによってなされているらしく、僕は要所要所でＩＤカードを提示するだけでよかった。

　天てん井じようも床ゆかも壁かべも例外なく真っ白な通路を進み、何事もなくデータリンクの接続ポイントにたどり着く。

　狭く暗い部屋の真ん中に、遺い跡せきで見かけたものに酷こく似じしたコンソールがあった。

　情報端末を接続する。正常に接続。万事順じゆん調ちようだ。

　あの巨きよ獣じゆうが蘇よみがえったら、この街は血と悲鳴と炎でいっぱいになるのだろう。僕は間違ったことをしている。けれどサビを助けるためには必要な間違いなのだと、僕はそう自分に言い聞かせる。

　中ちゆう空くうに記号がいくつも現れては消えていく。暗くら闇やみに情報が閃ひらめき、僕はパスコードを見つけ、それから……。

　それから、手を止めた。

　一つの情報群を見つけた。一連のデータはキオタリさんに関することのようだった。

【狩人かりゆうど】の大部隊があの共同体を襲おそい、キオタリさんと、キオタリさんが関かかわった人間を殺す旨むねが記されていた。

　僕は息をのむ。キオタリさんの言っていたことは、やはり本当だったのだ。

　実行する日付は。

「……そんな」

　三日後ではなく、今夜になっていた。

「そんな、キオタリさんは三日後だって」

　何度もデータを確かく認にんする。他ほかのデータも呼び出してみる。

　なんで。どうしてと口が勝手に呟つぶやく。ひょっとしたら誤情報なのかもしれない。間違った情報だ。そうだこんなものは認められない。僕は何度も何度も確たしかめる。

　しかし、どのような関連情報を漁あさってみても、今夜が決行時期と記されていることに変わりはなかった。

　僕はコンソールから情報端末をむしり取って走り出す。

　サビが、サビが、と呟きながら、僕は夢中で走った。急げば間に合うかもしれないと、何度も何度も自分に言い聞かせながら。




『……彼女は死んでるよ』




　キオタリの目に映る光景は、キオタリがいつか必ず目にするだろうと思い描いていた、けれどそれを否定し続けていたものだった。

　破滅はいっそ静かだった。煙の一つも上がらなかった。悲鳴も何もない。

　抵抗する余裕もなく、逃げる暇ひまさえ与えられずに、皆殺されたのだろう。

　自分の部へ屋やの中に、彼はいた。月明かりの美しい夜だと、窓の向こうの空を見上げてそう思った。

　部屋にはもう一人ひとりの人物がいる。狩人かりゆうどと呼ばれる、勝者の特権を守り、敗者を敗者たらしめる番人が、キオタリの目の前にいた。

「……キオタリ博士。もう逃げないのですか？」

　防ぼう護ごスーツを着た【狩人】が言った。声で分かる。【街】の様よう子すを知らせてくれた内通者だ。キオタリの考えに賛さん同どうし、味方をすると言っていたはずなのに。

「逃げる暇なんてなかったじゃないか」

　キオタリはそう呟つぶやく。けれど、不ふ思し議ぎと心は軽かった。

「……君が裏切るとはね」

「もともと、あなたとその周辺人物の様子を探るために近づきました」

「サドリやサビが、遺い跡せきで会ったというのも君か？」

【狩人】は小さく頷うなずく。

「三日後じゃなかったのか」

「あなたの持つ切り札を見つけるために、揺さぶりをかけたんです。押さえましたよ。あの機き動どう兵へい器き」

　これで、全すべては無む駄だになったのだ。彼は静かに重いため息をつき、それからサビの無事を思った。とっさのことだったけれど、サビは逃がした。

　一度だけ、キオタリとサドリはどうするのだ、と尋たずね、後で合流する、と言うと、そのまま行ってしまった。サビは聞き分けのいい子だ。

　……サビはおそらく助からないだろう。【狩人】達が殺すと決めた以上。それは絶対だ。

　けれど、もし奇跡が起きるなら、とキオタリは思う。

　できればサビは、彼女だけは死なないでほしい。

「殺さないのか？」

「殺すのは、あなたが法で裁かれた後です」

「この共同体の人間は、問答無用で殺したのに？」

　キオタリは笑った。一度笑い出すと、笑いは止まらなくなって、ずっと笑い続けた。【狩人】は何も言わずにそれを見守る。

　なぜだか突然、自分の人生の全てがおかしくてしょうがなくなった。

　世界の秘密を知った彼は、世界の規則に憤いきどおり、世界を変えようと思っていた。正義は自分にあると思っていた。

　変えられると思っていたのだ。いつか、勝者も敗者もない世界を創つくるのだと、そう思っていた。本気でそう思っていた。

　そんなたいそうなことを掲げた自分は、自分を助けてくれた優やさしい人々を死に追いやり、自分を受け入れてくれた共同体の人々を死に追いやり、そしておそらく、ずっと自分を、父と慕したってくれたサビも……。

　サドリに追及されるまでもなく、分かっていたのだ。自分がどれだけひどいことをしてきたか。そうだ。分かっていた。

　彼の笑い声は、やがて、泣き声に変わった。彼は泣き続ける。泣き声は高く、よだれも鼻水も涙も、とめどなく流れる。自分でも、みっともないと思う。

　あまりにも滑こつ稽けいな自分自身というのはかえって悲しいものなのだと、頭の冷静な部分がそんなことを呟つぶやいた。

　持っていた夢や希望は、絶望と罪の意い識しきへと姿を変え、最後の望みであった機き動どう兵へい器きも勝者の手に渡ってしまった。

　やがて、泣き声は途と切ぎれ、静寂が戻ってくる。静かだ。今夜まで、この共同体は敗者達の生活の場だった。今、この共同体にいる【狩人かりゆうど】以外の生存者は、おそらく自分だけなのだろう。

「……もう疲れた……」

　彼は机つくえの引き出しから拳けん銃じゆうを取り出した。【狩人】はまったく動こうとしない。

「無む駄だですよ。防ぼう護ごスーツはその程度の銃じゆう撃げきではどうにもなりません」

　彼は少し笑って、自分のこめかみに銃口を当てた。サビの親を殺し、共同体の人々を殺し、サビをもおそらく死なせてしまう。それ程の罪を背負って生きていける程、自分は強くない。

　こうなってしまった原因は、一体どこにあったのだろうと、彼はそう思った。どこで、何を間違えたのだろう。

「……博士、訊きいてもいいですか？」

　キオタリは顔を上げて、目の前の人物を見る。

「神の代行機き械かいであるアントロポシュカの規律が、人間などという卑ひ小しような存在に変えられると、本当に思っていたんですか？」

「……彼女は死んでるよ。もう、どこにもいない。神の創った狂った規律を、狂った人間が狂い続けるために存続させているだけだ」

「……この期ごに及んで、そんなウソを……」

「君は彼女が実際に勝者と敗者を分けているところを見たか？　データリンクを、隅すみ々ずみまで洗えば彼女がいなくなった証拠はいくつも見つけられる。彼女はとっくに、機き能のうを失ってる」

　返事はない。言葉も出ない程驚おどろいているのだろう。キオタリは、引き金に指をかけ、最後に、サドリとサビのことを考え、そして指に力を込めた。

　ああ、これでようやく、ゆっくりと眠れる。




『神様、神様、神様』




　息は荒く、全身に血と酸素を行き届かせようと、心しん臓ぞうは今にも壊こわれそうなくらいに脈打つ。足がもつれて、転び、また走る。全身汗まみれで、身体からだは、熱あついのを通り越してもはや冷たささえ感じていた。血管を血が流れる音がうるさい程大きくなっていた。

　もう間に合わないだろうかという不安を、まだ無事かもしれないという希望に無理やり変えて走る。

　……キオタリさんにもサビにも、死んでほしくない。

　キオタリさんは僕にたくさんのことを教えてくれた。キオタリさんの微笑ほほえみが、僕は好きだった。決して、悪い人じゃなかった。

　そして、サビは……。サビは僕のために、おいしいコーヒーを用意すると言ってくれた。

　僕がコーヒーを好きになる夢を見て、いい夢だと言ってくれた。

　短い時間だったけれど、とても楽しかった。まだ、助けてもらった恩も返せていない。

　もう一度誘ってみるつもりだった。一いつ緒しよに旅に出ようと。サビとキオタリさんと僕と、三人で仲良く旅ができたら、どんなにいいだろうと。

　僕はただ、走る。視野は狭くなり、足が言うことを聞かなくなる。

　走り、走り、走ったその先に。

　通りに人が数人、倒れていた。異様な程ほど静かだった。

　遺い跡せきで見た、不気味な人々が何人も、通りに長い影かげを落としている。まるで非現実的で、噓うそみたいな世界だった。僕は慌てて物陰に隠れ、彼らの様よう子すを窺うかがった。

【狩人かりゆうど】達は、動こうとしない。動く必要を感じていないかのように。

　全すべては終わってしまったのだと、一いつ瞬しゆん頭の中に閃ひらめき、僕はそれをすぐに打ち消す。

【狩人】の集団を避さけ、二人ふたりを捜して二人が住み、僕が滞在していた廃はい墟きよに向かった。

　部へ屋やにはキオタリさんの姿があって。

　頭が半分なくなっていた。

　唐突にゲコ、と鳴き声がした。確たしかに聞こえた。振り向くと、部屋の入り口からカエルがどこかに向かう姿が見えた。一瞬知性が復活したのかと考えたが、そんなはずはないと、すぐに思い直す。

「カエル……」

　カエルはひょっとして、サビの許もとに向かっているんじゃないだろうか。サビが、生きているかもしれない。そうだ。サビは逃げ出したんだ。だってここにいないじゃないか。

　どこかに隠れている。きっとそうだ。そうに決まっている。

　僕はカエルに導みちびかれて歩き、そして……。

　路ろ地じ裏うら。月明かりの僅わずかに入り込む場所に、【狩人かりゆうど】が一人ひとりで立ち、その横にサビは倒れていた。

　僕はサビに駆け寄る。

「……神が敗者を決めているのだと、思っていた。だから敗者を殺さなければいけないのだと、思っていた」

　サビは動かない。まったく動こうとしない。息をしていない。僕を見て、いつもの尊大な喋しやべり方で話すこともない。ただ目を閉じて、ぐったりとしている。

「敗者は、人間じゃないと、ずっと思っていた。アントロポシュカに、この世界にいらない存在と認定された者だと、思っていた」

【狩人】は呆ぼう然ぜんとそう言った。何を言っているのか分からなかった。ただ、コイツが、目の前にいるこの人間がサビを殺したのだと、それしか考えられなかった。

【狩人】はスーツの頭部を外はずして、僕を見る。彼は泣いていた。

　同じ人間だ。キオタリさんやサビや僕と、何一つ変わらないじゃないか。

　不意に頭のどこか隅すみで、ある光景が浮かび上がった。

　綺き麗れいな月の晩。サビが、神様、神様、神様と呟つぶやいていたときの、あの悲しそうな表情が思い出されて、その瞬しゆん間かん頭の中が白はく熱ねつする。

　サビは殺された。頭に浮かんだその言葉の意味を初めて知った気がした。

　僕は何かわめき、ナイフを構えて彼に走る。彼はふらりとそれを避よけ、手に持った奇妙な棒ぼうで僕を叩たたき、その瞬間身体からだ中じゆうに痛みが走って、僕は倒れた。

　僕は狩人を見上げる。死の恐怖や痛みより、怒りが遥はるかに上回っている。

　僕は何かをわめき散らしている。なんで、という言葉が頭の中をぐるぐると回っていた。

　彼は僕をじっと見つめ、棒を持ち上げ、それから考え直したようにフラフラと路地から歩いていった。

　激げき痛つうが身体をさいなみ、それでも、なんとかサビのそばに這はいよった。

　サビは眠るように死んでいた。まるで、最初からそれが、あるべき姿だとでもいうように。彼女はこの世界から消え、目の前にあるのはただのモノで、僕にはそれが信じられない。
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　ゲコ、と鳴き声がした。

　カエルがじっと僕を見ていた。

　カエルの知性を復活させるパスコードは音声による入力によって受け入れられる。痺しびれた頭の中に、先さき程ほど街で得た情報が浮かび上がる。

　全すべてを燃もやし尽くしたかった。全ての人間を殺したかった。何か言ってやりたかった。こうなった原因を誰だれかに押しつけて、その誰かを殺して自分も死にたかった。

　しかし、サビが殺された最初の原因がどこにあるのかと言われれば、僕にはまったく分からなかったのだ。

「コード入力。三八四一─五七九四。管理者権限においてシステム凍結を解除する」

　僕は黙だまり、何かが起きるのを待ち、悲しい静寂を感じ、それから……。

　地じ響ひびきが起き始めた。

『……小僧』

　聞き慣れた呼び方に僕は驚おどろき、サビを見つめ、サビの表情に変化がないことを認めると、カエルを見つめた。

『我われの声が聞こえぬか』

「さ……び……」

『我はカエルだ。それ以上でも、それ以下でもない』

　地響きは次第に大きくなっていく。

『我のメモリには、今までの記き憶おくが全て収められておる。サビという娘とキオタリという男は、我も嫌いではなかった』

　まるでサビが話すかのように、カエルはそう言った。

『我の怒りと悲しみは、なにものよりも深く激はげしい』

　カエルの声は静かで、それがかえって彼の怒りを表しているようだった。

『人間どもが下くだらぬ拘こう束そくをかけたようだが、その程度で古代の機き動どう兵へい器きを止められると思うたのか。キオタリの望み通り、地じ獄ごくを見せてやる』

　カエルの声が重々しく響く。

　背後で、何かが爆ばく発はつする音が聞こえた。叫びや悲鳴、動揺の声。建造物が破は壊かいされる音。それらが響き渡る。カエルが機動兵器を動かしたのだろう。

　不意に路ろ地じ裏うらが明るくなる。

　炎が上がっている。炎はサビの頰ほおを赤く照らし、サビはただ眠っているようにしか見えなかった。

『この娘は全て分かっておった。アントロポシュカが既すでに機能を停止していることを暴あばき、キオタリが世界を変えようとしていたことも、自分の親が、キオタリを守ろうとして殺されたことも。全て知っておったのだ。気弱になると、ポツポツと我に話したものだ。我はこの娘の声と口く調ちようと、その心の有あり様ようが気に入っていた』

　カエルは言う。僕はただ、サビを見つめる。

　破は壊かいの音が聞こえる。熱ねつや爆ばく風ふうは、ここまで届いた。まるで全ての理り不ふ尽じんを吹き飛ばすように、カエルの操あやつる巨大兵器は暴あばれているようだった。

『この娘は、おまえの話もしていたぞ。一いつ緒しよに旅に出ようか、ずっと迷っておった。海を見たいと言っておった。もし、もう一度誘われたら、キオタリを説得して、三人で旅をするのも、いいかもしれないと』

　カエルの言葉に僕は頷うなずく。

『小僧。我を海へ導みちびけ。サビの見たいと言っていた海へ我を導け。それは我の知的好奇心の求めるものでもあるのだ。我の願ねがいをかなえるならば、我もおまえの願いをかなえてやろう』

　僕はサビの頰ほおに触り、その頰が思いのほか冷たいことに驚おどろき、それから、ああ、と意味もなく声を漏らした。

　破壊の音は絶え間なく聞こえてくるけれど。

　全ては遅く、全てはどうしようもなく、全てはどうにもならなかった。

　どうしてこんなことになる必要があるのか、僕にはまるで分からなかった。

「願いを言え、小僧」

　僕は、ゆっくりと口を開く。

「……力がほしい。大きくて巨大な、どうしようもないものに、せめて少しでも抵抗できるように」

　ナイフを、握りしめる。

　カエルはしばらく黙だまった後で、ゲコと一度鳴いた。

『……それでおまえの気がすむなら、よかろう。我のライブラリにはあらゆる種類の戦せん闘とう技術が収められている』

　サビとそっくり同じ口調で、カエルは言った。

『ここもいずれ、炎に吞のまれるであろう。立て。ここに留とどまり、サビと共に果てることは我が許さぬ。海へ行くのだ』

　カエルがぼそりとそう言った。サビは眠るように死んでいた。平和そうで、むしろ幸せそうにも見えた。二人ふたりで一緒に遺い跡せきに行った、その帰り道をなんとなく思い出す。

　彼女は戦いが嫌いだと、そう言っていた。

「頼んでもいいかな」

　僕はサビの髪を整ととのえてやりながら、呟つぶやく。

「あの兵器を止めてほしいんだ」

『なぜだ』

「……意味がない。サビなら、きっとそう言う」

　カエルはその黒い瞳ひとみで僕を見つめ、それから、数秒の沈ちん黙もくの後で、ゲコと鳴いた。

　地じ響ひびきは止まった。カエルが僕の肩に飛び乗った。

　僕は立ち上がって、それから一度だけ、彼女を振り返る。

　彼女は倒れたまま動かなかった。

「……なんで、こんなことになったんだろう。彼女が敗者だからか。アントロポシュカは、何をしてるんだ。……これが彼女の望む世界なのか」

　だから、こんなことになってしまったのだろうか。

『この世界のアントロポシュカは、とうに機き能のうを停止している。神の創つくった規律を、狂った人間が狂い続けるために持続させているのだ。この世界をおまえの望むようにしたいなら、あの兵器を使って住人を皆殺しにすることだな。誰だれもが原因で、誰もが悪で、誰もが正義だ。そういうものなのだ。小僧』

　僕はもう一度何かを言おうとして、口を閉じた。

『この世界にとって、おまえは所しよ詮せん、異物に過ぎぬ。どうしようもないのだ』

　カエルはどこか、慰なぐさめるように言った。

　僕は歩き続け、歩いているうちに、東の空は明るくなり始めた。

　……サビがとっておきだと言っていたコーヒーを、飲んでみたかった。

　サビと、キオタリさんと、僕との三人で、明るい朝、テーブルを囲んで……。

　自分の歩く足音が、やけに大きく聞こえる。

【鍵かぎ】と【門】を探さなければいけない。下の階層に行こう。前に進まなければいけない。留とどまるべきはここじゃない。僕は、【塔】の向こう側に、海を見に行くんだ。

　それだけだ。それが望みだ。

　僕は歩き続け、やがて空は青くなった。全すべてを飲み込むように透明な、ホログラムで創られた空はとても綺き麗れいだった。

　なぜだか急に、こらえ切れなくなって泣き叫ぶ。

　子供みたいに、バカみたいに泣いた。

　なんで泣いているのか、自分でも分からなかった。ただ、どうしても耐えられなかった。身体からだの中にあるわだかまりの全てを吐き出したかった。

　僕はずっと泣き続けた。

　カエルは何も言わなかった。ただ僕の肩の上で、黙だまっていただけだった。
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『切符』




「……切符を忘れるとどうなるんです？」

「列車には乗れない、ということになるかな」

「列車に乗れないとどうなるんです？」

「ここに残るしかないだろうね」

「ここに残って、列車が行ってしまうとどうなるんですか？」

「次の列車が来るまで、待つことになるんじゃないかな」

「次の列車はいつ来るんです？」

「さあ、一日後か、一〇〇年後か。僕にはなんとも言えない」

　何度目かの応答に、僕はため息をつく。

　口ひげを蓄たくわえた中年の車しや掌しようさんはパイプを右手に持ち、煙を吐き出す。煙を通して窓からの光が斜めに差し込むのが見てとれた。

「……まあね。気の毒ではあるんだが。規則なんだよ。列車に乗るには切符がいる。無賃乗車お断りというわけだ」

　車掌さんはそう言った。口で言う程気の毒そうじゃない。

「切符の発行は？」

「生まれたときの一度だけ。なくしてしまえば二度と列車に乗れない。君もこの世界の住人なら、それくらい知ってるだろう」

「再さい確かく認にんしたいんです。車掌さん。列車に乗れないとどうなりますか？」

　うーん、と形ばかりの唸うなり声が返ってくる。

「別の世界へ行く列車に乗り込むとか色いろ々いろな伝説もないことはないけど、列車に乗れなかった人間がどうなったか、本当のところはまったく分からないな。我われ々われは列車に乗り遅れなかった人間だし、あくまでこの列車の運行を管理しているだけなんだ」

　車掌さんはいかにも業務用といった感じの笑え顔がおで答える。柔にゆう和わな表情とは裏うら腹はらにつけいる隙すきもないくらいにきっぱりとした口く調ちようだった。

　つまりはこういうことだろう。気の毒だけどさっさと出て行ってくれ。邪じや魔まだから。

　陽光の差し込む小さな部へ屋やの、布張りのソファに僕は座り、出されたコーヒーを一口飲む。制服姿の男性が数人いて、受話器を手に話をしたり、書類にペンを走らせたりしている。

　その中で一人ひとり、女性の乗務員だけが、僕と僕の目の前に座る車掌さんをチラチラ眺めていた。

「ここで相そう談だんするよりも、なくしてしまった切符を探すべきだと思うね。ええと……」

「サドリです」

「そう、サドリ君」

　細い金の鎖くさりで服に取り付けられた懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出し、車掌さんは僕と時計を交互に見比べて難むずかしそうに唸うなる。

「列車は今、点検と整せい備びのために専用のホームに置かれてるんだ。そう時間はかからんよ。列車が来るのは五〇〇〇秒後。出発の刻限は今からきっかり六〇〇〇秒後だ。それまでに、切符を見つけるべきだな」

　それならいよいよ、ここにいる意味はない。

　ありがとうございました、と小さく頭を下げ、その場を立ち去ろうとしたとき──。

『規則規則と先程から……。おまえの意思はどこにあるのだ？　おまえは規則を守るだけの下くだらぬ存在か？』

　脇わきに置いたズダ袋からカエルが顔を出して、いかにも不ふ機き嫌げんそうな声でそう言った。

　僕は思わず額ひたいに手を当てる。

　こういう場面でカエルが出てくると大たい抵てい話がこじれるのだ。多くの世界には、喋しやべる蛙かえるは存在しない。初対面の人は必ず驚おどろき、注目し、警けい戒かい心しんをあらわにし、説明を求める。最悪の場合、待っているのは監かん禁きんや迫害だ。人は異質なものにはいつだって容よう赦しやがない。カエルだってそれくらいのこと、今までの経けい験けんで嫌という程心得ているはずなのに。

「今その蛙、喋らなかったかい？」

　かなり驚いたように車しや掌しようさんは言う。

　まずい。これはかなりマズイ。

　最近覚えたごまかし方は、腹話術だと言い張ることだ。蛙が喋るよりは現実的だから大抵信じてくれる。問題は僕自身が恥ずかしいということだけだし、この場合は恥ずかしいなどと言っていられない。僕はカエルとアイコンタクトを取り、カエルは力強く頷うなずいた。

「よくできてるでしょう、このカエルのおもちゃ。腹話術なんですよ。ちょっとやってみせましょうか」

　僕は口を閉じ、代わりにカエルが口を開く。

『ぼんやりとした顔のそこの男。その低級な脳細胞を少しは働かせ、救いを求める我われらに力を貸そうという気にはならないのか』

　……最悪だ……。カエルのやり遂げた、という顔が憎らしい。

「……えーと。こういう芸風なんです」

　愛あい想そ笑わらいを浮かべながら、車掌さんを見る。しかし、車掌さんは僅わずかに目を細めただけだった。

「なるほど。そこのカエル君は、旧世界の人工生命か。やはり君達は、この世界の住人ではないね」

　陽光の中で車掌さんは意味ありげに笑った。見抜かれた。一いつ瞬しゆんで。何者かは分からないけど、油断しない方がいいと本能が告げる。
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「いつかこういう日が来ると思っていたんだ」

「なんのことですか？」

　僕は腰のナイフを意い識しきしながら尋たずねる。

「僕の友人が、そういうこともありえるだろうと、そう言っててね」

　陽光の中で彼は感かん慨がい深ぶかげにパイプを吸う。

「……列車に乗せてくれるんですか？」

「いや、それは無理だ。規則だからね」

「あの、一つ質問してもいいですか？」

　外からの人間だと思われるのが怖くて、一度も聞いたことはなかったけど、正体がばれてるなら遠えん慮りよなく尋ねることができた。

「列車はどこに向かうんですか？」

　車しや掌しようさんは、ちょっと不ふ思し議ぎそうに僕を見た。

「楽園だよ。決まってるじゃないか」

「なるほど、楽園ですか。分かりました」

　さっぱり意味の分からない僕は、分かったふりをして頷うなずくと、その部へ屋やを出た。




『プラットホーム』




『イラッシャイマセ』

「冷凍みかん二つ。それとお茶ね」

『カシコマリマシタ』

　部屋を出ると、機き械かい人形だと一目で分かるようなブリキ製の機械が、電子音混じりの声で数人の客の相手をしているところに遭そう遇ぐうした。弁当や飲み物の詰まった箱をぶら下げて売り歩いている姿は僕の目にはずいぶん奇妙に映った。整せい備び中ちゆうの列車から追い出されたのだろうか、ホームでは種しゆ々じゆ様さま々ざまな旅行鞄かばんを持った人々が話をしたり、同じく機械人形がやっている売店から何かを買ったりしている。みんな明るい表情ではあったけれど、一いち様ようにどこか疲れた顔をしていた。

「非ひ常じよう識しきなところだ」

　僕は周囲を見渡しながらそう呟つぶやく。広がっているのは、巨大な木製プラットホームだ。端の方は白くかすんでよく見えない。開放感のある、というよりはあり過ぎる空間だ。

　頭上遥はるか高くにアーチ型の天てん井じようがある。不規則に天井に穴を開けたかのように、まばらに天窓が散っていて、その向こうには高い空とそよぐ雲があった。

　注目すべきはとにかくその大きさだと思う。プラットホームはかなりの高さを持っていて、レールの敷しかれた地面までの高さは一〇メートル以上あるだろう。過あやまって転落したら多た分ぶん死ぬ。そしてレール自体の大きさも普通じゃない。僕の背せ丈たけ程の高さがありそうな、二本の鋼こう鉄てつ製せいレール。

「……バカみたいな大きさだ……。一体どんな列車がこの上を走るっていうんだ」

『バカみたいに巨大な列車であろうな』

　カエルがつまらなさそうにズダ袋の中からそう答えた。

「実際のところ、線せん路ろはどこに続いているんだと思う？　楽園って、どういうことだろう」

『知らぬ。理解できぬ。この狭い階層世界のどこに行くというのだ』

　カエルがもそもそとズダ袋の中から適当なことを言う。

「……例えば【塔】の外に、続いてたらいいと思わないか？」

『単なる憶おく測そくで夢を見ぬことだな。それは妄想というのだ』

　カエルの声に、そばを歩いていた三人の男がこちらを振り向き、僕はその場をごまかそうと笑いながら、誰だれにも分からないようにズダ袋を叩たたいた。

「いいじゃないか。夢があった方が楽しく生きられる」

　列車は楽園に向かってずっと動き続けていると、車しや掌しようさんは言っていた。それならこの巨大な線路は【塔】の外へと続いていると考えられるんじゃないか。

　あの人が話してくれた【海】に続いているのかもしれないと、少しばかり希望を持っても無理のないことだと思う。

『で、これからどうするのだ？　少なくともこの駅の構内にはデータリンクへの接続ポイントは存在しなかったが……。誰かから切符を奪って列車に乗り込むか？』

「物ぶつ騒そうなことを言わないでくれ」

　その階層世界のあらゆる情報の蓄ちく積せきであるデータリンクに接続さえできれば、階層を降りる過程は半ば消化したと言ってもいい。けれど、逆に接続ポイントが発見できなければいつまでも立ち往おう生じようということになりかねない。

「……しかたないな」

　列車に乗ることがかなわないなら、自分の足で駅を出て、データリンクを探そう。

　と、広い広いホームを横切って出口と記された鉄製の扉の前まで来たのだけど……。

　なぜか外に出ることはできなかった。扉はあることはあるのだけど、押しても引いてもびくともしない。

「すいません。ちょっとうかがいたいことがあるんですが」

　陽光差し込む入り口の、すぐ近くに座っていた男の人がけげんそうな顔で僕を見る。

「駅の外にはどうやって行くんでしょう」

「駅の外なんてないさ。なんせここは楽園への通過駅でしかないんだから。駅の外に出られるのは楽園に着いたときだけだよ。赤ん坊でも知っているじゃないか。そんなこと」

　男の人はちょっと驚おどろいたようにそう言って、僕はよく分からないながらも頷うなずいてみせた。

「なるほど。通過駅なら外に出られなくてもしかたないですね」

　……よく分からないけれど、それがこの世界のルールであるらしいことだけは分かった。

　入り口から多少離はなれ、人の比較的少ない場所に移動する。

「カエル。あの出入り口、強引に出ようとしたら出られると思うか？」

『この建築物を構成する素材は旧世界のもののようだ。小僧にどうこうできるはずがないではないか』

「……じゃあ、列車に乗れなきゃ、足止めってことになるじゃないか」

『自明の理だ。この状況、我われの予感では致命的になりかねんぞ』

　まったく同意見だ。

「……カエル」

『なんだ』

「ちょっとアレかもしれないけど、列車にこっそり乗せてもらおう」

『うむ。無賃乗車であるな』

「まあ、そうだけど……」

　そこまではっきり言わなくてもいいじゃないか、とは思う。

『下へ手たをしてこの世界の規則を破れば、アントロポシュカが動き出す可能性があるぞ』

「分かってるさ。でも、他ほかにいい方法はないだろ」

　その言葉にカエルはゲコと鳴き、僕はため息をつく。気の進まないことをするときのいつものやりとりだ。後は大体、一通りの口こう論ろんがあって、最終的にはカエルが折れる。いつもの展開が待っているのだと思っていたのだけど。

　──しかし、今回はそれだけでは終わらなかった。

「あるわよ。列車に乗る方法なら。私が教えてあげる」

　声が、すぐ背後からした。驚いた僕は反射的に身を翻ひるがえしコートに隠したナイフを摑つかむ。

　十四、五歳の、金髪の女の子だった。敵意はない、ように見える。
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　飾り気のない服装に、銀ぎん色いろのブレスレットがやけに目立つ。何をするでもなく、勝ち気な青い目で僕をじっと見上げたまま、彼女はうっすらと笑った。

「へえ、中なか々なかの身のこなし。見込みあるわね」

　ブレスレットをいじりながら、彼女はそんなことを言った。よく分からない人だけど、とりあえず何か危害を与えようと思っているわけではなさそうだ。

「……誰だれですか？」

　僕は警けい戒かいを解かずに尋たずねる。

「あなたの探してる【鍵かぎ】よ」

　僕は彼女を凝ぎよう視しする。自分から【鍵】だと名乗り、近づいてきた人なんて初めてだ。

「あなた、ただ者じゃないわね」

「……どっちかっていうと、それは僕の言葉なんですけど……」

「ふふん。場所を変えましょ？　私ね、あなたとビジネスがしたいの」

　気がつけば周囲の人々の視し線せんが、【鍵】と名乗った少女と僕に注がれていた。遠くから、取り押さえろ、という声が聞こえてくるのは気のせいなんだろうか。

「ついてきて。あなたのお友達もここじゃあ周りが気になるようだし。私も追われてる身だから人目につくところは、まずいのよ」

　ズダ袋を一いち瞥べつしてそう言うと、彼女は返事も聞かずに僕の手を取り、すさまじいまでの速度で走り始めた。




『偽造切符と【鍵】の少女』




　右左、上下。複雑な構内を彼女はものすごい速度で走り続け、もう誰だれも追ってこないことを確かく認にんすると今度はゆっくりと歩き始めた。

「まいたみたいね。まったく最近の乗務員は足腰が弱いんだから」

「……君が速過ぎるんだと思うよ」

　息を整ととのえながらそう答える。正直、長い旅のうちに逃亡慣なれした僕だって、ついていくので精一杯だった。僕はため息混じりに改めて彼女を見る。

　天窓から差し込む光が彼女の整った顔に光と影かげを落としていた。彼女が歩く速度に合わせて光と影も動く。驚おどろくほど綺き麗れいな金きん色いろの髪が歩くたびに軽く揺れた。

「ま、この辺あたりならそんなに警けい戒かいしなくてもいいでしょ」

　彼女は立ち止まり、僕を振り返って言った。駅のプラットホームを見下ろせる通路で、この辺りに用事のある人は少ないらしく、閑散として寂しい場所だ。

「ここなら君の友達とも遠えん慮りよなく話ができるわね」

　満足げに周囲を見渡した彼女に反応するように、ズダ袋からモゾモゾとカエルが顔を出す。

『何が狙ねらいだ、娘。我われらを助けようとする、その真意を話せ』

「私、困った人を見ると放っておけないのよ。それで納得して？」

『無理だ。というかビジネスの話はどうなったのだ』

　カエルの言葉を無視して、彼女は日の光を受けて輝かがやく青い目を僕に向ける。

「切符なら二枚持ってる。あなたに一枚上げる」

「正直言って、突然過ぎてわけが分からない。君が【鍵かぎ】って本当なのか？　どうして僕が【鍵】を探してるって分かったんだ」

「質問は一度に一回にしてよね」

　彼女はそう言ってニヤリと笑う。

「乗務員の一人ひとりに盗とう聴ちよう器きを仕掛けてたの」

　……盗聴器？

「ホントは列車から出る気なんてサラサラなかったんだけどさ。乗務員さんに取り付けた盗聴器から、あなたの話が聞こえてきたから。別の世界から来た人間が、切符がなくて立ち往おう生じようしてるってね。大慌てで列車から出て、あちこち探してたら、ズダ袋と会話してる変な人がいるから、こいつかなってカマかけてみたら大当たりというわけ」

　よく喋しやべる人だなあ。

「……君は一体何者なんだ」

　僕の言葉に、彼女は少し笑った。

「私の名前はシャンファラ・カラミ。稀き代だいの歴史研究家ハリル・カラミの一人娘。シャンでいいわ」

　彼女は僕に向かって手を伸ばす。

「よろしく。えーと名前は確たしか……」

「サドリです」

　おっかなびっくりで差し出した僕の手を、彼女は元気よく握りしめた。

『我われは優ゆう秀しゆうな両生類にして、旧時代の叡えい智ちの結晶たる、人工生命であるところの──』

「こっちはカエル。一いつ緒しよに旅をしてるんだ」

「そのまんまの名前ね。よろしく、カエル君。あんまり自分の自慢はしない方がいいわ。かっこわるいから」

『……小娘。ヒトの分際で、この世で最も優秀な両生類である我を愚ぐ弄ろうしようと言うのか？』

　ズダ袋から這はい出て、カエルは彼女をにらみつける。あまりいい感情は抱いていないようだ。

「そう怒らないでよ。【門】の場所も私が教えてあげるから」

　僕は思わずカエルと顔を見合わせた。

【鍵】と【門】のことを知っている？　この人は階層を移動する手段を知っていてしかも自分が【鍵】だと知っていて、さらに自分から僕に近づいてきたっていうのか。……話がうま過ぎる。

「君は本当に【鍵かぎ】なのか？」

　彼女は謎なぞめいた笑えみを浮かべた。

「データリンクへの接続ポイントは列車内に存在するわ。接続して識しき別べつ信号を確たしかめてみたら？」

「……なんで二枚も切符を持ってるの？　生しよう涯がいに一枚しか配布されないって聞いたけど」

「作ったのよ。二枚とも偽造切符。この天才にできないことなんて何一つないわね」

　彼女は茶ちや化かした口く調ちようでそう言ったけど、冗じよう談だんのようには聞こえなかった。

「偽造って、それはアントロポシュカの決めたルールに逆さからうことになるんじゃないのか？」

「そうよ。だからなに？」

　彼女はなぜ当たり前のことを訊きくのかと言わんばかりに僕を見る。そこにはなんの気負いもなかった。

　普通なら、住民は自分達の住む世界の規律に逆らおうとはしないはずなのに。

　……ひょっとしてこの人もこの階層の人間じゃないのか？　だとすると彼女が【鍵】である可能性は著しく低くなるし、僕とカエルはまんまとこの人に騙だまされていることになる。

　僕は思わず彼女の顔をじっと見つめる。

「なに？　私の美しさに見み惚とれちゃった？」

『霊れい長ちよう類るいの娘ごときが美しいなどと口にするか。小僧。下くだらぬ色いろ香かに惑わされぬようせいぜい気をつけることだな』

　彼女は機き嫌げんよく笑い、カエルはなぜか憤ふん慨がいしている。

　……とにかく、彼女が何者であろうと、このままホームに留とどまることが得策とは思えない。彼女の言うことを聞くしかないのだろうな。

「はい、切符。サドリ君の分ね。カエル君はズダ袋の中に隠れていれば大丈夫だと思うわ」

　必死で考え続ける僕に、彼女はカードの形状をしたプラスチック製の何かを手渡す。

　どうやらこれが切符らしい。

「プラットホームに向かいましょ。そろそろ列車が来るはずだから」

「ちょっと待った」

「なに？」

「僕らを助ける理由は？」

　彼女はしばらく黙だまっていたけれど、やがてまた笑った。

「私の協力者兼けんボディーガードになってほしいの」

「……君はさっき追われているって言ってたけど、一体誰だれに」

　彼女は意地悪そうに微笑ほほえんだ。

「私は【鍵】で、あなた達は私の協力がなければ下の階層に行けない。私がどんな人間だろうと取引きせざるを得ない。違う？　それともここに置いてかれる方がお好み？」

　まったく返す言葉もないくらいにその通りだった。無言を承しよう諾だくと取ったのか、彼女は食欲を満たした猫のような表情で僕を見る。

「じゃ、契けい約やく成立ということで、よろしく。ビジネスライクな人は好きよ」

　彼女がそう言ったとき、背後から複数の足音が響ひびき始める。

「人混みに紛まぎれましょ。列車に乗るまでが勝負」

　彼女の身の上を追及する前に、僕らはまた走らなくてはならなくなった。




『列車』




「そろそろ整せい備び用ようのホームから戻ってくる頃ころだわ」

　僕らがプラットホームに降り、列車を待つ人々の列の中に入り込み、シャンが懐かい中ちゆう時ど計けいを手にそう呟つぶやいたとき。

　突然地面が揺れ始めた。

　おそろしく巨大な何かが近づいてくる音がする。巨大な鋼こう鉄てつのレールが軋きしみを上げ、人々は期待を込めて暗くら闇やみの向こうを見つめる。自分達を楽園に連れて行く乗り物の到来をひたすら待つ。そして……。

　ソレはやってきた。アーチ型の、遥はるか頭上にある高い天てん井じようをこするように、何かがレールを進んで来る。時折汽き笛てきのような音が鳴り響ひびき、車両のあちこちから蒸気を吐く様さまはまるで鋼鉄の生き物のようにさえ見えた。

　列車、とは思えないくらいに巨大な列車が、目の前の視界を完全に遮さえぎって止まった。蒸気は風を巻き上げ、僕は思わず目を覆おおう。

　黒くいびつな車両は、その一つ一つが、車両と言うより、鋼鉄製の動く山だ。

「……お、大きい」

『月並みな感想だな』

　カエルの言葉に返事をする余裕もなく、僕はその列車を見上げていた。

「これが、列車なの？」

「これ以外の列車なんか見たことないわ。驚おどろいた顔をしないで。この世界の住人なら見み慣なれてるはずのものなんだから」

　ゆっくりともったいつけるように乗車口が開くと、制服を着た機き械かい人形が出てきて、延々と、切符ヲ拝見、と呟き続ける。

「さ、行きましょ」

　カードを見せながら、人々は続々と車両の中に消えていく。

「……大丈夫なのかな」

　僕は自分のカードを見つめながらそう呟つぶやく。

『試せば分かろう？　余計なことで頭を悩ませるな』

「分かったときにはもう遅かった、なんてことになったりして」

「私を信じて進みなさい」

　……信じるだけの根拠がないのが問題だ。

『信じない根拠もあるまい？』

　心を読んだようにカエルはそう言った。

　列は進み、やがて僕の番になる。

　制服姿のブリキ人形は、間近で見ると意外な程大きく、身長は、僕の一・五倍はありそうだった。

『切符ヲ拝見』

　ブリキ人形の電子音混じりの声にうながされて、僕はカードを差し出す。

　すると金属製の手が慣なれた動作で、カードを手に取り、それから……。

　止まった。

　チカチカと光る青い目が赤あか色いろに変わり、なにやら考え込んでいるようだ。

「……何が起きてるんだと思う？」

『広こう範はん囲いに向けて信号が発信されている。救援要よう請せいであろう』

　カエルの声に納得しつつ、すぐそばにいるはずのシャンを振り返り……。

　すでにいないことに気づく。

『切符ノ偽造ハ重大ナ違反デス。五秒以内ニ正規ノ切符ヲ提出サレナイ場合、法規ニ従イコノ場デ刑罰ヲ与エマス』

「刑罰ってなんですか？」

　ブリキ人形は答える代わり僕の手を摑つかもうとする。僕はそれをなんとか避よける。周囲でどよめきが上がり、僕とブリキ人形のそばからさっと人が引く。そのどさくさに紛まぎれてシャンが車両に飛び込むのを見て、僕も慌てて後を追いかけた。

　車内にはすでにシャンの姿はない。あの人にん間げん離ばなれした脚力で別の車両に逃げ去ったか、それともどこかに隠れたか。目の前には、列車とは思えないようなホールが広がっている。車両一つを丸ごと使っているのだろうか。天てん井じようは高く、板張りの床ゆかは綺き麗れいにニスが塗られて輝かがやき、壁かべ際ぎわにはいくつか席が設けられていて談だん笑しようしながら窓の外の景色を楽しめるようになっている。

　車両というよりはどこかの屋や敷しきのようだ。すでに中に入っていた人々は驚おどろいて僕を振り返り、当然のように背後からはブリキ人形が迫っていた。僕は追い立てられるように逃げ道を探し、寝台車両一ノ三ノ八と記されている引き戸に走る。そのガラスの向こうにこちらに向かって駆けてくるブリキ人形の姿を見た。全部で三体。

「……手回しがいい……」

　妙に滑こつ稽けいな姿も今となれば恐怖の対象だ。

『おまえも晴れて無賃乗車のブラックリストに仲間入りだな』

「カエル、停止信号とかその類たぐいをブリキ人形に送れないのか」

『無理だな。信号は暗号化されている。解かい析せきには時間がかかろう』

「じゃあ、しかたないな」

　僕はナイフを構え、上がる悲鳴には一切注意を払わずにホールを駆け抜け、反対方向の車両に張り付く。

　ガラス越しに車両の様よう子すを一いち瞥べつする。

　片側の壁かべには大きな窓があり、窓に沿うようにして対面式の木製座席が何席も続いていた。もう片側は木製らしき壁。あれだけ巨大な外がい観かんを持った車両だ。おそらく壁の向こうには別の部へ屋やがあるんだろう。まばらに人が行き来している。

「こっちにはまだ来てない」

　扉を開け、驚おどろく乗客達の間を走る。コートの襟えりを上げ、顔を見られないようにしながら走り、隠れることのできる場所を探す。

　そして、窓の向こうでブリキ人形が四体、じっとこっちを見ている。

　ブリキ人形の赤い目が瞬まばたきをするように光っていた。

「この窓、開いたりするかな」

　カエルが答える前に、窓が上部に滑すべり四体のブリキ人形が入り込んでくる。

『百聞は一見にしかず』

　カエルはいつも通り、状況が分かっているとは思えない程の落ち着きぶりだ。

　驚く乗客達を巧たくみに避よけ、騒そう々ぞうしく軋きしむ音を立てながら四体のブリキ人形が走る。来た場所へ戻ろうとも考えたけれど、そちらにもすでにブリキ人形の姿はあった。もう一方の車両の出口にも三体程その姿を確かく認にんした。

『袋のネズミだな。逃げ場はないぞ』

　ズダ袋からの声を無視して、周囲に視し線せんを走らせる。ブリキ人形たちは怒ど濤とうの勢いで包囲を縮ちぢめてくる。逃げ場はない。

『無賃乗車ヲ犯シタ罪ニヨリ死刑ニ処シマス』

「冗じよう談だんじゃない」

　電子音が混じったような声にそう答え、僕はナイフを握りしめる。

　逃げるだけの時間も余裕も確たしかにない。かといってあっさり死刑になる気は微み塵じんもない。それなら残る選択肢は一つ。強行突破。

　一番近いブリキ人形に狙ねらいを定めてナイフを二本投げる。

　狙い違たがわず、ナイフはブリキ人形のカメラアイを潰つぶした。

　そのまま視界の潰れたブリキ人形を体当たりで押し倒すと、もう一体がそれに巻き込まれて一いつ緒しよに倒れる。他ほかの二体の手が僕を摑つかむ寸前に、僕は別の車両へと走り出す。

『小僧、上に行け。ここはすでに敵で満ちておる』

「根拠は？」

『ブリキ人形はどうやら無む線せんによって頻ひん繁ぱんに情報のやりとりをしているらしい。傍ぼう受じゆした無線の強弱からブリキ人形の位置を逆算して割り出してやる』

　カエルの言葉に僕は頷うなずく。いくつもの車両を走って走って走り抜け、そして……。




『乗務員用休憩室』




　車両と車両の間の連結部分にさしかかった。

「……さすがにもう、追ってこないか」

『うむ。近づいてくる敵もおらぬようだな。喜べ。逃げおおせたようだ』

　カエルの声に小さくため息をつく。

「……シャンはどうしてるだろう」

『ふん。我われらを謀たばかりおった者の心配などするのか、小僧は。この分ではあの娘が【鍵かぎ】だという言葉も怪あやしかろう』

「……騙だましちゃいないさ。彼女だってあの偽造切符で列車の中に入ろうとしてたんだろう？」

　カエルが不満そうにゲコ、と鳴いたときだった。

　背後に突然気け配はいを感じたかと思うと、振り返る間もなく、僕は通路脇わきの狭い部へ屋やに引きずり込まれた。

「静かに」

　耳もとで囁ささやき声がする、と同時に細い女性の腕が扉を閉める。シャンだ。彼女の声には真剣な調ちよう子しが感じ取れた。

「できれば息もしないで」

　僕はその言葉におとなしく従い、息を止めるまではしないものの、暴あばれることなくゆっくりと周囲を見回した。ごく狭い空間にソファと机つくえ、それからポットが置いてある。乗務員用の休きゆう憩けい室しつ、もしくは仮眠室といったところだろうか。

　賢けん明めいにもカエルは沈ちん黙もくを守っているようだ。

　数秒もしないうちに足音が二つ、近づいてくる。

「……なるほど。切符もないのに乗車か。いつ以来かね」

　とぼけたような張りのない声が聞こえた。車しや掌しようさんの声だ。

「我々の知る歴史には残っておりません」

　もう一つ、若い声が聞こえる。こちらは女性の声だ。おそらく列車の乗務員の一人ひとりだろう。

　二つの足音はよりによって、この部屋の前で止まる。最悪なことに僕は気づいた。僕は扉の鍵かぎがかかっていないことを指し示し、背後から僕の口を押さえているシャンが息をのんだ。

「私のバカ！」

　彼女は怒りに満ちた呟つぶやきを口にする。

　それに関しては否定できない。今鍵をかければ、怪あやしまれることになるかもしれない。ここで見つかったら、逃げ場はない。

「……しかし、今回の停車駅では色いろ々いろなことが起きるな。大たい罪ざい人にんシャンファラ・カラミもまだ見つかってないんだろう？」

　……大罪人？　車しや掌しようさんの言葉には引っかかったけれど、深く考えてる暇ひまはない。

「発車したら忙しくなるし、一服しようか」

　ノブがゆっくりと回り始める。

「……この。こんなところで休んでないで仕事しなさいよ！」

　耳もとでシャンの押し殺した声が聞こえる。まったく同感だ。

　シャンは僕を放して、そっと目配せする。

　その意図がどこにあるかは、大体分かる。手荒なことはしたくないけど、捕まって死刑になるわけにはいかない。

　僕はナイフを抜き出す。

　もしものときは、柄つかで一いち撃げきして眠ってもらおうと思っていた。

　彼女はなぜか、懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出してじっと見ている。何をしているか追及している余裕もなく、僕はじっと扉の向こうにいる存在に意い識しきを集中する。

　やがて、ノブが回りきり、シャンが身体からだを硬くし、僕はナイフを握りしめ……。

　突然、休きゆう憩けい室しつが振動を始めた。

　いや、列車全体が、なのかもしれない。床ゆかの振動は大きくなり、僕は驚おどろきの声をかろうじてこらえた。そして突然、後ろに引っ張られるような力が働いて後ろに倒れそうになり、それをシャンが支えてくれた。

「おや、動き出したか……。ちょっと早いんじゃないか？」

「いえ、時間通りですよ」

　それから二、三、僕にはよく分からない専門用語のやりとりがなされ、それが一通りすむと足音は段だん々だんと遠ざかっていった。

　……今度こそ、本当に安全なようだ。足下の規則的な揺れを感じながら僕は改めてシャンを見る。

「訊ききたいことが色いろ々いろとあるんだけど」

「だと思ったわ」

　僕の声には多少トゲがあったはずなんだけど、彼女がそれを気にする様よう子すはまったくなかった。

「出ましょ？　またあの車しや掌しようが戻ってきても困るし」

　彼女はそう言う。とりあえず、彼女の言うことには一理あると、僕も思った。




『空き部屋』




　最後尾の車両の中なか程ほどに、ゆっくり休める場所があるというので、彼女の案内でそこに向かった。小一時間狭い通路を歩き続け、この列車の大きさを改めて実感し始めた頃ころ、彼女は立ち止まる。

「……うん。この辺あたり」

　ギシリとドアが開く。

　小さな板張りの部へ屋やだ。明るい陽光が差して机つくえとベッドと小さなタンスが、床ゆかに影かげを落としている。もう使われていない部屋というからどんなものかと思っていたけど、埃ほこりっぽいということ以外は、思いのほかくつろげそうだ。彼女の荷物なんだろうか。旅行鞄かばんが一つだけ置いてある。

　それから、一つしかない窓の外からは流れる景色が見えた。

　地ち平へい線せんまで金きん色いろの麦畑が広がっていて、それはなんだか、僕の故郷の景色に少し似ている。

　僕の故郷にあった外がい縁えん車両からも似たような景色が見えていた。優やさしくて静かな場所だった。規則的な床の振動を感じながら外を見つめていると、あの頃ころがつい昨日きのうのことのように思えて、だから余計遠くにあるように感じられた。

「面おも白しろいものでも見える？」

　シャンの言葉に、現実に引き戻される。振り向くと彼女は微笑ほほえみながら僕を眺めていた。魅み力りよく的てきな笑え顔がおで、彼女自身も自分で魅力的だと心得ているようだった。

「ここなら乗務員も気づかないでしょ。私もよく潜せん伏ぷく場所に使わせてもらってるし」

「……君は本当にこの世界の住人なのか？」

「どうして？」

「偽造切符を使おうとしてたじゃないか。ここの住人なら本物の切符を持ってるはずだ」

「悪くない推測だけど間違ってるわ。私の切符は使用不可。使った途と端たんに乗務員が飛んでくるの。私、大たい罪ざい人にんだし」

　彼女はため息をつきながら部屋を見回す。

「ここはもう使われてない部屋の一つなの。遥はるか昔は全すべての部屋が使われていたみたいだけど、今じゃ半分くらいね。人口が減ってるのよ。永遠に続く旅が、少しずつ人類全体を疲れさせてるんじゃないかって、私はそう思ってる」

　彼女は旅行鞄からチーズを二切れと水筒、ティーセットを取り出して僕の前に置く。なんでも出てくる鞄だ。

　それから最後に、写真立てを取り出した。幼い少女とひげの生はえた男性が笑っている。顔はあんまり似ていないけれど、どこか共通した雰囲気がある。

「習しゆう慣かんなのよ」

　彼女はそう、ちょっと照れたように言った。写っている男の人は、彼女の父親で偉大な研究家とやらなんだろうかと少しだけそう思った。

「どうぞ、食べて」

　彼女自身は食事に手をつけずに小さな四角い箱を取り出す。折りたたみ式のアンテナを広げ、眉まゆをひそめて備え付けのイヤホンを耳につける。

「……それは？」

「さっき言ってた盗とう聴ちよう装置。あー、ダメだ。ノイズしか聞こえない。気づかれて壊こわされちゃったかな」

　彼女はちょっと首をすくめて、イヤホンを外した。立派な逃亡者、という感じだ。

「君はずっと、乗務員に追われているの？」

「そうでないときもあったわよ？　昔は自分に割り当てられた部へ屋やもあったし、一人ひとりでもなかったんだけどね」
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　彼女はそう言いながら、椅い子すに座った。どこか寂しさを感じさせるような声だった気がして、どうかしたのかと尋たずねようとしたのだけど、カエルのゲコという鳴き声に遮さえぎられてしまった。

　カエルがモゾモゾとズダ袋から外へ出た。

『ようやく外に出られる。逃亡時のズダ袋は居い心地ごこちが悪くてかなわんな』

　カエルは忌いま々いましげにそう呟つぶやき、ついでシャンを見つめた。

『聞こう。おまえが我われらを罠わなにはめたわけを』

「罠にはめたわけじゃないわよ。人聞きの悪い。偽造切符は結構自信あったんだから。前だってこれで通過できたし。正直言って想定外」

『ふん。その想定外に巻き込まれた我々の迷惑も考えてほしいものだな。サドリなどどれだけの怪け我がをしたと思っているのだ』

「ええ！　怪我したの!?」

『重傷だ』

　シャンの僕を見る目が一気に大きくなった。

「ご、ごめんなさい……。大丈夫？　手当てなら多少できるけど……。どこ？　血とか出てる？」

「怪我なんてしてないよ」

　僕はカエルを叩たたいてそう言った。

「カエルのたちの悪い冗じよう談だんだ」

　シャンは目を丸くして、それから力尽きたように椅い子すに座り直した。

「カンベンしてよね……」

『しかし、小僧が殺される可能性があったのは事実だ』

　彼女は小さくため息をつく。

「だから、それは分かってるし、反省してるってば。切符の偽造がばれるなんて思ってなかったの。あなた達が騒さわぎを起こしてくれたおかげで私も列車の中に入ることはできたし、感かん謝しやもしてる」

　彼女は、ごめんなさい、と少し頭を下げた。僕は少し驚おどろいて彼女を見つめる。間違いがあっても謝あやまるような人には思えなかったから。意外に素直じゃないか。

「でも、私だってもしものときはすぐに助けられるようにって、ずっと見張ってたんだから」

　罪悪感を抱いてるのか、彼女はちょっと俯うつむいてそう言った。

「いいよ。結果的に列車に乗れたのは確たしかだし、今はこうしてかくまってもらってるしね」

『おかげで我われらも指名手配の身になってしまったがな』

　僕はカエルの頭をもう一度叩いて、彼女はちょっと笑った。

「君は大たい罪ざい人にんって呼ばれてるみたいだけど、一体何をしたんだ？」

「……簡かん単たんだわ。私が世界の秘密を解こうとしているからよ。この世界にはね、絶対に知ってはいけない秘密があって、私はその秘密を知ろうとしてる。だからアントロポシュカは私を殺してしまいたいと思ってる」

　彼女はまっすぐに僕を見て言った。

「どういうこと？」

「この列車がなんの目的で、どこに向かっているのか。私はそれを知りたいし、実際に知ろうとしているの。分かってると思うけど、私達の世界は楽園に向かうこの列車と途中で立ち寄る駅だけ。楽園への道のりは途方もなく遠く、私達この世界の住人は、今まで楽園への途上で死んでいった。列車がどこを走っているのかは誰だれも知らない。それを知っているのは神の代行機き械かいである、アントロポシュカだけ」

　彼女は少し目を細めて、机つくえの上に置かれた写真立てに視し線せんをやった。

「父は、世界の秘密を知りたいと言って私のそばを離はなれたきり、帰ってこなかったわ」

　彼女の呟つぶやきはほとんど独り言のようだった。しばらくそのまま、何かを考えるように黙だまり、それから、再び僕をまっすぐに見た。

「ねえ、サドリ君、カエル君。楽園なんてものが、本当にこの世にあると思う？」

　僕は分からないと答え、カエルもそれに同意した。それはそうね、と彼女は頷うなずく。

「……あなた達は？　どうして旅をしてるの？　なぜこの世界にやってきたの？」

　僕は【塔】を降りていることや、【塔】の外で待っていてくれるはずの人の話をした。

　彼女はなんだかうらやましい話ね、と呟つぶやく。

「どうしてうらやましいって思うの？」

「目的の場所には、待っていてくれる人がいるんだもの」

　彼女は少し寂しそうに微笑ほほえんだ。

『小僧！』

　突然叫び声が聞こえて振り向くと、カエルが壁かべの一部をじっと見つめていた。そこには角張った、見み慣なれた形の穴が開いている。

『この部へ屋やにはデータリンクへの接続ポイントが存在するぞ！』

　カエルが驚おどろきの声を上げる。確たしかに壁へき面めんの一部にジャックが存在した。

「あら。そんなのが珍しいの？　車内だったらどこにでもあるわよ。そんなの」

　カエルは興こう奮ふん気味に触手を伸ばし、ジャックに接続し……。

　がっくりとうなだれた。

『……機き能のうしておらぬ』

「父さんは、アントロポシュカによって意図的に機能を停止させられたんだって、言ってた」

　僕とカエルの落らく胆たんをよそに、彼女は秘密めかした笑えみを浮かべた。

「さて、列車は【門】に向かって進んでいるわ。ここでゆっくり休んでいてもいいけど、今度は私の話を聞いてちょうだい」

　僕とカエルは顔を見合わせる。もし彼女の言葉が本当なら、後は寝てても、下の階に行く準備は整ととのう。彼女を信じるに足る理由はないけれど、彼女の言葉を確たしかめるぐらいのことはしてもいいだろう。

『安易に信じて夢を見るなよ小僧？　現実が甘くないことはおまえも先さき程ほど経けい験けんしたばかりであろう？』

「分かってるよ、そんなこと。……ねえシャン。【門】は一体どこにあるの」

「それがね。一言で言うのはちょっと難むずかしいの。休きゆう憩けいしたら部屋を出ましょ。見せたい場所があるの。ちゃんと動く接続ポイントだってあるのよ。そこで全部話すから。大丈夫、未来は明るいわ」

　僕は慎重に頷うなずいてみせる。もし彼女が何かの理由で僕達を騙だましているとしても、彼女が貴重な情報源であることに変わりはない。カエルがゲコと、不愉快そうな声で鳴いたけれど、そこはあえて無視した。




『サンルーム』




　休憩に使っていた部屋の車両の最上部に、ガラス張りの部屋があった。

　壁かべ、天てん井じようはガラス張りで、金きん色いろの麦畑が流れていく様よう子すがよく見てとれる。驚おどろいたことに床ゆかは芝しば生ふになっていて、木まで何本か生はえていた。ちょっとした公園のような場所だ。枝葉の間からもれる陽光は地面に日だまりを作っている。鳥の声も何もなく、木々のざわめきもなく、ただあるのはシンとした静寂だけだった。

「最初は整せい備びされた場所だったらしいけど、最近は人も滅めつ多たに来ないし、忘れられて久しい場所ね」

　彼女は大きく深呼吸して、それから、空気がおいしいと言って笑う。

　確たしかに日の当たる草原のいい匂においがした。

「ここはすごく気に入ってるの。いい場所だと思わない？　廃棄されたままになってるのが不ふ思し議ぎなくらい。私はサンルームって呼んでるわ」

　光の中で、金色の髪を輝かがやかせながら笑うシャンは、どこか絵画めいて見えて、印象に残る。

『で？　このような場所になぜ機き能のうする接続ポイントが存在するのだ』

「列車の中には、他ほかにもたくさんあったらしいわ。でも他の場所は全すべて機能してない。アントロポシュカの蓄ちく積せきした情報に触れることはこの世界の住民には許されなかったから、自分でどうにかするしかなかった。そして、父さんは本当にどうにかしたわ。ここのデータリンク接続機能を修復したの」

　彼女は少し優やさしい表情で、ブレスレットに触りながらそんなことを言う。

『旧世界の技術に接触し、誰だれのヒントもなしに情報を引き出すとは、たいしたものだな』

　珍しくカエルが感かん嘆たんの声を上げ、僕も同じように驚おどろいていた。

　大たい抵ていの住人はその階層世界の秘密など気にもしない。その世界のあり方が唯一で当たり前のことのように思ってしまうからだ。

　これまでずっと旅を続けてきたけれど、世界の真相に興きよう味みを持ち、それを解き明かしたいと思う人に出会ったことは、そう多くなかったし、世界の真相に、実際に迫ろうとしていた人はさらに少ない。

「言ったでしょ。父さんは偉大な研究家だったって」

　彼女は少し自慢げに言って、木陰の下にある机つくえを指差す。

　机の中央には金属製で正方形の箱が設置されていて、柔らかい日の光に輝かがやいていた。

「……ずいぶん無造作に置いてあるんだね」

「何度も言うけど、この場所に足を踏み入れた人間なんて、ここ十年くらい私と父さんぐらいのものだったもの。ここに機能する接続ポイントがあることなんて、私以外誰だれも知らない」

　カエルは僕の肩から机に飛び移り、背中から伸ばした触手で慎重にその箱を探っていく。

『……驚くべきことだが、確たしかにデータリンクと繫つながっている。うむ。少々待つがいい、小僧ども』

　カエルがそう言って黙だまり込み、僕は安あん堵どのため息をつく。

　とりあえず、後は得られた情報から彼女の言ってることが正しいかどうか確かく認にんできれば、それで終わりだ。

「ねえ、サドリ君」

　シャンの声に、我われに返る。シャンはじっと箱を見つめていた。

「その箱を使って、父さんが何を探っていたのか、私はその痕こん跡せきを調しらべていったの。それでいつの間にか、私はアントロポシュカに追われる存在になってた」

　彼女は一度口を閉じ、それから、また口を開く。

「この列車がどこに向かっているのか。父さんがずっと調べていたのは、多た分ぶんそれだと思う」

　確たしかに、それは僕も気になるところではあった。階層世界はそれ程広くないはずだ。数えることさえできない程ほど遥はるか昔からこの列車が動いていたとするなら、この列車は【塔】の外に出てしまうはずだ。

　列車はどこに向かっているのか、そんなことを考えているうちに、シャンがじっと僕を見つめていることに気づく。

「どうかした？」

「本ほん音ねを言うとね。サドリ君。父さんの意志を継いで、アントロポシュカに追われるようになってからずっと、人とまともに話をしたことがなかったのよ」

　彼女はちょっとためらう。少し、訊きくことを怖がるような彼女らしくない弱気が見てとれた。

「私、ちゃんと会話できてる？　おかしなこと、言ってない？」

　大丈夫だよ、と答えを返す。

　それで、彼女は安心したように笑った。その表情はまったく普通の女の子のもので、大たい罪ざい人にんで、神様に追われるような人物の表情には見えなかった。

「父さんとはよくここに来たの」

　シャンは独り言のようにそう言った。

「父さんはテーブルに座って、箱を前に一いつ生しよう懸けん命めい何かしてた。私はその隣となりで窓の外を眺めたり、木登りをしたりして遊んでた。私は変人の娘って言われてて、友達なんて一人ひとりもできなかったけど、でも……」

　彼女は言葉を切る。優やさしい記き憶おくを思い出しているのだろう、シャンは幸せそうで、少し寂しそうだった。

　これからシャンの身の上がどうなっていくのか、僕は見届けることができないだろう。彼女のそばにずっといるわけにはいかない。僕達は下の階層に進まなければいけないから。

　彼女を置いて行ってしまうことに、僕は多少の罪悪感を覚える。なんで僕がシャンにそんな感情を抱くのか、自分でもよく分からなかった。

『いい知らせがある。【門】と【鍵かぎ】の情報を捕ほ捉そくした。【鍵】はやはり、おまえの目の前にいる娘のようだ。その点については、娘は誠実であったようだな』

　シャンは納得したように頷うなずいた。

「だから最初からそう言ってるじゃない」

『話は最後まで聞け！　悪い知らせが二つある。一つは我われ々われが先さき程ほどまでいた停車駅に【門】があり、今も遠ざかっていること』

　僕は驚おどろいてシャンを見つめた。

「……君は、【門】の場所を知ってると言っていたよね」

「違うの。そうじゃないわ。弁解させて。これにはわけがあるの」

『残念だが、弁解は後でゆっくり聞いた方がよいようだな……』

　車両の入り口に制服姿のブリキ人形が次々と集まってきたからだ。多た分ぶん、悪い知らせの二つ目だ。

「ヘマをしたな。カエル」

『ふん。アントロポシュカは【門】の情報を監かん視ししていたようだ。少々気づくのが遅れた』

「それをヘマって言うんだよ」

「……場所がばれたってわけね。ようするに」

　シャンは端正な顔に笑えみを浮かべる。その手にはいつの間にか拳けん銃じゆうが握られている。

「暴ぼう力りよくは嫌いなんだけど。この場合やむをえないわ」

　そう言った瞬しゆん間かん、耳が痛くなる程の破裂音が連続で響ひびく。

　無造作に放たれたかのように見えた銃弾は、一発も外はずれずにブリキ人形の胴体や頭部を貫く。その場にいたブリキ人形は一体の例外もなく火花を上げながら倒れた。彼女は満足げなため息をつく。

「ま、こんなところかな」

　彼女は呟つぶやく。ボディーガードなんて必要ないじゃないか、と僕は口に出そうとしたけれど、その暇ひまはなかった。

「なるほどね。やっぱりつるんでいたか」

　声が聞こえ、振り向くとそこには、あの車しや掌しようさんがいた。

「久しぶりだ。シャンファラ。無事に列車に乗り込めたみたいでよかった」

　シャンは何も言わずに、車掌さんに照準を向ける。そして同時に、車掌さんもまた、黒光りする拳銃をシャンに向けていた。

『……この娘、殺す程の大たい罪ざいを犯したようには見えぬが？』

「規則では無賃乗車ってだけで死刑なんだよ」

『ふん、また規則か。つくづく度量の狭い男よ』

「僕は車掌で、車掌はアントロポシュカに列車の運行を任されてる。言わば管理側の人間だ。規則として定められている以上、僕じゃどうにもできない。残念だけどね」

　引き金にかかる指に力が入るのを僕は見つめ、次の瞬間──。

　僕の投げたナイフが陽光を反射しながら彼の手に突き刺さった。

　彼は拳けん銃じゆうを取り落とし、しかし傷ついていない方の手でポケットから小型の拳銃を取り出す。銃口が僕に向けられる。身体からだを伏せるのとほとんど同時に発砲音。さっきまで僕のいた場所を銃弾が通り過ぎていくのを感じる。

　少し避よけるのが遅ければ確かく実じつに死んでいた。容よう赦しやない。

「シャンファラ、君も結局、父親と同じだったな」

　車しや掌しようさんは、どちらかというと悲しそうに、シャンに向かって言った。

「父さんを裏切った人間の話など聞くものか」

　シャンが引き金を引き、再び破裂音がする。しかし、シャンは動揺しているのだろうか。狙ねらいは外はずれ、銃弾は車掌さんの横の壁かべをえぐっただけだった。車掌さんはちょっとだけ笑う。

　その間に移動していた僕は、ナイフの柄つかで車掌さんの首筋を叩たたき、彼は一いち撃げきで崩れ落ちた。

　安心している暇ひまはない。サンルームには、別の乗務員が現れていたから。

　女性乗務員は僕とシャンを見て口を開け、それから倒れている車掌さんを見て、車掌！　と叫んで駆け寄った。駅で車掌さんと話をしていたとき、こちらをチラチラと見ていた乗務員だと見当がつく。

　女性乗務員が車掌さんの無事を確たしかめている間に、僕は机つくえに移動して、カエルをズダ袋に突っ込み、走り出す。

「カエル、状況は？」

『全部で一五〇体の機き械かい人形がこちらに向かっている』

　一五〇体。とても逃げ切れる数じゃない。カエルの言葉を証明するように、サンルームにはわらわらとブリキの人形が集まってくる。

『小僧。我われをここに残すがいい。後のち程会おうぞ』

　カエルはそう呟つぶやく。

「こんなときにどんな冗じよう談だんだ」

『我がこのようなときに、冗談を言うと思うか？　我は車掌以外に正体を知られてはおらぬ。問題はあるまい』

　カエルはそう言って、ズダ袋から飛び降りた。

　僕はもう一度回収しようとして手を伸ばしたけど、カエルはそれを避けて一声、ゲコと鳴いた。

『信じろ小僧。自分の尻しりぬぐいは自分でするものだ』

　カエルは押し寄せるブリキ人形の群れの前に身体を向けた。

　僕はカエルに背を向ける。

「カエル君を置いて行く気なの？　捕まったらスクラップにされちゃうわよ！」

「カエルが大丈夫って言うなら大丈夫だ。後で必ず合流できる。隠れ場所を知ってるなら教えてほしい」

　彼女は一いつ瞬しゆん僕とカエルを交互に見て、それから走り出す。

「ついてきて！」

　拒否する理由などあるはずもなく、僕は彼女の隣となりを駆ける。

　貨物車両を走り抜け、僕らは武器を隠そうともせずに次の客車の扉を開けた。

　その客車は一部がパーティー会場になっているらしく、グラスやおいしそうな食べ物の載った皿を手に談だん笑しようする人々でいっぱいだった。

　彼女はまかせてと呟つぶやき、次の瞬間、銃声が鳴り響ひびいた。

「私は大たい罪ざい人にんのシャンだ！　命が惜しければ道を空あけろ！」

　シャンがそう叫んだ瞬間、パーティー会場にいた人々は静まりかえり、彼女が持つ拳けん銃じゆうを見た瞬間、混乱に陥おちいった。僕らを避さけるように人々は道を空け、あるいは僕らの進行方向とは逆の出口に殺到する。

　背後を見ると、それらの人々を押しのけることができず、ブリキ人形達が困惑し、乗客に落ち着くように呼びかけていた。

「ごめんね、迷惑かけて」

　彼女は小さな声でそう言って、次の車両へと移った。

『業務連絡業務連絡、シャンファラとその仲間と思われる人物が、現在列車内を移動中。乗客に危害を加える可能性あり。乗務員及び常務機き械かいは乗客を客室に誘ゆう導どうすることを最重要任務とせよ』

　何度目かの連結部分を通り過ぎたとき、そんな声が車内に響ひびき渡った。

「すっかり犯罪者だな」

「あなたも私の一味になってるわよ？」

「……まいったね」

　彼女はちょっと笑って、それから車両の上部に向かう階段を指差す。

「ここから上は全部貨物室になってるの。一度隠れれば見つけるには時間がかかると思う」

「じゃ、そこへ」

　彼女は頷うなずき、先行して階段を上り始めた。




『貨物室での出来事』




　そこは思ったよりずっと広い場所だ。高い天てん井じようとどこまでも続く空からの棚。埃ほこりっぽい空気、規則的に設置された明かり取りの小窓。それらがずっと続いていた。

　明かり取りから入る光はいつの間にか赤みを帯びていて、貨物室全体も夕暮れの色に染まっていた。人の気け配はいは、僕達以外まったくなかった。

　僕達は壁かべにもたれ、床ゆかに座り込んで息を整ととのえている。

「……カエル君、平気かな……」

　彼女の声には少し心配するような響ひびきがある。そういえば、僕が怪け我がをしたと勘違いしたときも、とても慌てていた。根は、やっぱり悪い人じゃないんだろう。

「これくらいでどうにかなるようなヤツじゃないよ。カエルは」

　シャンは小さく頷うなずく。

「でも、何かあったら私のせいだ」

「平気だよ。大丈夫」

「……信頼してるのね」

「ずっと一いつ緒しよに旅をしてるから分かる。カエルは絶対に無む茶ちやをしないよ。いつだって一番、安全なやり方を考えつく」

　僕はそう呟つぶやく。

「さっきの【門】の場所なんだけど。君は僕らに噓うそをついていたってことで、いいの？」

　彼女はしばらくの沈ちん黙もくの後で小さく頷いた。

「……列車に乗ってもらう必要があったの。あなた達に、絶対……」

　僕はしばらく黙だまる。彼女の声は弱々しく、僕はどうにも責める気になれなかった。とにかく、彼女が何を考えているにせよ、【門】がどんどん遠ざかっていくこの状況だけはなんとかしないといけない。

「……反対側に行く列車はないの？」

「ないわ。この列車に帰り道はない」

「駅に入った場合、外に出ることはできないんだよね」

　彼女はただ頷いた。

「……つまり、今この列車を出なきゃいけないわけだ」

「この列車から出る？　そんなこと不可能よ。走行中の列車は完全に外界から隔かく離りされているの。ここのガラスだって、一見もろそうだけど、その実……」

　彼女は窓のガラスを二回叩たたいて困ったように笑う。

「銃で撃うったってびくともしないのよ？」

「この窓は、少なくとも一部が機き械かい制せい御ぎよの開閉式になってる。駅でブリキ人形達が、窓を開けて列車に乗り込んでくるのを僕は見たんだ。乗車口もおそらく機械制御だし、なんとかすることはできると思う」

　僕がそう言うと、彼女は首を横に振った。

「……大丈夫よ。そんなことしなくても。カエル君と無事に合流できたら、そのときちゃんと話すから」

　言葉は途中で途と切ぎれる。さすがの彼女も疲れたのだろうか、声には張りがなく、僕を見る仕し草ぐさもどこかゆっくりとしている印象があった。

「他ほかにも、いくつか聞かなきゃいけないことがあるんだ」

　彼女は曖あい昧まいに頷うなずく。

「君と車しや掌しようさんは知り合いだったみたいだけど……」

「そうよ。父さんがいなくなった前の晩、私は車掌と父さんが言い争ってる声を聞いた。世界の秘密がどうとか言っていたの。私、よく覚えてる」

　彼女は少し寂しそうに窓の外を見る。

「それからしばらくして、あの車掌が帰って、眠ったふりをしてる私に、父さんはさよならって言った。すごく優やさしくて悲しい声だったから、私はずっと眠ったふりをして、これが夢だって思い込むことにしたの」

　彼女はふと黙だまって、僕を見る。

「……あなたとカエル君も、どこかに行っちゃう」

　夕暮れの光に照らされた彼女の横顔はとても綺き麗れいだった。

「目的があるんだもの、しかたないよね」

　彼女はむしろ自分に言い聞かせるようにそう言った。

「私はいつまで、一人ひとりで逃げ続けなければいけないんだろう。盗み見る色いろんな人の生活が、その喜びのほとんどが、私から遠くにあるように感じるの」

　電車は規則的に振動し、その音は貨物室の静けさを強きよう調ちようしているように思えた。

「友達って言える人はいないの。ずっと逃げてたから、恋もしたことがない」

　シャンはそう言って、手首につけたブレスレットを触る。

「……そのブレスレットは、大切なものなの？」

　そう尋たずねると彼女は少し笑う。

「父の形かた見みなの。世界を変えることのできるものだって、父は言ったわ。父さんが私に託してくれたのはこれだけだった。……私と他ほかの誰だれかを繫つなぐものはこれだけなの」

　彼女は僕をじっと見つめて、ためらうように口を開く。

「……騙だましてごめん」

　彼女は注意しなければ聞き取れないほどの小さな声でそう呟つぶやき、僕が返事をしようとした、その瞬しゆん間かん──。

　重たい足音が、貨物室中に響いた。

　僕もシャンも身を硬くする。

　僕はナイフを握りしめ、シャンは拳けん銃じゆうの安全装置を外はずした。

　制服姿のブリキ人形の姿が棚越しに見えた。とりあえず、一体だけだ。見過ごしてくれることを心の底から願ねがう。

　僕も彼女もかなり疲れていた。

　一体を倒すくらいならなんとかなるかもしれない。けれどその先はどうなるのだろう。もし、その一体が他ほかのブリキ人形に応援要よう請せいを送った場合、今度こそ逃げることはできそうにない。

　そう思っているうちに、足音がもう一つ増える。

　心の中で舌打ちをする。状況は段だん々だんと悪くなっている。

　二つの足音が止まる。

　埃ほこりのたまった床ゆかについた足跡か何かを見つけたのかもしれない。

　息をのむ。相手がこちらを認にん識しきした瞬しゆん間かんに二人ふたりで一斉に二体を攻こう撃げきしようと、シャンに目配せし、シャンは慎重に頷うなずいた。

　棚を一つ隔へだてた向こう側で、重々しい足音が再び動き出す。二体とも迷いなくこちらに向かい、そして──。

　金属の裂ける甲かん高だかい音が響ひびいた。わけの分からない展開が目の前に広がった。

　どんな状況かを考える余裕すらない。一体のブリキ人形の腕が、もう一体の頭を刎はねたのだ。息をつかせる暇ひまもなく、その胴体を蹴け飛とばし、足と手をもぎ取って、手と足と胴体をバラバラにしたあげくに頭部を踏み潰つぶす。徹てつ底ていしていた。完全に、完かん膚ぷなきまでに一体の機き械かい人形はガラクタと化していた。

　一瞬の出来事に何が起きたのか分からないまま、僕とシャンはその機械人形を見つめる。胸部に銃で撃うたれた跡がある。

　サンルームで襲おそってきた機械人形の一つだろう。機械人形はこちらを振り向き、そして……。

　ゲコ、と鳴いた。

『疲れきっておるではないか。まだまだ修業が足りぬな、小僧』

　機械人形の頭部が開く。そこには触手によって機械人形と同化したカエルが、悠ゆう々ゆうと収まっていた。

『ふ、我われのデータライブラリにはあらゆる格かく闘とう術じゆつの極意が収められておるのだ。同じハードでもソフトが優ゆう秀しゆうであればその差は歴然だ』

　カエルは無む惨ざんにもバラバラになった機械人形を見つめて言った。

「よかった。少し心配してたんだ」

　シャンがため息をついてそう言うと、カエルは不ふ機き嫌げんな声でゲコと鳴く。

『霊れい長ちよう類るいの小娘に心配される謂いわれはない。そんな暇があるなら、自分の身の上を心配するべきであろう』

「ほらね、こういうヤツなんだよ」

　ムッとして口を閉じたシャンに、僕はそう呟つぶやいた。

「……カエル君、これ、攻こう撃げきして大丈夫だったの？　救援要請を出すんじゃないの？」

『救援要請解除の信号を同時に発信した。我はおまえが壊こわした機械人形を解かい析せきし、もはや機械人形の構造を完全に熟じゆく知ちしている。問題ない』

　僕達の頭上より高い場所に収まっているカエルは、僕達を見下ろして言う。

『小僧の肩も悪くはないが、たまにはこのような場所から小僧を見下ろすというのも新しん鮮せんでよいな』

　あーそう、と僕は答えを返した。

『娘、分かっておろうな。我われは弁解を求めるぞ』

　彼女は小さく頷うなずいた。

「ほとぼりが冷めるのを待って、もう一度サンルームに戻りましょう。データリンクにもう一度接続すれば、全すべて分かるから」

　彼女の真剣な言葉に僕達は黙だまった。どのみち僕達にできることといったら、彼女の言葉に従うぐらいしかないのだ。




『考えごと』




　列車の規則的な振動が伝わってくる中で僕は考えていた。

　どうにも、分からないことがある。

　常に移動するこの列車に、なぜ階層世界の情報を蓄ちく積せきするデータリンクへの接続ポイントが存在するのか。

　僕はシャンを見つめる。

　彼女は目を閉じ、じっとしていた。シャンは何を知っていて、何を考えていて、僕達に何をやらせたいんだろうか。彼女が僕達を騙だましたのは、どうしてなのか。【門】がある場所は今もまだ遠ざかっているのに、彼女が絶対に大丈夫と言っているのはなぜか。

　サンルームに戻ると、何かが分かるんだろうか。

　とりとめもなく疑問を頭に浮かべながら、貨物室の向こうに見える風景を見つめる。

　外は田園地帯。あぜ道で区切られた田たん圃ぼが現れては消えていく。なんだか、懐なつかしい風景だ。窓を開けることができれば、盛大な虫の声が聞こえるだろうなと、僕は思った。




『夜食会』




　夜、僕らはサンルームに戻ってきた。

　窓から入り込む月明かりは僕とシャンとカエルを冷たく照らしていて、テーブルには食堂車からくすねてきた料理が広がっている。

　カエルはシャンの言う通り、箱に触手を接続している。シャンは無言で食事をとり、僕は、彼女は何を考えてるんだろうと思いながら、やはり無言で食事をとっていた。

「ねえシャン。いい加減教えてくれないか？　このままどんどん【門】から遠ざかるわけにはいかないんだよ」

　僕はそう尋たずねてみるけれど、彼女はただ小さく頷うなずくだけだった。

　僕はしばらく彼女を見つめ、それから、別のことを考える。

「……やっぱりなんとかして列車の一部を破は壊かいして外に出るしか……」

『その必要はなさそうだぞ』

　突然カエルがそう言った。

　シャンは食事の手を止め、僕もカエルを見つめる。

『【門】の位置情報を調しらべた。驚おどろけサドリ、【門】が近づいている』

　言われなくても驚く。

「……【門】は遠ざかってるはずじゃ？　カエルの勘違いか？　あるいはアントロポシュカに偽物のデータを摑つかまされたとか」

『ありえぬ。【門】や【鍵かぎ】に関連するデータを偽ることは、アントロポシュカにはできない。【門】は確かく実じつに近づいている』

　カエルはそう言って、何か語るべきことはあるか、といった様よう子すでシャンを見た。

「シャン。君はこのことを知っていたのか？」

「……ごめんなさい……。知ってた」

　小さな声で、彼女はそう呟つぶやいていた。

『知っていたなら、なぜ言わなかった』

「ずっと言おうとしてたのよ。今度こそちゃんと話すから」

　彼女はちょっと言い訳がましくそう言って、じっと僕を見つめた。

「最初は、あなた達を利用することしか考えてなかった。あの場でもし【門】の場所を教えたら、あなた達はこの列車には乗ってくれなかっただろうから。列車に乗ってくれるまで黙だまってようって、思ってた」

　彼女は真剣な表情で僕とカエルを見つめる。

「明日あしたの夕方には次の駅に着くから、そしたら私、あなた達のために【門】を開くわ。充分迷惑をかけたし、もう取引きなんて言い出さないから、安心して」

　シャンはそう言って、少し離はなれた木陰まで歩いて横たわった。

　彼女はそれきり黙ってしまったので、僕は再び自分の頭の中で考えをまとめ始める。

　なぜ、遠ざかっていたはずの【門】が近づいてくるのか。

　永久とも言える時間、楽園を目指して進む列車。階層世界の広さを考えると、列車での旅など明らかに無理があること。なぜ接続ポイントが列車の中だけに存在するのかということ。

　それから、僕らが行ってしまった後も、シャンはずっと一人ひとりで逃げ続けるのだろうかと、そんなことを考えていた。

　今日きようはここで一夜を明かそう。昼間のことがあるし、かなり危険かもしれないけど、誰だれか一人が見張りに立っていれば、そうそう危き機き的てきな状況に陥おちいることもないだろう。

　だいいち、これからまた隠れるところを探すとなると、疲れがたまる。

　眠ってしまった彼女に薄うす手での毛布をかける。

　カエルは箱に触手を接続したまま、死んでしまったかのように動かず、僕は豪ごう勢せいな夕食を一口ずつつまみながら、窓の外の、月に照らされる山並みを見つめた。




『世界の秘密』




　あの通信機の向こうから聞こえてきた声の主ぬし、二四〇九階の彼女はどんなことを思いながら僕と会話をしていたのだろう。

　僕が旅を始める、そのきっかけを作った彼女は、【世界】にたった一人で取り残されていた。

　今、僕のそばで眠るシャンのように彼女も寂しくて寂しくてしょうがなかったんだろうか。

　そんなことをぼんやりと考えている。

「……サドリ君は寝ないの」

　ガラスの向こうで流れていく景色を見つめながら昔のことを思い返しているときだった。

　振り返るとシャンが立って、僕を見つめていた。

「もう少ししたらカエルと交代する。シャンは寝てていいよ」

「そんなの、不公平よ」

　彼女はそう言って僕の前に座る。

「それなら、サドリ君が起きてる間は、私も起きてることにするわ」

「それは効率が悪いよ。寝てた方がいい」

「そんなことないわ。何か起きたときに、寝てる人を起こす手間を考えたら、絶対に二人ふたりとも起きてた方がいいもの」

　彼女は怒ったようにそう言って、それから困ったように笑うと、沈ちん黙もくした。

「この世界の秘密を君はすでに知っているんだろ？」

　僕はそう尋たずねてみる。

　いつまでも楽園にたどり着かない列車。遠ざかっていたはずの【門】が近づいてくる理由。そもそも狭いはずの階層世界で長時間走り続けたこの列車の走行距きよ離りが、階層世界の円周を遥はるかに上回るだろうことをどうやって説明するのか。

　それらはごく単純な一つの事実を指している。

　それはつまり……。

「この列車は、同じところをグルグル回ってるだけだ。違う？」

　彼女は慎重に頷うなずく。

「おそらくこの景色は、アントロポシュカの見せるホログラフの一種なんだろう。それを感づかせないために、ここの窓は絶対開かないようになってる」

　窓の外を流れていく景色を見て、僕は呟つぶやく。

「この列車はどこにも行かない。前の駅から次の駅に移動したんじゃなくて、列車は同じところをグルグル回る。アントロポシュカはその間に駅を作り替えて、違う駅に着いたように見せかけるんだ。楽園が近づいていると人々に錯さつ覚かくさせるために、アントロポシュカは永ながい間茶ちや番ばん劇げきを繰くり返し続けてきた。何千年も、何万年も」

「そうよ。頭がいいわね。私は、そんな簡かん単たんなことを知るのに何年もかけちゃったわ」

「僕はこの世界の住人じゃないから、余計な考え方にとらわれないですむ。それだけだよ」

　僕は黙だまる。列車の振動に、静寂が規則的に震ふるえる。彼女はじっと僕を見つめている。

　静かな夜だな、と何の脈絡もなくそう思う。

　少しためらった後で、僕は口を開いた。

「世界の秘密なら、君はすでに解き明かしてるじゃないか。君は一体何をしたいんだ？　僕達を利用して、一体何をしようと思ってたんだ。場合によっては──」

「許さない？」

「いや、場合によっては協力するつもりだ」

「……知りたいことがあるのは本当なの」

　彼女はそう言った。月明かりに映る彼女の目には強い決意のようなものが滲にじんでいた。

「アントロポシュカと話がしたい。無限に続く旅でヒトは疲れ切ってる。人口だってどんどん減ってるの。それでも、ありもしない楽園を目指すことにどんな意味があるのか。それには、私の父を殺してしまう程ほどの意味があったのか。それが知りたいの」

　彼女はそう言って、僕は一度だけ頷うなずいた。

「カエル君とあなたの話が盗とう聴ちよう器きから流れてきたときは、とてもうれしかった。旧世界の遺い物ぶつである人工生命を使えば、生きたままでアントロポシュカに面会することだって不可能じゃないって思った」

　僕は頷く。最初から騙だまされていたのだと知った今でもなぜか、シャンを憎む気にはなれなかった。

「……君はアントロポシュカに追われてるんだろ？　アントロポシュカは、この世界の秘密を知っている君を、生かしておきたいとは思わないはずだ。事実、君は命を狙ねらわれている」

　シャンはしばらくの間黙だまり、それから……。

「……大丈夫よ……」

　シャンは手首につけたブレスレットを軽く触りながら、小さな声でそう呟いた。

「このブレスレットにはね、父が作ったウイルスプログラムの情報が閉じ込められてるの」

　彼女の声は空気に優やさしく溶ける。

「アントロポシュカから、列車の管理と防ぼう衛えい能力を奪うためのプログラムよ」

「……君は、ひょっとして。アントロポシュカを……」

「場合によっては、そうするつもり」

　彼女は静かに言った。なんだか悲しそうだった。月明かりは優やさしく静かで、物音一つないこの部へ屋やと、彼女の整ととのった横顔を映し出している。シャンは本気なのだと、僕は不意にそう思った。

「今、カエルはデータリンクの探たん索さくに全神経を集中してるから、僕らの話は聞こえてない。カエルがこちら側の世界に戻ってきたら言うといい。アントロポシュカに会わせなければ【門】を開かない。そう言えばカエルは口を挟めなくなる」

　彼女はちょっと笑って頷うなずいた。

「……ありがとう。それから、ごめんなさい」

「いいよ、別に」

　電車の揺れる音がする。彼女は言う。

「……明日あしたになって駅に着いたら、離はなればなれになってしまうんだね」

「うん」

「これだけは信じてほしいんだけど、私、今日きよう一日が楽しくてしかたなかった」

「楽しかったって、死にかけたのに？」

「……確たしかに怖かったし、ハラハラしたこともたくさんあったけど。……こんなにたくさん人と話をしたこと、なかったから。なんて言うか、すごくうれしかった」

　彼女はそう言った。

「私、好きよ。カエル君も、……あなたも」

　彼女はそう言って、少し笑った。頰ほおには、僅わずかに朱しゆが差していたかもしれない。

「……確かに悪い一日じゃなかったって、僕も思うよ」

　彼女はしばらく黙だまったまま、僕を見て、それから頷いた。

　僕とシャンはしばらくの間、他愛たわいもない話をした。明日、全すべてが上う手まくいけば、僕らは離はなればなれになるし、上手くいかなければ、それはそれで僕達は死んでしまって、それで終わりだ。

　最後に彼女は言った。もっと早くあなたに会って、もっと長くあなたと一いつ緒しよにいたかったと。

　僕もそう思った。けれど、僕達にはお互いに目的があり、お互いに行く道はまったく違う。

　僕はこの世界を降り、彼女はこの世界に留とどまるだろう。

「もう寝た方がいいよ。明日は、大変な一日になるだろうから」

　彼女も、今度は素直に頷いてくれた。




『ブレインストーミング』




　カエルは難むずかしい顔をしてゲコ、と鳴いた。

『……なんと底意地の悪い娘だ。ここまで助けてやったのに、その恩を忘れて、協力しなければ【門】を開けぬだと？　昨夜ゆうべと言ってることがまるで正反対ではないか！』

　カエルは呆あきれ顔でシャンをにらみつける。

「ごめんね。カエル君。私はどんな手段を使ってでも君達の力を借りたいの」

『おのれ、なんと……なんと恩知らずな！』

　朝の日の光の中で僕とカエルとシャンは再びテーブルを挟んで顔を突き合わせていた。

　まずはカエルの説得と、それからアントロポシュカに接触を図るためにはどうしたらいいかを検討するためだ。

「それで、アントロポシュカにどうやって会うか検討したいんだけど。……カエル、こっち向いてよ」

　カエルは機き嫌げんを損ねたらしく僕らに背を向けて明後日あさつての方向を向いている。

『勝手に検討でもなんでもするがよい。やってられぬわ』

「……カエル。そんなこと言ってる場合じゃないだろ。いいのか、旅を続けられなくなっても」

『ふん。下くだらぬ色いろ香かにたぶらかされおって！』

　どこをどうしたら、そういう解釈になるんだろう……。

　しかたがないので、僕はシャンと話を続ける。

「それで、まずはどんな手段でアントロポシュカに会うかなんだけど。正攻法で行ったら、会う前に殺されかねない」

　僕が言うと、彼女も真剣に頷うなずいてくれた。

「そうなるとアントロポシュカと関かかわりのある職しよく員いん、例えば車しや掌しようなんかを人ひと質じちにするしかないか……」

「……物ぶつ騒そう過ぎるよ。シャン」

「え、そう？　結構いい考えだと思ったんだけど……」

「車掌さんを人質にしている間は色いろんなところから注目されるし、遠くから狙そ撃げきされたりっていう可能性もある」

「じゃ、どんな方法があるって言うのよ」

　僕は極々単純な作戦を話し、彼女は少し首を捻ひねる。

「上う手まくいくの？　それ」

「いかなきゃ強行突破」

「……やっぱり物騒じゃない」

「どっちにしろ、この作戦にはアントロポシュカの居場所を知っていることが最低条件になる。まずはその辺あたりから探っていく必要が……」

『その必要はあるまい』

　カエルがため息混じりに会話に割り込んでくる。

『アントロポシュカの居場所なら分かっている』

　カエルは床ゆかを指差して言った。

「……カエル、いつの間に、どこでそんなことを知ったんだ」

『知る必要もないくらい、単純ではないか。データリンクへの接続ポイントが停車駅にはなく、列車内には機き能のうしないとはいえ、大量の接続ポイントが残されていた。加えてこの階層世界の本質は、この列車にあると言っていい。だとすれば答えは一つだ』

　カエルは僕達を見つめる。

『アントロポシュカはこの列車内に存在する』

　声も出ない僕に、カエルは厳おごそかにゲコと鳴き、シャンもあっさりと頷うなずく。

「私があなた達を列車に乗せたかった一番大きな理由だもの。気づかなかったの？」

　……わりとショックだ。

　僕は小さくため息をついて、気を取り直す。

「カエル、アントロポシュカに会うためには、いくつかやらなきゃいけないことがある。頼まれごとをしてくれないか？」

『旅を続けるためだ。しかたあるまいな』

　カエルは不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった感じで頷き、シャンは笑う。

「ありがとう。好きよ。カエル君」

『我われはおまえが大嫌いだ』

　カエルはゲコと鳴き、僕はちょっと笑ってしまった。

　カエルの準備が整ととのい次第、僕らは動き出す必要がある。おそらく、乗務員にせよアントロポシュカにせよ、次の駅に着くまでに、車内で決着をつけようと思っているに違いない。

　全すべては今日きようで決まるはずだ。




『決行』




「死ぬ！　私達絶対死ぬ！」

　傍かたわらでシャンが叫んでいる。

　そうして、僕らは再び車内を逃亡中である。

　背後には乗務員達やブリキ人形が大勢迫っている。乗客は皆自室に戻っているため、今回は追いかける側も本気だ。

　手に手に拳けん銃じゆうを持ち、口々に叫びながら僕らを追ってくる。

　その中でも最も鬼気迫ってるのが、車しや掌しようさんの横にいたはずの女性乗務員だ。

　昨日きのう、車掌さんを傷つけたことを相当怒っているらしく、顔を赤くして追いかけてくる。

「待ちなさい！　待たないと撃うつわよ！」
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「あの人、本気よ!?　ちょっと、これのどこが安全な作戦なの」

　シャンが叫び、僕もこれは失敗だったかも、と思い始めていた。

　僕らは次の車両に走り、戸口を閉め、すぐそばにある、掃除用品と書かれたロッカーからデッキブラシを取り出してつっかえ棒ぼうにする。

　再び走り出し、まずは安心と思った瞬しゆん間かん。

　戸口が爆ばく発はつした。もうもうと立つ煙と炎の中に、あの女性乗務員が立っていた。

「よくも車しや掌しようを！」

　手には小型のグレネードランチャーを持っている。

　これには他ほかの乗務員も驚おどろいたらしく、消火、消火、と叫んでいた。

「メチャクチャね……」

　シャンも驚おどろき、というよりむしろ呆あきれて女性乗務員を見つめていた。

「ダメですよ！　車掌さんは捕らえろ、と言ったんですよ！　アントロポシュカからの命令なんでしょう！」

　あっちはあっちで混乱してるらしい。他の乗務員の声も、まったく耳に届いていないようだった。血走った目で僕達を見つめている。この場で僕らをバラバラにする気満々だ。

「どうしろってのよ」

　シャンは拳けん銃じゆうを構えたものの、発砲しようか迷っているようだった。

　女性乗務員と他ほかの乗務員が言い争っている間に、僕は彼女の目の前に移動。ナイフを逆に返して横に振るい、しかし彼女はそれを、グレネードランチャーの銃身で受け止めた。

「なめないでよね。これでも私は、車しや掌しようの護ご衛えい役やくだって兼かねてるんだから」

　彼女の足が空気を切り裂いて僕に迫り、僕はそれをなんとか避よけ、彼女の軸足を払おうとするが、間かん髪はつ入れずに頭上めがけて落ちてくるかかとを避けるだけで精一杯だった。次の瞬しゆん間かん、女性乗務員は背後に飛び、グレネードランチャーの黒い銃口をこちらに向ける。

「殺しはしないわよ」

　そんな物ぶつ騒そうなもので人を狙ねらっておいてそれはないだろ、と心の中で思いつつ、僕はナイフを構えて彼女に突進し、次の瞬間。

「二人ふたりとも、そこまでにしてくれ」

　唐とう突とつに声がかかった。背後から。

　振り返ると、首の後ろにガーゼを当て、手のひらを包帯でグルグル巻きにした、痛々しい車掌さんの姿がある。

　シャンの頭に拳けん銃じゆうを突きつけ、シャンは憎々しげに両手を挙げていた。

「しゃ、車掌！　お身体からだはもうよろしいんですか!?」

　女性乗務員は驚おどろきの声を上げ、

「これだけ派は手でにやられちゃ、ゆっくり眠ってられないって。あーあー。次の駅で修復しないといかんな、これは。君ね、これ罰則ものだからね？」

　車掌さんの言葉に、力なくうなだれてしまった。

「さて、シャンファラに、サドリ君、だっけ？　無賃乗車とか公務執行妨害とか暴ぼう行こう罪ざいとか、諸もろ々もろの件で、規則に従い、この場で処罰させてもらうよ」

　拳銃が僕に向けられ、僕はじっと車掌さんを見つめる。

　それから、車掌さんはちょっと笑って、拳銃を降ろした。

「と、言いたいところなんだけど、アントロポシュカが身柄を引き渡せと言っているみたいでね。アントロポシュカはこの世界の規則だ。規則には従わなければいけない」

　車掌さんはそう言って、ちょっと笑った。

　シャンは僕を見つめて、小さく頷うなずく。

　僕達は最初からこれを狙ねらっていた。カエルが、機き械かい人形の情報発信機能を利用して、車内の情報系を操そう作さしたのだ。

　僕らへの対応を、【見つけ次第処刑】から【アントロポシュカへの身柄引き渡し】に書き換えてもらえれば、後はある程度抵抗して捕まってしまえばいい。

　カエルは機械人形になりすまして、先行してアントロポシュカのもとに潜もぐり込んでいるはず。万事順じゆん調ちよう。

　……女性乗務員の荒れようは正直予定外だったけれども……。僕は彼女の、殺意の塊かたまりのような視し線せんを避さけながらそんなことを考える。

　何はともあれ、当初の予定は達成された。

　これでアントロポシュカに会える。

　シャンを横目に見ると、彼女は今までにないくらい、真剣な表情で何かを考えていた。




『神の代行機械』




　車しや掌しようさんに連れられ、僕とシャンはゆっくりと進む。列車の先頭車両を僕達は歩いていた。

　女性乗務員はどうしてもついて行くと聞かなかったが、アントロポシュカの領域に入ることができるのは、基本的に車掌だけと決まっているらしい。

　車両の中とは思えないような静かな場所だった。

　深い深い森の奥にいるかのような錯さつ覚かくに陥おちいる。太古から息づく森の風景が、目の前にはあった。苔こけむした大木が太い根を張り、足下の浅い水面からそびえ、陽光は優やさしく植物達を照らしている。

　周囲からは、長い間人が踏み込んだことのない場所にある、人の侵入を拒こばむような、独特の寂しさのようなものが感じられた。

　動くものはなく、鳥の声も、虫の囁ささやきも水のせせらぎさえも聞こえず、僕らの立てる水音がその部へ屋やの全すべてだった。

　足下の水の感覚は確たしかにある。靴が水を吸って重くなっている。どこまでがホログラフによる幻で、どこまでが本物なのか、僕にはまるで分からない。

　規則的な振動だけが、かろうじて僕を現実につなぎ止めてくれる唯一の要素だった。

「……なに、この風景」

「アントロポシュカの好きな風景なんだろう。あるいはこれが、アントロポシュカの夢見る楽園の姿なのかもしれない。神様の考えることは人間には分からんさ」

　シャンの言葉に、車掌さんはそう答える。

「君のお父さん以来だよ。ここに誰だれかを連れてくるのは」

　車掌さんはそう言った。

「父さんが、ここへ？」

　シャンが足を止めて、車掌さんを見る。

「そうだ。当時車掌になったばかりの僕に彼は頼んだんだよ。『世界の秘密を摑つかんだ。アントロポシュカと話がしたい』そう彼は言ってた。目なんか子供みたいにきらきら光らせちゃってね。僕は反対したんだが、結局彼の情じよう熱ねつに負けて、規則を破った」

　車掌さんは、少し黙だまる。

「結果、彼は帰ってこなかった。規則は守らなければいけないものだと、痛感したよ」

　パイプをくゆらせながら、どこか遠い目をして、彼は言った。

　彼女は不ふ思し議ぎそうに車しや掌しようさんを見ていた。信じられないものを見るように。

「……どうして、言ってくれなかったの？　私はずっと、あなたが父さんをアントロポシュカに渡したと思ってた」

「あのとき、ハリル……。君のお父さんを止められたのは僕だけだったし。このことは誰だれにも口外してはいけないと、規則で決められていたものでね」

「規則規則って、なんなのよ。今さらそんなこと言われたって、どうしたらいいのか」

　シャンはどこか弱々しく言った。今まで裏切り者だと思っていた男が、本当は裏切り者ではなかったことを知って、どうしていいか分からなくなっているのだろう。

「君のお父さんにも、よく言われたよ。僕にはあまり、自分の意志というものがないんだ。自分で自分の行動を全すべて決められる程、強い意志は持ってない。この世界の住人はみんなそうだ」

　車掌さんは悲しさとも懐なつかしさとも、判別のつかないような目で、シャンを見つめた。

「僕はうらやましいと思っていたよ。ハリルのことも、君のことも。君みたいに、世界に抗あらがってまで自分の目標に走っていける人間が全てだとは思っちゃいけない。多くの人間は、君よりずっと弱く、小さく、希望を求めて生きているんだ。アントロポシュカが導みちびくこの世界も、あながち間違っちゃいないのさ」

　彼は何かを思い出すようにそう言った。

「だいいち、規則を破れば大切なものを失ってしまうからね」

　車掌さんはそう言って、立ち止まる。

「僕が案内できるのはここまでだ。規則でそう決まってる」

　シャンはじっと車掌さんを見つめる。悲しいような、怒っているような目だった。

　車掌さんはちょっと笑って、煙を吐き出した。

「君の目は、お父さんによく似てるなあ」

　彼はそう言って、後はもう、ただじっと黙だまっていた。

　車掌さんと別れ、僕らはさらに森の奥に進み、そこには一体のブリキ人形が待っている。

『待ちくたびれたぞ。小僧』

　ブリキ人形の頭部が開いて、カエルが呟つぶやくようにそう言った。

「……アントロポシュカは？」

『この車両そのものがアントロポシュカだ。ここでならアントロポシュカを呼び出すことができる。呼び出そうか？』

「……いえ、その必要はないわ」

　シャンは一人ひとり、進み出る。その先には、小さな女の子が立っていた。

　幻でできていることはすぐに分かった。少女の姿は半透明で、向こうの景色が透けて見える。見た目の年ねん齢れいとは対照的に、その青い瞳ひとみは静かで落ち着いていて、深い悲しみの色を浮かべていた。

『ハリルの娘。いつかここに来ると思っていました』

　彼女は口を開けることなく、代わりに周囲から声が響ひびいた。澄すんだ、耳に心地ここちよい声だが、そこに感情はない。

「神の代行機き械かい、アントロポシュカ。教えて、あなたはハリルに、父さんに何をしたの」

　シャンの声は、凜りんとして、柔らかな空気に波紋を作る。

『ハリルは殺しました』

　アントロポシュカはなんの感情も交えない声でそう言った。

「……なんでそんなことをしたの？　あの人は、私の大切なお父さんだったのに……」

『この世界が継続していくために必要でした』

　アントロポシュカは変わらない悲しみの目で、じっとシャンを見つめている。

『ハリルは私の世界の秘密を知り、私の世界を否定しました。ですからハリルは殺さなければいけなかった』

「なによ、それ……。【鍵かぎ】と【門】は？　私達には、世界を拒否する権利があるんじゃないの？」

『個人であれば自由です。ですが世界の規律を破は壊かいしようとするなら、話は別です』

　アントロポシュカはただ無表情にシャンを見つめる。

『楽園を築く必要はありません。必要なのは、楽園に向かっているという確かく信しんです。それが人の幸せに繫つながるのです。この列車に乗っていれば、いつか楽園にたどり着ける。希望を与えることのできる世界。それが私の作り出した世界です』

　アントロポシュカは淡たん々たんと話す。

『ハリルは全すべてを暴あばき、全員を列車から降ろすと言いました。列車に乗れなくなった人々は、希望を奪われ絶望するでしょう。私はそれらの人々を殺さなくてはならなくなる。絶望こそが、人を真しんに死に至らしめるものなのです。私には絶望を根絶し、この世界を希望のみによって成り立つものとする義務があります』

「……なんで、そうなるのよ」

『それが、人の幸せの維持には必要だからです』

「あなたが勝手に決めた幸せじゃない」

『ハリルも同じことを言いました』

「じゃあなんでこんな世界を続けていこうと思うのよ！」

　彼女の叫び声が響ひびく。

「なんで、父さんが、死ななければいけなかったの……」

　彼女はそう言って、涙をこぼした。アントロポシュカはただ静かにシャンを見つめていた。

「あなたに与えてほしくなんかない」

　シャンは静かに言った。

「希望なら、自分で探すわ」

『あなたのような人々が全すべてなら、私が創造され、神の代行機き械かいとなることはなかったでしょう。多くの人はあなたのように確かつ固こたる意志を持ちません』

「そんなの私だって持ってないわよ！」

　シャンの叫び声が空気を震ふるわせた。

「強くなんかない。確固たる意志なんて、どこにもない。それでも、誰だれかに与えられた希望に頼って生きていくのは、おかしいって思うよ」

『同意します。シャン。ですが私は【幸せ】を追求しなければいけないのです。私をそのような存在として定め、自らの希望も幸せも全て私に託したのは、あなた達ヒトという種しゆです』

　シャンの目はじっとアントロポシュカを見つめる。

「私も、父さんと同じことをあなたに言うわ。あなたは狂ってる」

『……自覚しています。しかし、あなたが世界の規律の障害となるなら、私はあなたを殺さなければいけない』

「父さんと、同じように？」

『ハリルと同じように』

　アントロポシュカはそう呟つぶやき、その瞬しゆん間かん、周囲の雰囲気が変わった。

　木々の向こうの薄うす暗くらがりに、ブリキ人形達がひしめていることに、僕は気づく。

「……カエル。まずいぞ」

『予想できうる範はん囲いの出来事であろう。あの娘、少なくとも頭は悪くない。方策を考えていないなら、我われらを巻き込むような真ま似ねはしないであろうよ』

　カエルは落ち着き払っていた。カエルの言葉を裏付けるように、シャンも微動だにしない。

　ただじっとアントロポシュカを見つめているだけだった。

　無数のブリキ人形達が木々の間から現れ、シャンに殺到する。

　僕はナイフを引き抜く。彼女の前に立とうとして、シャンに手で阻まれた。

　シャンは静かに手首を持ち上げる。

　銀ぎん色いろのブレスレットが光っていた。父の形かた見みだと言っていた、あのブレスレットだ。

「父さんは言ったわ。もしおまえが、世界を変えたいと心の底から願ねがい、その重荷を背負えると思ったなら、そのときはこれを使うといいって」

　彼女はブレスレットの一部を捻ひねり、するとそこから青い光が溢あふれ出す。

「カエル君、光のパターンを分析して。一つのプログラムが作り出せるはず。それをアントロポシュカに流し込んで。アントロポシュカへの直接接続が可能な今なら、できるはず」

『……よかろう』
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　カエルは重々しく頷うなずき、一方のシャンはじっと、アントロポシュカだけを見つめている。

『そのブレスレットにあるプログラムならすでに免疫があります。あなたの父もそれを使って私から力を奪おうとして、失敗しました』

　アントロポシュカのその驚おどろくべき言葉に、僕は硬直する。

『だからハリルは私に殺されたと、そうは思わなかったのですか？』

　光が、どんどん強くなる。

「改造したわ。たくさん勉強して、父さんに追いついて、その意志を継ぐために」

　彼女は宣言する。誇り高く、どこか、悲しそうに。

「アントロポシュカ、あなたをこの世界の管理から切り離はなします」

　先頭を行くブリキ人形の手が、シャンの顔に触れるその寸前、ブリキ人形はその場に倒れ、ついでブリキ人形達の群れが一斉に動きを止め、その場に倒れる重苦しい音が響ひびき渡る。

　青い光は奔ほん流りゆうとなり部へ屋やの中を暴あばれ回る。

　アントロポシュカは、なぜか少しだけ微笑ほほえんだ。まるでシャンを祝福するように。シャンは悲しそうに俯うつむき、そうして……。

　周囲に光が溢あふれていく。どこまでも強く、深い、その青い光はアントロポシュカの世界を一色に染め上げていった。




『終着駅』




「……なるほどね。列車はもう、動かない……か。うーん」

　日の当たる板張りの部屋で、車しや掌しようさんは困ったように煙を吐き出した。その隣となりには目を丸くしたままの女性乗務員がいて、対面するように僕とシャンと、それからカエルが座っている。

　アントロポシュカが造った最後の駅の、その乗務員室に僕達はいた。

「そういえばサドリ君。君とは昨日きのうも、こうして話をしていた気がするね」

　車掌さんはそんな風ふうにぼんやりと言う。

「あのときはお世話になりました」

「あの後も殴られたり騙だまされたり、まったくいいように利用されたものだ」

　僕が小さく頭を下げると、彼はいやいや、と手を振った。

「それで、現在の状況はどうなっているんだい？　もう一度詳しくお願ねがいできないだろうか」

『アントロポシュカは現在、その主な管理機き能のうを停止している。今、正常に動いているのは、空気、水、食糧等の循じゆん環かんシステムだけだ。アントロポシュカの自じ意い識しきは現在機能を停止し、睡すい眠みんモードに移行している』

「神殺し、というわけか。ずいぶんなことをやってくれたね」

　シャンはただ黙だまっていた。自分のやったことがいいことなのか悪いことなのか、いまだに悩んでいるのだろうと、そう思う。

「記き録ろくにある限りだと、今まで列車が駅に停車していた時間は丸一日が最長だ。それ以上になれば、乗客達は混乱するだろうね。列車が運行しないというのは、彼らにとっては地面がなくなるのと同じくらいの大問題だろう。暴ぼう動どうの一つや二つ、起きてもおかしくないはずだ」

「……大丈夫よ」

　今まで喋しやべらなかったシャンが顔を上げて言った。

「私が説得する」

　とても硬い声だったけれど、彼女の目は強い決意に満ちている。

「楽園行きの列車なんて噓うそだったっていうことも、これからは私達が、自分達で、楽園をここに、この場所に創つくらなければいけないっていうことも、私が説得するから」

　シャンはそう言った。

「……規則では……。いや、規則なんてもうないんだっけか。弱ったな、どうにも」

　車しや掌しようさんはパイプをくゆらせる。

「そんなに簡かん単たんに、乗客達は納得しないと思うけどね。言ってる本人が今まで大たい罪ざい人にんと言われてきた人物だし、今まであると思っていた楽園を、否定されるわけなんだしねえ」

『希望を奪ったおまえを恨むこともあろうな』

「違うわ」

　彼女は言う。窓から入り込む陽光の中で、彼女は驚おどろく程ほど頼もしく見えた。

「偽物の希望を、本物に変えるだけよ」

　彼女はそう静かに言って、小さく微笑ほほえむ。

「まずは、駅の外に向かう扉を開きましょ。皆で考えれば、何か方法が見つかるはずよ」

　彼女はそう言った。

『めげぬ小娘だ』

　カエルが、呆あきれたようにゲコと鳴いた。

　僕は彼女を見る。多た分ぶん、僕は今笑っているだろうとそう思う。

「きっと上う手まくいくよ」

　僕の言葉に、彼女は頷うなずいた。

「私は天才だもの。なんだってできるわ」

　彼女はそう言って微笑ほほえむ。銀ぎん色いろのブレスレットが手首に光っている。日の光を受けて輝かがやく金きん色いろの髪がさらりと揺れた。




『お別れ』




【門】は確たしかに、プラットホームに存在した。光の差し込む通路にあるなんの変哲もない金属製の扉だった。僕が開けようとしてもびくともしなかったけれど、シャンがノブを捻ひねると、簡かん単たんに開いた。

　その先には星くずをばら撒まいたような、暗い通路が続いている。いつもの光景だ。

「これでもうお別れだね」

　シャンは静かにそう言った。

「うん。お別れだ」

「……お互い、上手くいくといいね」

　シャンは下を向いてそう言った。

「上手くいくよ。きっと」

　僕がそう言うと、彼女は下を向いたまま、少し微笑む。

「カエル君も、さよなら」

　シャンはズダ袋に向かってそう声をかけるけれど、中に収まってるはずのカエルは何も答えない。まだ怒っているのだ。

「カエルのことは気にしなくてもいいよ」

　シャンはちょっと困ったように頷いた。

　それから、シャンは僕の顔をじっと見つめた。

　口を一度開き、何かを言いかけて、それからまた閉じた。

「……たった一日だったけど……」

　どうしたの？　と尋たずねようとしたとき、彼女は言った。

「……たった一日の、短い付き合いだったけど」

　彼女は笑え顔がおで僕を見る。柔らかい光の中で、彼女はとても強く、優やさしそうに見えた。

「私、一生忘れないと思う」

「……僕もだ」

　彼女と同じように、僕も笑っていると思う。

　それから僕は【門】に向かって歩き出す。

【門】をくぐる寸前、僕は一いつ瞬しゆん歩みを止めた。カエルがぼそりと言った。

『我われの計算では、この世界はこれからよい方向に変わっていくと出ている。しっかりやるがよい』

　カエルの言葉にシャンは驚おどろいたように目を丸くして、それから、頷うなずいた。

　カエルなりの祝福なのだと、僕は思った。これから彼女の身に起こるであろう多くの困こん難なんを、カエルが予測できないわけがない。

　彼女の目の端に涙が浮かんでいるのを僕は見てとった。

「ありがとう」

　彼女はそう言って、僕は前を向いた。後はもう振り返らず【門】をくぐった。




『一八五階への通路』




　暗くら闇やみに星くずをばら撒まいたような通路を、僕はカエルを連れて歩き続ける。

『先さき程ほどから何を笑っているのだ。気色が悪い』

　肩に乗ったカエルにそう言われるまで、僕は自分が笑っていることに気づかなかった。

『あの娘のことを考えていたのか？』

「うん。まあね。すごい人だったなって思ってさ」

『文字通り、敷しかれたレールの上を走るのを拒否したわけだからな』

「なに、シャレ？」

『ハ、そう取るようでは小僧、おまえのセンスもたいしたことはないな』

「まあ僕は、敷かれたレールの上を歩くのも悪くないと思ってるけどね」

『用意されたもの以外、何も見ず、何も知らずか？　下くだらぬ。それは生きてるとは言わぬ』

「カエルならそう言うと思った」

　僕は笑った。

「シャンに会ってから、ずっと思ってたんだけどさ」

『なんだ』

「カエルと似てたよ。彼女の性格。同どう族ぞく嫌けん悪おってほんとなんだなって、思った」

　カエルは不ふ愉ゆ快かいそうにゲコ、と鳴き、僕は少し笑った。

　歩くうちに通路の向こうに白い光が見えてくる。

　僕がシャンと会うことは、おそらくもうない。

　シャンならこの先、どんなことがあっても上う手まくやっていくだろうと思う。

　それだけ分かっていれば、充分だと、そう思った。

　光に向かって、僕は進んだ。
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　砂と空と太陽。それ以外のものは何もなかった。

　ようやくたどり着いた旅の終点。【塔】の外。そこには何もない。僕は呆ぼう然ぜんと、ただそこに立ち尽くしている。

「……噓うそだ。こんなのは」

　眩暈めまいがしている。身体はぼろぼろで、疲れ切っている。立っていることさえつらい。

　周囲は一面の砂で、頭上は雲一つなく、太陽だけが強く強く輝かがやいていた。

　彼女との約束の場所に、僕はいるはずだった。

　彼女が見せてくれた地ち球きゆう儀ぎに記されていた海が、ここにはあるはずだった。しかし、僕の周囲には砂しかない。まるで世界の終わりのように、何もなかった。青い空と砂がどこまでも続いている。

『……戻るしかあるまいな』

　カエルの呟つぶやきが聞こえる。

「噓だ。こんなの」

『小僧、戻るしかない。食料も水も、今引き返すなら【塔】までなんとか維持できる』

　カエルの声が、遠くに聞こえる。

　長い時間をかけて【塔】を降りた。何度も諦あきらめかけて、それでも彼女の言葉だけを信じて、ここまで来たというのに。

「……海があるはずだったんだ。悪い夢だ」

　全部無む駄だだったんだろうか。これまでのことが全部、無駄になってしまったのだろうか。

『外の世界は、もう滅びたのだ。ここには何もない』

　違う、と僕は呟いている。そんなわけがない。こんな結末は嫌いやだ。彼女が憧あこがれ、僕が目指し続けたのは、こんな事実ではなかったはずだ。

『……奇跡など起こらぬ。こうなればよいという希望と、現実が一致することなどそうあるわけではない。おまえもよく分かっているはずだ』

　カエルの言葉に僕は首を横に振る。

『帰るのだ小僧。どうやら外の世界は、我われらの生活できる場所ではなさそうだ。おそらく、小僧に意志を託した娘も、もはや……』

「そんなのないだろ」

　全すべての始まりとなった彼女の言葉を、僕は今でも覚えていた。彼女は信じていたんだ。【塔】の外に広くて自由な世界があると、そこには美しい海があると信じていた。

　僕は目の前を塞ふさぐひときわ大きな砂丘を見つめる。

「……あの頂上まで……」

　僕は勝手に呟つぶやいている。

　砂丘を登る。諦あきらめろと理性は囁ささやく。けれど、どうしても納得できない。

『……小僧……。もう何度同じことを繰くり返している。引き返せ』

　ズダ袋から這はい出て僕の肩に上ったカエルが、そう呟く。いつになく真剣な声だった。

「嫌いやだ……」

『小僧！　言うことを聞け！　ここで果てる気か！』

「ここで諦あきらめてどうなるんだ！」

　僕はそう叫んでいた。気がつけば、涙が勝手に溢あふれてくる。

「僕は一体、なんのためにここまで来たんだ！」

　泣きながら言う。

「今までやってきたことが全部無む駄だになるじゃないか！　今までの努力も、今までの情じよう熱ねつも、彼女の言葉も、全部意味がなくなるじゃないか！」

　奇跡なんて起こらない。世の中は決して自分の思い通りにはならない。そんなことは知っている。今まで嫌と言うほど経けい験けんしてきた。あがいてもあがいてもどうしようもないことを、何度も経験してきた。カエルが正しい。今すぐにでも引き返した方がいい。そんなことはよく分かってる。

　どんなに望んでも、どんなに努力しても、手に入らないものがこの世にはある。

　けれど……、それでも僕は……。

　ひときわ高い砂丘を登る。疲れがひどい。喉のどに大きな塊かたまりがつっかえているような、そんな吐き気がある。一歩ずつ登る。そのたびに希望と絶望の混ざりあった感情が体中を熱あつくする。カエルはもう、何も言わなかった。頂上に広がる光景を見ることが怖くて僕は目をつぶっていた。

　全くの静寂の中をひたすら進む。

　不意に風が吹き抜けていく。砂丘を登り切ったのだと僕は気づいた。ここが旅の終わりなのだ。

　不ふ思し議ぎな音が耳に届く。規則的に耳をくすぐる優やさしい音。今まで嗅かいだことのない、不思議な香りがした。塩辛い香りだ。胸をざわつかせるような音と香りが微かすかに届く。

『……小僧……』

　カエルのかすれた声に、僕は目を開いた。

　砂丘の向こうには森があり、さらにその向こうは……。

　どこまでもどこまでも続く水だ。緩ゆるやかな波が起こり、水と砂の境界を寄せては返す。ただ青く、遥はるか彼方かなたで空と溶け合っている。規則的な波の音を囁きながら、遠くまで続く。日の光を受けて、輝かがやいている。遠くには真っ白で大きな雲が見えた。

　今まで見たどんな景色よりも、それは美しいもののように思えた。

　口を開けて、何かを言おうとするのだけど、声が出ない。これが、彼女の見たかったものだ。僕がずっと求めてきたものだったのだ。

　偽物の世界じゃない。本当の世界だ。

　僕のやってきたことは、無む駄だではなかった。心の底からそう思えた。彼女が追い求めていたものが、彼女の言葉以上に素す晴ばらしいものだったから。




「……【塔】の外には本当の世界が広がってるの」

　不意に、声が聞こえた。

「広くて、自由で、素晴らしい世界」

　忘れることのできない声だ。

「来てくれると、思ってた」

　彼女の声が聞こえる。通つう信しん機き越しにしか、聞いたことのない声だ。何度も記き憶おくの中で思い返し、夢の中で聞いた声だ。それだけを頼りに、それだけを信じて、ここまで来た。忘れることなんてできるはずがない。

「ずっと、待ってた」

　振り返ると、そこには……。
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　　　　あとがき




　おひさしぶりです、あるいはお初にお目にかかります。西にし村むらです。

　……さて……。何を書いたらいいものか……。相変わらずこのあとがきというものには慣れません。何をどう書けばいいのかさっぱり分からない。

　現在、正月で実家に帰省中です。場所を変えれば書けるかなあ、と思ってあとがきを書こうとはしてみたんですけど、やっぱり書けない。あんまり何も思いつかないので先程散歩に行ってきました。昔からの性しよう分ぶんで、何かに行き詰まるとぶらぶらと散歩に出かけます。

　実家のそばには川があって、未み舗ほ装そうの土手があります。学生の時分には一日に何時間も歩いていました。朝、昼間、夕方、夜。どの時間帯の散歩もそれぞれ趣おもむきがあって好きなんですけど、とくに好きなのは夜の散歩でしたね。

　晴れた日だと月明かりがはっきりしていて、土手に影がくっきり映る。夜が暗いなんて噓うそだな、と思ったものです。風がない日だと、聞こえてくるのは川の音だけ。遠くには模型のような家のシルエットがあり、そこには生活の臭においなんて何も感じ取れませんでした。妙に全すべてがはっきりしていて、なにもかもが見通せるような、けれど結局なにひとつ自分は分かっていないと思わせるような、不ふ思し議ぎな気持ちになったものです。

　思えば学生のとき、月夜に散歩するたびになんだかここはうそ臭いなあと思っていました。そう思って、誰だれ彼かれ構わず叫びたいような気持ちになっていました。違うとか、そんなはずじゃない、なんていう否定的な言葉が頭の中をぐるぐる回っていたのをよく覚えています。

　今、実際に学生の頃ころの散歩コースを歩いてみると、やはり学生の頃のような噓っぽさとは少し違う感覚があったりします。風景は変わってないので僕の方が少し変わったのでしょう。そんなことを考えながら冷たい冬の空気の中を歩いていると、今まではこういう風ふうに進んできたけど、これからはどこに進んでいくのか、などと思って、なんとなくうれしいような、どことなく不安なような気分になりました。

　まあ当たり前の話、僕の気持ちなんてこれっぽっちも関係なく、時間は前に進み続けます。他ほかの人々と同じように平等に、この先も一方向に途と切ぎれることなく、ずっと遠くまで続いていくわけです。

　二四〇九階の彼女という作品を書いているときにも、そういった考えがどこかにあったような気がします。つまり、二四〇九階の彼女というのは、そういう作品なんだと思います。多た分ぶん。

　自分の作品に色いろ々いろな人が関かかわってくれて、本という形になって、色々な人に読まれて、なんだかそれはこの上なく幸せなことであるなあと思います。




　この作品には多くの方に関わっていただきました。毎回僕の作品に根気よく付き合ってくれる編へん集しゆうの川かわ本もとさん、素す晴ばらしいイラストを描いていただいた高たか階しなさんはもちろんのこと、広報の方や印刷の方や書店の方。

　それから、いつも僕を支えてくれている友人知人のみなさん。

　そしてもちろん、今この文章を読んでるみなさん。

　そういったたくさんの人がいなければ、この本は成立しません。

　多大なる感かん謝しやを。





一月一日　深夜　晴天




西にし村むら　悠ゆう
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西にし村むら 悠ゆう

１９８１年７月30日生まれ。東京出身。『二四〇九階の彼女』で第５回電撃ｈｐ短編小説賞の銀賞を受賞してます。執筆中はブツブツ独り言を呟いているとか。不気味らしいです。自覚ゼロですが。画面に向かって呟く成年男性……想像すると確かに不気味だ……。
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イラスト／高たか階しな＠聖まさ人と

福岡県出身。最近はゲームも本も買うばかりでかわいそうです。自分もそれらも。せめて本だけでもと速読術の本を買おうか思案中。
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